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　打つべき手は打ち尽つくした。もうなにも思いつかない。

　いや、思いついたところで間まにあわないのだ。

　小お野の寺でら剛ごう士しは孤こ立りつしていた。

「閣かつ下か！」

　戦せん闘とうの騒そう音おん、その中心からアーシュラの叫さけび声が響ひびきわたった。

「閣下！　どちらに？　誰だれか！　誰か！　閣下をお捜さがししろ！」

　距きよ離りは意外と近いようだ。だが、小野寺剛士はヴァンピレラ・ビューティの呼よびかけにこたえなかった。

　こたえられなかったのだ。剛士の逃にげこんだ森には危き険けんが満ちていた。

　目の前にはその証しよう拠こがある。美しい女性の遺い体たいだ。重じゆう傷しようを負おった身で彼をこの森に逃のがれさせ、自分は力ちから尽つきたのである。

　彼女が死ななければならなかった理由はひとつだけだった。

　栄はえある魔ま王おう領りよう民みんとして総そう帥すいを守ったのである。

　小野寺剛士を守るために、死んだのだ。

「閣下！」

　アーシュラが再ふたたび呼ばわる声を耳にしながら、剛士は微び動どうだにできない。

　盾たてにした大たい樹じゆの幹みきにすがりついている。

　身体からだ中がおかしかった。

　浅く、速はやい呼こ吸きゆうしかできない。

　喉のどがカラカラに渇かわいていた。

　心しん臓ぞうが破やぶれそうなほどの速度で鼓こ動どうを打っている。

　なにも考えられない。

　考えようとするたび胃いが嫌いやになるほど引き絞しぼられ、吐はき気けがつきあげてくる。

　すべての筋きん肉にくがクラゲにかわってしまったように、どこにも力が入らなかった。足を踏ふみだすことすらできない。

　逃れよう、アーシュラのもとへいこう。

　そう思うだけで膝ひざから力が抜ぬけた。

　ずるずると座すわりこんだ彼の手が硬かたいものに触ふれた。

　剣けんの柄つかだ。彼を守って死んだ女性が手にしていた剣。

　反はん射しや的に、しっかりと握にぎりしめた。

　なにもかもわけがわからなくなってしまったこの喧けん噪そうのなかで、剣の感かん触しよくは彼に精せい神しん安あん定てい剤ざいのような効こう果かをおよぼした。その確たしかな握りごたえが体たい奥おくまでしみこんでゆく──

　周しゆう囲いでは切せつ迫ぱくしたランバルト語が叫さけび交かわされていた。

「ヤツは、魔王領総帥はどこだ！」

「第２小隊は本ほん営えいの裏うら手てを捜そう索さくしろ！」

「隊長は？」

「あの怪物との戦たたかいで手が離はなせん！」

「クソッ、早く総帥を片かたづけなければこちらが全ぜん滅めつだ」

「第３小隊、第３小隊どうした！」

「だめです、押おされています！」

　チャンスなのかもしれない。剛士の脳のうがささやいた。

　敵てきもうまくいっているわけじゃない。彼らにとって時間は敵なのだ。いま、その時間が尽きようとしている。

「閣下！　閣下！　ええい、死にたいのか、下げ郎ろうが！」

　だから、こうしてアーシュラの声も聞こえるのだ。

　努力して大きく息を吸すいこむ。

　たったそれだけのことでこみあげてくる吐き気に耐たえながら瞼まぶたを閉じ、何度も何度も心のなかで繰くり返した。

　僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶ。

　絶対に大丈夫。

　なんとかなる。なんとかなる。

　そうに決まっているんだ。

　だから──

　足を踏みだしたのは無む意い識しきのうちにだった。

「なにっ」

　驚おどろきの声があがった。気がつくと、目の前に黒い軍ぐん服ぷくを着きた兵士がいた。ランバルト兵だ。いかにもコワモテ、という顔立ちの薄うす汚よごれた男。驚きに目を丸くして剛士をみつめている。

「あっ、あの」

　剛士は声を絞しぼりだした。なにかいわなければ、なにか口にしてこの場をしのがなければ、と思った。

　だが、ランバルト兵に彼の言葉を聞くつもりはなかった。

「貴き様さま、その姿すがた……魔王領総帥か！　覚かく悟ごしろ、恨うらみはないが死んでもらう！」

　剣を構かまえたランバルト兵が突とつ進しんしてくる。

「あ、ああああっ」

　腰こしから力が抜けた。尻しり餅もちをつかないよう、懸けん命めいになって心を鞭むち打うつ。

　しかし、脳のうの命めい令れいに従したがったのは両腕うでだけだった。

　腰が落ちる。

　反動のような具ぐ合あいで両腕がもちあがった。

　重い剣をかまえた両腕が。

　鈍にぶい音とともに苦く痛つうの声があがった。

「うおっ」

　剛士はその瞬しゆん間かん味わった二つの感かん触しよくを生しよう涯がい忘れられないだろう。

　ひとつは、腹の底からしぼりだされたような苦痛のうめき。

　もうひとつは……

　偶ぐう然ぜんとしか思えないタイミングで突つきだす形になった剣がまともに人間の下か腹ふく部ぶへめりこんでゆく、硬かたく、柔やわらかい感触である。

「あがあっ、き、貴様ぁ」

　エビのように身体からだを折おりながらも、ランバルト兵は剣を振ふるった。

　右頬ほおに、冷たく、熱あつい感触が生じた。

　刃やいばが剛士の頬を切り裂さいたのだ。

　──その瞬間、恐きよう怖ふが消え失うせた。

　いや、心ではなく肉体が恐怖を無む視しした。

「ああー！」

　剛士は狂くるったようなおめきをあげながらのりだすような姿し勢せいをとった。

　剣が、さらに深く潜もぐり込こんでゆく。

「おごっ、があっ」

　ランバルト兵の下腹部から壊こわれた水すい道どう管かんのように液体があふれだした。赤く温あたたかい液体である。

「おおおおっ」

　それがなんであるか理り解かいもしないまま剛士は両腕へさらに力をこめ、剣をひねった。剣はドリルのようにランバルト兵のハラワタを巻きこみ、引きちぎった。

「ぐがあっ」

　ランバルト兵はどんな人間をも恐怖させるほどの奇き怪かいな悲ひ鳴めいをあげ、後うしろ向きに倒たおれた。

　ぬるり、と剣が抜けた。

　小さなうめきがきこえた。

「な、なんでこんな野や郎ろうに……」

「こんな野郎だって」

　血まみれた剣を手にしたまま剛士はつぶやいた。恐怖に青ざめた顔がさらに引きつり、悪あく魔まのように唇くちびるの両りよう端はしが吊つり上がる。

「なにがだよ、なにがこんな野郎なんだよっ」

　剣を振り上げていた。

「僕をバカにするなぁぁぁ」

　剣を振りおろす。硬かたい剣は柔やわらかいものに当たった。

「バカにするなぁぁぁ！　僕だって、僕だってぇぇ！　バカ野郎、いつもいつもみんなして見かけだけで人のことバカにしやがって、バカにしやがってぇぇ！　僕だってできるだけのことはしてる、してるんだぁぁ！　それなのに、それなのに、くそおぉぉぉ、死ね、死ね、死ねぇ！」

　剛士はムチャクチャに剣を振り続けた。ランバルト兵はとうに死んでいたが、そんなことに気づくはずもない。死せる敵てきの肉体を無意味に破は壊かいしながらその返り血を浴あび、狂きよう気きの雄お叫たけびをあげつづけた。

「……下か！」

　声がきこえた。

「閣かつ下か！」

　なにかに取り憑つかれたようになっていた剛士は顔をあげ、声の主ぬしをみた。

　黒い影かげ。巨きよ大だいなコウモリのように見える。翼つばさが、白はく煙えんをあげていた。

「おまえも、おまえもかぁ！　おまえも僕をバカにするのかぁぁ！」

　剛士は叫さけんだ。たださえ丸い顔がはちきれそうなほどに膨ふくらみ、充じゆう血けつした目は異い様ような光をたたえ、感情に占せん領りようされてしまった声は聞き取れないほど高く、裏うら返がえっていた。

　影は一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどいをみせ、それから優やさしい声で呼よびかけてきた。

「剛士様！　わたくしです、アーシュラです！　お気を確たしかに！」

「アー……シュラ？」

　あんぐりと口をあけ、剛士はほっそりした声の主を見つめた。

「お怪け我がはありませんか？　すぐに手当てを……」

　戦たたかいの中にあってさえ優ゆう美びなアーシュラが歩あゆみ寄ってくる。

「アーシュラ」

　剛士は剣を落とした。ぬるぬるしている両手をみおろした。

　血で濡ぬれていた。酸すっぱい臭においが鼻はなを突つく。

　血の臭いだ。

「うぐっ」

　胃い液えきがこみあげてきた。血まみれの両手を腹にあて、耐たえようとした。頭がさがり、地面に転ころがっているものが目に入った。

　残ざん虐ぎやくに、どんな猟りよう奇き殺さつ人じん事件もおよばないほど破壊しつくされた肉体が視し界かいいっぱいにひろがった。

「うげぇ、ああっ、ぐうっ、げぇっ」

　剛士は血だまりに膝ひざをつきながら胃液を吐はき、同時に悲ひ鳴めいをもらした。

「なんで、うぐっ、ああっ、ああああああああっ」

　股こ間かんがなま暖あたたかくなる。緊きん張ちようが急きゆう激げきにとけたことで、失しつ禁きんしてしまったのだ。

「こんな、こんな、こんなあっ」

　彼は膝立ちのまま血に汚よごれた手で髪かみをかきむしった。勢いきおいよく漏もらしている小しよう便べんが下か半はん身しんをずぶぬれにしてゆくことにも気づいていない。見開かれた目は、ここではない場所をみつめているようだった。

　だめ、戦せん場じようで受けた衝しよう撃げきで心の砕くだけてしまったものたちを幾いく人にんも目にしていたアーシュラは直感した。すぐに支ささえてやらなければ彼は壊こわれてしまう。

「剛士様、剛士様っ」

　駆かけ寄り、彼の両肩かたをつかむ。

「終わりました！　終わったのです！　済すんだことなのです！」

「ああああっ、おわああああああっ」

　励はげまされてなお壊れた叫さけびをあげ続ける魔ま王おう領りよう総そう帥すいを彼女はしっかりとその腕うでに抱だいた。血にまみれ、ありとあらゆるものに汚れながらわめき続ける17歳さいの少年を我わが子のように優やさしく抱きあげ、自分の吐きだした胃液に濡ぬれた顔を豊ゆたかな胸むねにあててやる。

「いいのです！　いまはそれでいいのです！」

　彼女は最低限のアイスブレスをまじえながらあやすように事実を伝つたえた。

「命を奪うばうということは、そういうことなのです」

「あああっ、あああああああっ」

　小野寺剛士は彼女の胸へ赤あかん坊ぼうのように顔をこすりつけながら初めて犯おかした殺人の衝撃に泣きわめいた。冷たいが温あたたかく、硬かたくて柔やわらかい胸へ汚れた顔を埋うずめ、すべての見み栄え、すべての恨うらみ、そのほかのなにもかもを忘れ果はてたように泣きつづけた。

　しかし、まったくの狂きよう態たいをしめしながらも、彼の脳のうの一部は鼓こ膜まくがひろいあげた微かすかな音に気づいてもいた。気づいていたのだ。
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「攻こう勢せい？」

　アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクール総そう帥すい軍ぐん事じ顧こ問もんは驚おどろきに目を丸くしている。

「打ってでる、というのですか、閣かつ下か？」

「うん」

　ヴァンピレラ・ビューティに剛ごう士しは即そく答とうした。

「無む謀ぼうです！」まなじりをつりあげて彼女は説せつ得とくをはじめた。

「御ご存ぞん知じのとおり、第二次じセントール会戦でわが軍の被こうむった損そん害がいは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでおぎないのつくものではありません。そのような状じよう態たい、おまけに軍が行動しにくい冬が間ま近ぢかといういま、危き険けんすぎます……だいたい、閣下御ご自じ身しん、昨日きのうまでは」

　アーシュラの吐はく冷たい息が剛士の鼻はなをくすぐる。いつもどおり、いい香かおりだ。

「あぶないのはわかってるけど」

　窓まどをちらりと振ふり向き、10月16日の夜空をほんの少しだけ眺ながめたあとで剛士は執しつ務む室しつの中央にすえられた巨きよ大だいな立りつ体たい模も型けいに歩あゆみ寄った。目をさまし、机つくえからとんと、飛び降おりた九きゆう尾びの狐きつね、玉たま藻もがあとに続く。

　彼がのぞきこんだのはワルキュラからセントールにかけてを表現した、声がもれそうなほどデキのいい精せい密みつジオラマである。

　いや、精密どころではない。この模型は生きているのだ。指先と技術だけでなく、精せい霊れいさんの助けまで借かりてつくられているため、とんでもない大だい縮しゆく尺しやくであるにもかかわらず、町を歩く人や、動物などが配はい置ちされ、それが命あるもののように動きまわる。もちろん、それを目にするためには月げつ面めんから掘ほりだされた謎なぞの異い星せい人じんの遺い跡せきを地球上から手に取るようにながめられる倍ばい率りつを備そなえたマジック・スコープでのぞきこまなければならないが、ともかくものすごいジオラマだった。

　もちろん剛士がつくったわけではない。ＷＭＭＣ──ワルキュラ・マニアック・モデリング・クラブからの献けん上じよう品ひんである（ううむ、ブラントラントでも、模型オタクがやたらと団体をつくりたがるのは変わりませんな）。

　ジオラマはこの世界について学まなばねばならないことの多い剛士のために、という理由で献上されてきたが、ま、実際は……この世界の模型オタクたちによる新たな支配者へのご挨あい拶さつ、という感じである。田中さんにもＷＭＭＣはジオラマを献上しているから、恒こう例れいというやつである。ただし、彼かれ等らが田中さんに献上したのは一いつ辺ぺん１００メートルに達する縮尺１／１００の自じ律りつ可か動どう式大立体宇宙戦ジオラマだったけれども（ジオラマの題材は……田中さん世代の大きなお兄にいさんたちまとめて10万人ほどに人生を誤あやまらせたマ○ロスであった）。

　模型をみつめながら剛士はいった。

「でも、やらなきゃならない」

　ちょこん、とソファの背からリアの顔がのぞいた。

「無意味です」リアを横目でみたアーシュラの声は、なぜかさらに険けわしかった。

「それでも、やる」

　じっと模型に視し線せんをすえている。指の短い手でこめかみをおさえていた。

「閣かつ下か！」

　アーシュラはおもわず剛士にかけより、いびつな玉型をなすちんちくりんの頭を見み下おろした。

「自じ滅めつをまねくようなものです」

「やるったらやる」

　剛士の声からためらいが消えていた。

「くっ」

　不ぶ作さ法ほうにならぬよう、懸けん命めいに牙きばを唇くちびるで隠かくしたまま彼女はうめいた。

　どう説せつ得とくをつづけたらよいものか、見けん当とうもつかない。

　いえま、アーシュラちゃんが困こまるのも無む理りはありません。

　もともと、彼女と剛士の関係には難むずかしいトコロがある。セントールでは彼女自身が騒さわぎをおこしてしまったし、戦せん場じようではともかくとして、普ふ段だんの剛士はヴァンピレラ・ビューティに遠えん慮りよしすぎだ。

　それでいながら、お互たがい、相手に一定の信しん頼らいを抱いだいている。

　剛士はアーシュラに命を助けられ、また、彼女の能力、それに一いち途ずなところのある性しよう根ねに触ふれていた。剛士君くん、自分が変なところでヒネているだけあって、そういう人は嫌きらいではない。

　アーシュラも、このちんちくりんな総そう帥すいが、戦争向きの異い常じような能力……まさにこの時代の魔ま王おうにこそふさわしい力を持っているとセントールで知った。このあいだのインタビューだってその証明かもしれない、と感じている。

　だが、その信頼に頼たよって言葉を交かわしあえるほど、親したしくはない。

　微び妙みようなのである。アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクール嬢じよう、花も恥はじらう１７８歳さい、そーゆーお年とし頃ごろだというのはもちろんであるが、実はそれだけではない。

　魔王領りようの内ない政せい……民みん族ぞく問題がからんでくるのだ。

　なんか大がかりになってきたが事実である。問題を整理するには、秋あき葉は原ばらの某ぼう専せん門もん店てんならば５万円以上のプレミアがつくであろう特とく殊しゆな同どう人じん誌しを山と積つみ上げて読んでいるリアちゃんをからめて考えたほうがわかりやすい。



　リアが田中さんのなんつーか、まあ、アレな立場になったのは、田中さん御ご本人の御希望というだけではない。少数種しゆ族ぞくではあるが、魔王領ではそれなりの地位を占しめているサタニアンの代表者という役目もかねていた。

　つまりサタニアンは、リアをさしだすことで魔王への忠ちゆう誠せいを示しめし、田中さんもまた、リアちゃんをかいぐりかいぐりうにゅうにゅすることで魔王がサタニアンを保ほ護ごする姿し勢せいを示す、政治的にはそうなっていたのである。二人の気分はともかくとするならば、まあ、というか完全に政せい略りやく結けつ婚こん５秒前という感じだったのだ。

　実はアーシュラも似にたような立場──だったのである。

　彼女はいうまでもなく吸きゆう血けつ族ぞくの出しゆつ身しん。吸血族は魔王領でも有数の有力種族。そしてその族ぞく長ちようの娘むすめ……つまりお姫ひめ様さまである彼女が送りこまれたのは政治的なバランスというやつであった。魔王陛へい下かが、少数種族であるサタニアンだけと仲良くなったのではあちこちでやっかむ奴やつがでてくる。というわけで、吸血族からも一人……という次し第だいなのであった。これぞ政治、というやつである。

　ただし、アーシュラ個人の立場は哀あわれをさそう。

　本人には田中さんがお求もとめになればさあどうぞ、という気分がたっぷりとあった。

　実じつ家かをでる前に立りつ派ぱなパパから因いん果がを含ふくめられていたし、そばで暮くらしていると、田中さんというオタクな魔王陛下は、じつにこの、オな部分以外でまことに独特な人間的魅み力りよくがあったからである。ま、ほかに選せん択たく肢しがなければ受け入れるしかなかったのかな、とか、お姫様だけに世せ間けん一いつ般ぱんの女の子としての常じよう識しきからはズレてんじゃないか、とか数限りなく疑うたがいはありますが、それはそれ、ということで。ここではアレな田中さんの見かけに惑まどわされなかったアーシュラちゃんの広い御お心こころを誉ほめておくべきだろう。

　しかしだ。田中さんの方はナニであった。

　リアちゃんにハマりきる属ぞく性せいの御お方かただけあって、マジメで、頭がよくて、強くて、おまけに美人、キャラデザはもちろん玲衣さん、でもって声の出演、うーんお好このみでどうぞ、というアーシュラちゃんをみているだけで圧あつ倒とうされ、仲良くなるどころの話ではなかったのだ。

　もちろん大たい切せつに扱あつかったし、頼たよりにもした。それどころか軍隊の全権をほとんどあずけていたのだから……政治的には完かん璧ぺきに扱っていた。

　だが、アーシュラちゃんが内ない心しん期きするところのあったそのあのうふふふな日はついに訪おとずれず、そのまんま行方ゆくえ不明になってしまった。

　セントールの戦せん場じようで彼女がぶっちぎれた背はい景けいとしてはそういう事情があったのだ。

　ま、わかってあげるべきであろう。

　人一倍マジメだったりするが心は魔ま族ぞく世界遺い産さんというべき純じゆん真しんさのまま。それでもってちんちくりんのぽんぽこぴー（ＢＹシレイラ）のおとぼけ野や郎ろう、でも実はかなりアブナイ奴やつである剛士の面めん倒どうをみなければならないときては、それもしかたのないことだったのである。



　とまあ、いま、アーシュラちゃんの脳のう裏りには様さま々ざまに絡からみ合ったものがよぎっている。その中で剛士の唐とう突とつで無む謀ぼうとしか思えない決定を思い直させる材料を探さがしていた。

　しかし……思いつけない。お互たがいの間にある片かたづけきれないものがクールに考えることを邪じや魔まするのだ。

　結局、ダイレクトに反問するほかなかった。その程度の反はん応のうしかできない自分の幼おさなさを内心で罵ののしりながら彼女はいった。

「……それでは、具体的にどんな案がおありなのか」

「別に名めい案あんを思いついたわけじゃないよ」

　アーシュラの態たい度どが剣けん呑のんなものになったことに気づいた剛士君、なんとか格かつ好こうをつけようとした。できるかぎりシブイ態度でもって彼女へと向きなおったのである。

　が……なれないことはするもんじゃありません。身長差のおかげで、みごとにくびれた腰こしのあたりが視し界かいいっぱいに飛びこみ、頬ほおを紅あかくし、あわてて模も型けいにかがみこむハメになった。

　ただし、ひきさがりはしない。他ほかに方法はないと信じていたからだ。

「と、ともかく、やるからね」

「そんないい加か減げんな」

　自分でも気づかぬうちに腰の前を手でおさえながらアーシュラは罵った。息を吸すいこみ、さらに言葉をつづけようとしたとき……鈴すずの音ねにさえぎられた。

「アーシュラ」

「なんだ、スフィア」

　と視し線せんをあわせた瞬しゆん間かん、ヴァンピレラ・ビューティは背せ筋すじを──普ふ段だんは体温というものをほとんど発していない肌はだを凍こおりつかせた。

　ただ静かにみつめていたはずのスフィア。ほんの一瞬で、彼女はまったく別のなにかに変わっていた。

　剛士を守るため、母ぼ性せい愛あいじみた怒いかりをあらわにしているのですらない。誰だれも気づかぬうちに、見えない場所ですべてが組み替かえられてしまったかのような変化だった。

「総帥閣下は、決定なさったのです」

　スフィアの声には諭さとすような冷れい静せいさと、脅おどすような力強さがいりまじっていた。

「しかし、私は軍ぐん事じ顧こ問もんとして」

「そのとおりです、ドラクール軍事顧問、偉い大だいなる黒く優やさしき伯はく爵しやくオルロック・アルカードの娘むすめアーシュラ」

　スフィアは異い様ようさをおぼえるほどきっぱりとうなずいた。まるで、彼女ではない誰かが語っているように思えるほど無む機き質しつな声だった。

「あなたは軍事顧問。田中陛へい下かのおられぬいま、小お野の寺でら剛士様のお求もとめどおりに生き、死ぬのがつとめ……アーシュラ、いまのあなたはわたくしと同じ立場なのです」

「スフィ……」

　アーシュラは絶ぜつ句くした。スフィアがこのような……いってみれば総そう帥すいの権力をカサに着きた態たい度どを示しめすのは初めてなのだ。なにがあったというのか、なぜそうしているのかさっぱりわからない。

（あの時からか）

　会議を思いだした。スフィアはランバルトの特殊部隊ＲＳＩ指し揮き官かんの名に興きよう味みを示した。そのあとで、なにかをごまかすようだった。

　助けを求めるようにアーシュラは剛士をみた。もしかしたら、事前に二人で打ち合わせた演えん技ぎなのかもしれないとおもっていた。そうであるならば、剛士の態度にあらわれるはずであり、話を……魔ま王おう領りようの命めい運うんを左さ右ゆうする話を続ける隙すきをみつけられる。

　ところが。

　小野寺剛士はアーシュラに負けず劣おとらずの驚おどろきをあらわにしていた。なにかに気づいたような、そしてそのことを後こう悔かいしているような顔つきだった。

「さしでがましいことを申しました」

　凍こおりついたような時間を溶とかすようにスフィアがいった。

　透すけるような肌はだ、優やさしいまなざし。消えることのない微び笑しよう。いつものスフィアにもどっている。

　彼女は剛士だけをみつめていた。

「い、いや……いいよ、別に」

　剛士はうなずいた。それからアーシュラへ命じた。

「ともかく、僕ぼくは打ってでるしかないとおもう。理由は……もう少ししたら説明するよ。お願いだからその時まで待って。時間は、そんなにかからないから。攻こう勢せいは、遅おそくてもはつ日かまでにはじめる。そのつもりで準じゆん備びを整ととのえて」

「は、20日……」

　アーシュラは再ふたたび絶句した。20日に行動を開始するためには19日までに全すべての準備が終わっていなければならない。残り時間はまる三日。

「無む理りです、たった三日間ではとても準備などできません！」

「大変なのはわかってるよ」剛士はむしろ済すまなそうですらあった。

「でも、それしか時間をあげられない。雪が降ふり出す前に、なんとかしたいんだ。戦たたかいに慣なれた部隊を可能な限り集めて、命めい令れいと同時にすぐ行動できるようにしてほしい」

「ただちに動員可能なのは７０００名程度、無理をしても約１２０００名が限界です。攻勢のかけられる兵へい力りよく量ではありません」

　どうだ参まいったか、というようにアーシュラが伝つたえた。しかし彼女が剛士を驚かせようとしていたのであれば完全な失しつ敗ぱいだった。彼はあっさりとうなずいてしまったのである。

「じゃ、それ全部」

「閣かつ下か、いったい……」

「ともかく全部。訓くん練れんしてる最中の弱い部隊も含ふくめて。弱い部隊の方はワルキュラの郊こう外がいに集結させて。あ、こないだの戦いでゴブリンとトロル、損そん害がいが大きかったのどっちだっけ？」

「ゴブリンですが」

「じゃ、ゴブリンを弱い部隊と一いつ緒しよにしておいて。強い部隊のほうは、そうだな……魔王城じようとワルキュラ市内の兵へい営えいにあつめといて。頑がん張ばれば三日でどれぐらいになるかな」

「先ほど申しあげたとおり、戦いに慣れた古こ参さん兵へい部隊は約１２０００、訓練未み了りようの新しん設せつ部隊は約２００００にはなります。しかし補ほ給きゆうが……作戦の期間はどれぐらいですか。三日間ではとても長期作戦に必要な補給物ぶつ資しを集められません」

「まず十日分、それだけでいいよ」

「たった十日？　それでは期間が短すぎ、戦せん果かがあがりません。第二次じセントール会戦でも、ランバルトは短期決戦を狙ねらったばかりに──」

　スフィアに制止されたことも忘れて再び噛かみつこうとしたアーシュラは剛士の意外な態たい度どに言葉を失うしなった。

　魔王領総そう帥すいは、道に迷まよった子供のような目で彼女をみつめ、頭をさげたのである。

「お願いだ、ドラクール軍事顧こ問もん。僕が魔王領のために考えられる手は攻勢だけなんだ」

「他ほかの手は考えられたのですか」

「考えたよ、僕なりに」

　剛士はことさらに間ま延のびした声でしゃべっていた。それがどんな意味を持つかわからないほどアーシュラは鈍にぶくなかった。

　耐たえている。我が慢まんしているのだ。

　アーシュラへ受け入れさせるために、彼にとってはすでに済すんだ問題……他の様さま々ざまな方ほう策さくについて答えている。

「しかし、どれも解かい決けつにはつながらない。僕はそう思った」

「……決定事じ項こうなのですね、すべてスフィアのいったように」

「その方が受け入れやすいのであれば……うん、決定。他の案はない」

　ヴァンピレラ・ビューティの肩かたが落ち、

「剛士様……いえ、閣かつ下かがそうおっしゃるのであれば」

　とうなずいた。本人も、そう呼よばれた相手も気づいていなかったが、彼女が剛士様、と口にしたのは初めてだった。

「ありがとう」

　剛士は笑えみを浮うかべた。アーシュラまでが嬉うれしくなってしまう、頭を撫なでてやりたくなるような笑みである。剛士君くん、根が暗く、根こん性じようがねじくれまくっている一いつ方ぽうでこういう顔もできるのだ。もっとも、それがいかなる効こう果かを及およぼすのか、御ご本人はお気づきでない。

　自分が笑顔でうなずきかけていることに気づいたヴァンピレラ・ビューティは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張った。

「……男子が軽かる々がるしく頭を下げるものではありません。それに私は閣下の部下です。ただ御ご命めい令れいなさればよいのです」

　ことさらにキツイ態たい度どをとったのは意見の対立がしこりとなっていたからではない。彼の笑顔に他た愛あいなく反はん応のうしかけたことに腹が立っていたのである。

「うん……前にも同じことで、叱しかられたよね」

　剛士はうなずいた。その様よう子すがまた、ちんちくりんのぽんぽこぴーとは思えないほど良かった。

「…………」

　二人のやりとりを見ていたスフィアの唇くちびるが一いつ瞬しゆんだけひきつり、すぐにもとの優ゆう美びなカーブを取り戻もどした。いま彼女はアーシュラのもっともな反対に横やりをいれた。剛士のためだけではなく、自分なりの理由があってのことである。しかし……

　自分が満まん足ぞくすべきか悲しむべきなのか、まるでわからなくなっていた。すくなくとも、妙みように息のあった会話を交かわしている剛士とアーシュラを見ているのはおもしろくはなかった。

「……スフィア」

　剛士が呼よんでいた。ぼんやりした彼女が意外だったのだろう。困こまったような顔をしている。

「あ、申しわけございません」

「明あ日すちょっと調べものをしたいから、手て伝つだってくれる人を手て配はいしてくれないかな」

「なんについてでしょうか」

「うーんと、あの」剛士はなぜか口ごもった。

「いやあの、外がい交こうとかの歴史。60年ぐらいまえから田中さんの時代まで」

「となると斉さい藤とう陛へい下かの御み代よから……」

「なにが得とく意いな人だっけ、斉藤陛下って」

「プロジェクト・マネジメントです。特に大計画の進行監かん理りについて大いに腕うでをふるわれた御お方かたでした」

「うーん」

　剛士は腕を組んだ。顔つきはちょっと深しん刻こくだが、あまり暗くみえない。ペンギンというかテディベアというかピ◯チューというか、ともかくそんな体型で腕組みしたところでとれるのは笑いぐらいなものだ。

「なんか便べん利りな記き録ろくは残ってないの。ほら、会議の議ぎ事じ録ろくみたいなの」スフィアよりもその手の話題には詳くわしいと考えたのだろう、今度はアーシュラにたずねている。

「ありますが……」アーシュラは少し驚おどろいたようだった。

　態度の変化が気になった剛士はたずねた。

「なに」

「わざわざ調べる必要はありません」

「どうしてさ」

　たずねた剛士は唇くちびるをとがらせていた。

　アーシュラは溜ため息いきを吐ついた。

「お忘れですか？　歴れき代だいの魔王陛下はみなさま御ご在ざい世せであらせられます。なにかおたずねになりたいことがあれば、御本人にうかがえばよろしいのです」

「あ」

　剛士君、まったく忘れていたらしい。ぽりぽりと頬ほおをかきながら命めいじた。

「じゃ、明日でかけるから、準じゆん備びして」

「お供ともします」アーシュラはすかさず申しでた。「護ご衛えいの手配も」

「ボクもいく」

　面めん倒どうな話のあいだは黙だまっていたリアがソファの上からいった。玉たま藻もも見上げている。

「剛士様……いっそ、先せん方ぽうを城しろへお招まねきあそばされては」スフィアがいった。

「いや、大おお騒さわぎにしたくないんだ」剛士は首を横に振ふる。珍めずらしくも、きっぱりしていた。

「こっそりと動いたほうがいい。スフィアと僕だけで動けるようにして。それに、ドラクール軍事顧こ問もん、君きみには仕事がある。さっきもいったように集められるかぎりの部隊と補ほ給きゆう物ぶつ資しをそろえてほしい。僕には……いや、魔王領にはそれが必要なんだ」



　　　　２



　などと、剛士君が徐じよ々じよにシリアスな、おい大だい丈じよう夫ぶかこの話的な方向へ転ころがりだしている時、ウルリスでも重要人物が行動をおこしていた。ブラントラント最強国ランバルトの表おもて向むきは名めい花か、裏うら向きはラフレシア×ウツボカズラ、王女シレイラちゃんである。今回は軍事的……というより政治的なアクションであった。



　警けい備び兵ががっちりとガードを固めた通路や階段を抜ぬけて尖せん塔とうをのぼる人ひと影かげがある。王おう城じよう西尖塔である。小こ脇わきに、少し厚あつめの大きな封ふう筒とうをはさんでいた。

「誰だれか！」

　ランバル銀の装そう飾しよくがほどこされた分ぶ厚あつい鉄の扉とびらを守る二人の兵士が槍やりをクロスさせた。

「お仕事、たいへんね」

　微笑ほほえむシレイラ。

「これは……殿でん下か！」

　供ともの一人も従したがえていない思わぬ貴き人じんの出しゆつ現げんに兵士たちは棒ぼうをのんだような姿し勢せいをとった。

「は、ありがとうございます！」

「お客様のご様よう子すは？」

「は、あの」

　警備兵たちは顔をみあわせた。正しよう直じきにこたえていいものかどうかわからないのだ。田中さん、フェラール兄にいちゃんの手て配はいによるメイドさんの増ぞう強きようをうけてここのところますます御ご機き嫌げんだからである。

　警備兵たちもそのことは察していた。

〈孤こ影えいの間ま〉は完全防ぼう音おんだし、兵の身分では敵てきとはいえ王族の部へ屋やをのぞきこむことなどかなわない。

　が、この部屋で夜昼関係なしの活動がつづいていることぐらいはわかる。

　最初のうちは、あ、かわいいという感じだった侍じ女じよたち、田中さん用語でいうメイドさんたちが用をいいつけられて顔をだすたび、どんどん不ふ健けん康こうな人になってゆくのも目にしていた。なーんか魔王だけあって口にもできないようなことをしているんじゃないか、彼らはそう想像していたのである。うーん、ある意味正しいかもしれない。すくなくとも、敵に捕つかまったあとでロリロリなメイドさんをそろえ、幽ゆう閉へいされながらエロ同どう人じん誌しをつくっている魔王様というのがそう滅めつ多たにいないことだけは確たしかであろう。

「いまはどうしておられるのかしら」シレイラはたずねた。

「は、侍女どもがなぜか疲つかれきってしまったため今日きようは暇ひまをだされまして……お一人でいらっしゃるかと」

「そう」シレイラはうなずき、優やさしげに微笑んだ。もちろん、目に見えない猫ねこ第１軍団の力を用もちいた演えん技ぎである。

「では、開けてくださいな。御ご用ようがあるのです」

「殿下御自身が、ま、魔王にですか」

「ええ、陛へい下かからこれを直接お渡わたしするように、と」

　シレイラは封ふう筒とうをしめした。

「はい……では、念のため、自分たちがお供して」

「結けつ構こうですのよ」シレイラはあくまでも優しくいった。

「王族には、王族にだけ語るべき言葉があります。ですから、供も連つれてまいりませんでした」

　恐きよう懼くした警備兵たちは美しき王女の言葉に深く腰こしを折おった。



　背はい後ごで扉とびらがしまった。猫の軍団の力を借かりたシレイラは腰を折り、ていねいに部屋の主あるじを呼よんだ。

「お邪じや魔まいたします……魔王陛下はおられますか。わたくしはシレイラ、フェラール三世の妹いもうとにございます」

　ゆったりと顔をあげ……目が点になった。

（な……なによこれぇ）

〈孤こ影えいの間ま〉はまさに異い界かいそのものに変じていた。

　どよーんとした空気がよどみ、なんか得え体たいのしれない匂においが漂ただよっている。部屋の中央におかれたテーブルには紙が山積づみ、周しゆう囲いは描かき損そんじがいいかげんに放ほうりだされていた。

　ベッドで人が寝ねている形けい跡せきはない。なんでかっていえば、紙はそこにも積み上げられており、ただの物もの置おきへと変じているからである。いつのまにか持ちこまれた黒こく板ばんにはシレイラのしらない文字が記しるされていたが、それがなにかの進しん行こう状じよう況きようをあらわすグラフであることはみてとれた。

（まさか脱だつ走そう計画の検けん討とうを……）

　シレイラちゃん、それ、考えすぎ。エロ同人誌の製作進行表です。いやま、田中さんが趣しゆ味みに関してはなかなか計画的な人であるなどと知るわけないのだからしかたないですが。

「あー、誰だれ？」

　ぼこっ、とテーブルに築かれたアレな大山脈が崩ほう落らくし、薄うす髭ひげの生はえた貧ひん相そうな男が彼女をみた。

　あ、という顔をする。

「あらら、どうも……ちょって待ってね」

　ごそごそとする音から男が……田中魔王があわててズボンをはいているのがわかった。王女様とロリなメイドさんを平等に扱あつかうワケにはいかないとさすがの田中さんも思われたのか……それとも、トランクスに妙みような染しみでもあったのか。ともかく、そこらへんのおねーちゃんだったりするとおもわず眉み間けんにシワなんかよせてバカにしたような表情を浮うかべるところだが、シレイラちゃんは猫の軍団の力で顔色ひとつ変えない。大したものだ。まさに意い思しの勝利である。ま、いまの場合は奇き襲しゆう攻こう撃げきに成功した満まん足ぞく感かんでもあるんですが。

「いやいやあははは、どうも」

　田中さんはすでに疲ひ弊へいの色もあきらかなプリント入りＴシャツのすそをフェラール兄ちゃん専属の仕立屋さんにわざわざあつらえてもらったノーブランド（？）ジーンズにたくしこみながら歩あゆみ寄った。もちろん、裸足はだしだ。

「シレイラ王女殿下でしたよね、たしかこの城しろにきたときに……あの、シレイラさん？」

　田中さんの声に我われを取り戻もどしたシレイラはあわてて作さ法ほうどおりに頭をさげた。

「魔王陛下、ご機き嫌げんうるわしゅう」

　いやー、想像以上だわ、とシレイラちゃん、いささか圧あつ倒とうされていた。

　手に入れた愛人の（つまりリアちゃん）の念ねん写しやから考えて、幼よう女じよ属ぞく性せいの御方だというのはわかっていたが、幽ゆう閉へいされてオカしくなってしまった何人もの貴き人じんがみずからの命を絶たったおかげで、夜な夜な亡ぼう霊れいがでるという噂うわさまである〈孤こ影えいの間ま〉をたかだか一ヶ月で本当の魔ま窟くつにかえてしまうとは予想外だった。

「こっち、片かたづいてますよ」

　田中さんは窓まどに面したあたりに彼女をまねいた。小さなテーブルと椅い子すがふたつ置かれたそこだけはまあ、片づいている。いまや同人コミック作家グループと化した田中さん御お付つきのろりろりメイド軍団が、最後の意い地じをみせているのだ。

「あ、なんか飲みます？　今日きようはみんなにお休みだしちゃったから、お茶ぐらいしか淹いれらんないけど」

　田中さんはごぼごぼと冷さめたお茶を注つぎ、勝かつ手てにおいた。

「それで、なんか御用ですか？」

　さすがに落おち着つきがない。そりゃそうであろう。黙だまっていればシレイラちゃん、１００円ショップで値ね引びき販はん売ばいしていいほど美人ぞろいの魔王領ですらなかなかお目にかかれない超ちよう絶ぜつ美少女である。たとえアレな好このみであっても気づかないわけにはいかない。なんつーかまあ、決して認みとめたくはないが、田中さんのような大きなお友達にとっては自分がいまのような人間になってしまったことをちょっと後こう悔かいしたくなるほどの美び貌ぼうなのである。

「御ご挨あい拶さつがまだでしたので」

　気分を落ち着かせたシレイラは計画どおり、あくまでもたおやかに応じた。

「あー、それはどうも」

　はっきりしない声で田中さんは応じた。シレイラちゃんの存在が精せい神しんのバランスを崩くずしているからである。趣しゆ味みの世界に没ぼつ入にゆうしている人にとって、自分の想像力をこえた現実、それも手の届とどかない現実が目の前にいるというのは大変なことなのだ。

「兄あににききましたが、なにか、芸術をたしなまれておられるとか」

「え……あ、興きよう味みあります？」

　田中さん、いきなりの前ノリである。表情が別人になっていた。むろん、同どう好こうの士をみつけた時のオタク兄にいちゃんに特有の過か剰じよう反はん応のうだ。

　シレイラはにっこりとし、それから、

「いいえ、興味ありません」

　とかわした。もう、完全にペースをつかんでいる。あ、そう、と落らく胆たんする田中さんを尻しり目めにこれなら計画どおりにいくわね……とほくそえんでいた。

「それで、これを……おわたしすべきかとおもいまして」

　封ふう筒とうをさしだした。

「なんですか？」

「ごらんになればおわかりかと……」

　封をきり、中なか身みをとりだす田中さんを眺ながめながらシレイラはとぼけた。

　もちろん、彼女が〈孤こ影えいの間ま〉を訪おとずれたのはフェラール兄ちゃんのあずかりしらないことである。彼女自身のもくろみがあってのことなのだ。

「あー、写真……念ねん写しやか」

　そういいながら目をむけた田中さんの顔が強こわ張ばり、青ざめた。

「えん……な、あ、だぁぁぁぁっ！　なんじゃこりゃあぁぁぁっ！」

　念写にうつされていたのは、小野寺剛士とリアちゃんが一いつ緒しよにお風ふ呂ろへはいっている姿すがたであった。

　世せ間けん一いつ般ぱんでおおむねそうであるように、二人ともすっぽんぽんである。

　リアは剛士の膝ひざにのっており、剛士の手が彼女のおなかを抱かかえている。

　それだけではなかった。ほかにはいっていた念写はさらに過か激げきで、いやもう、とてもこのあたりでイラスト１点お願いします、とはいえない内容なのであった。

「な、ななななななななななな」

　田中さん、ワナワナとふるえながら念写をめくった。全身から熱あつい汗あせが噴ふきだしている。

「我わが国の諜ちよう報ほう局きよくが入にゆう手しゆしたものです……」

　どこまでもていねいに、じつはげらげらと笑いだしたい気分でシレイラは説明した。

「兄は、魔王様には決しておみせするなと申したのですが……知らずにおられるのでは魔王様があまりにおかわいそうで……ただでさえ幽ゆう囚しゆうの御お身み柄がらというのに」

　シレイラは目元を拭ぬぐってみせた。もちろん、ウソ泣きも得とく意い技わざである。

　しかし、そんな演技の必要はなかった。田中さんはシレイラの方など見ていなかった。

「う、ううううう、おおおおおおおおお小野寺くーん！　な、ななななななんてことをぉぉぉぉ」

　念写の束たばをバラバラと取り落としながら田中さんは絶ぜつ叫きようした。失しつ神しんしかねない様よう子すだ。ショックと怒いかりでたちあがった拍ひよう子しに封筒が落ち、なかにはいっていた書しよ類るいが顔をだす。

「し、シレイラさん、これこれこれは？」

「はい……諜報局が小野寺総そう帥すいとリア様の会話を書き起こしたもののはずです。御ご覧らんにならないほうが……」

「い、いえ、読みます。読む」

　田中さん、書類をひろいあげ、ものすごい勢いきおいで目をとおしはじめた。

　いけるいける。わっはっは、とシレイラは確かく信しんした。

　もちろん、封筒にいれられていた念写と記き録ろくはすべて偽にせ物ものである。

　いやまあこれだけリアルにでっちあげられる技術はたいしたもので、ずいぶんと金もかかったが、それだけの意味はあるとシレイラは考えていた。

　もともとはごく単純な思いつきであった。

　魔王というカードをせっかく手に入れたのに、相手が異い常じようで有ゆう効こう活用できない。

　せめて政治的に使えないか……となれば、考えつけるのは、魔王に無む益えきな抗こう戦せんを批ひ判はんする立場にたってもらうことぐらいである。

　しかし、自分の身を的まとにして軍を救すくった魔王が、事実上の裏うら切ぎりに加か担たんするとはおもえない。

　ならば、どうしたらよいだろう？

　逆転させてしまえばいいのだ。

　……魔王領が魔王を裏切ったことにしてしまえばいい。

　と、そういうことであった。もちろん今回だけではなく、これからも偽物の念写や記録を田中さんにみせてゆく予定である。そうやって段階的に田中さんを洗せん脳のうしてゆき、大だい攻こう勢せいを計画している来年初しよ夏かあたりで決定的な声せい明めいを取しゆ材ざい陣じんの前で語らせ、魔王領の戦意を低下させる。シレイラちゃんの計画はそんなところであった。

（よぉーし、ハマったハマったぁー！　これで……）

　青ざめた顔で書類と念写へ交こう互ごに目をとおしてゆく田中さんを覗のぞき見ながらシレイラちゃん、勝利を確信した。

　…………

　…………

　だが。

「ふ、ふはははは、うん」

　青ざめ怒りにふるえていたはずの田中さん、突とつ然ぜん、楽しげに笑いだした。

（やりすぎだったかしら）

　シレイラちゃんはおもった。薬くすりが効ききすぎたのかも──

　しかし、田中さんの次なるお言葉は、あらゆる意味で彼女の想像をこえていた。

　徐じよ々じよに血けつ色しよくをとりもどしつつ最後まで目をとおした彼は、書類と念写を封ふう筒とうにおさめると、ただひとこと、

「甘あまい。甘いな」

　と口にされたのだ。

「あ……甘い、ともうされますと」ギクリとしたシレイラはたずねた。

「僕について、調べが甘かったみたいですね……」

「なにをおっしゃいますの、陛へい下か？」

「ほう？」小こ鼻ばなをふくらませた田中さんはイヤな笑いを浮うかべて彼女をみすえた……と、いえないこともないが、じつは他人の知ち識しきに穴あなをみつけたオタク兄にいちゃんに特有の、底の浅い優ゆう越えつ感かんでたぷたぷした態たい度どであった。

「そうまでおっしゃるのなら、教えたげましょう」

　椅い子すにもどり、書類を開く。

「どこがいいかな……あ、ここらへんか。いいですか？」

　田中さんは書類の一部を読み上げた。

『あーん、やだ、おにいちゃあーん』

『ふふ……リア……こんなに……』

『あん、そこぉ』

『リア……ほら、もっと力を抜ぬいて……深しん呼こ吸きゆうするんだ……』

『う、うん……ふー、はー、ふー、うっ』

『力を抜け、リア』

『ああ、おにいちゃん、痛いたい、痛いよぉ、でも……もっとリアをいっぱいに……』

　とまあ、これ以上詳くわしく書くと編へん集しゆう段階でカットされたり、児ポ法改正案成立のあかつきには摘てき発はつされたりしそうなのでやめときますが、要するに、剛士君とリアちゃんがお布団ふとんのなかでイロイロしている場面である。田中さんが妙みような声こわ色いろをつけて読みあげたため、嘘うそと知っていながらシレイラの頬ほおまで紅あかくなってしまうような内容だった。

「どうです？」読み終えた田中さんはたずねた。

「どうって……」パニックに陥おちいりそうになりながらシレイラは言葉を濁にごした。

「甘いんですよ。人間描びよう写しやが甘い。女性も書けていない」田中さん、書類をぽんっと放ほうり投げた。

「そんな……これは報ほう告こくどおりの……」

「そんなはずはない」田中さんは断だん定ていした。

「こんな80年代初期のエロ本みたいな場面、現実だとしたらできすぎ。ウソにしては盛もり上がりが足たりない。それにですね、小野寺君やリアだったら絶対に使わない言葉が記しるされている。小野寺君はもっと相手を気づかう人だし、リアは自分のことを『ボク』という。だいたい、考えてみたら小野寺君にロリ属ぞく性せいが皆かい無むだ！　彼はスフィアにベタ惚ぼれだと決まって……いや、そうに決まっているんだから、これが事実のはずはない！」

　最後の方でいいまちがえたのが伏ふく線せんじみているが、いきなりの絶ぜつ好こう調ちようである。

　シレイラちゃんは圧あつ倒とうされている。田中さんのノリ、じつはオタク兄ちゃんが調ちよう子しづいた時の典てん型けいにすぎないのだが、彼女にそれがわかるはずがない。日にち常じようの環かん境きようが環境であるだけに、自分以外に悪わるノリする人を知らず、また自分の悪ノリについて自じ覚かくなんぞしていないため、真まっ向こうストレートに衝しよう撃げきを受けていた。

　しかし衝撃はあくまでも衝撃。シレイラちゃんにはそれを上うわ回まわる負けん気があった。

（魔王ということか、くっ）

　なんて思ったりしつつも反はん撃げきの火ひ蓋ぶたを切った。

「……陛へい下かは人間や女性一いつ般ぱんについてよほどお詳しいのですね」

　あー、シレイラちゃん、それはいけない。イエローカード。ていうか、だめです、それ。

　人間描写が甘い、とか女性が書けていない、とかいう思し考こう停てい止し型キーワードを田中さんは決してその言葉の意味どおりに使ってるわけではないんです。ただ単にエラそうなことくっちゃべる時の大きなお友達御ご愛あい用ようの枕まくら詞ことばとして使っただけ。本気でそんなこと考えるほど彼もおバカではない。というか、他の表現を知らなかっただけ。そのあたりを理り解かいしてあげないと大変なことになります。

　というか、口にしてしまったので大変なことになった。田中さん、それまではちょっと遠えん慮りよしていたのに、ネットでツッコミをいれられた魂たましいが純じゆん粋すいすぎる人のごとく、ムキになってしまったのである。

「なぁるほどね。だけどねぇっ」

　頭にきた田中さん、うははな念ねん写しやをとりあげ、はっきりといった。

「つまりこれも全部ウソ。合ごう成せいだ。いったいなんのつもりかしらないけれど……シレイラ王女、僕をバカにするのはよしてください」

「な、なにをおっしゃるのですか」シレイラちゃん、懸けん命めいにとりつくろおうとした。

「これはあくまでも諜ちよう報ほう局きよくの報告で……兄が伏ふせているのに我が慢まんできずわたくしが……」

「そんなはずはありません」田中さん、自信満々で断言した。

「フェラールさんは、ありゃ、立りつ派ぱな王様ですよ。こんな汚きたない手を使うはずがない。そしてシレイラさん、あなたは王女様で、誰だれかの命めい令れいで動く立場でもない……そう、謎なぞはぜーんぶ解とけた！」

　田中さん、時代設せつ定てい的に読んだことも観みたこともないはずなのに、なぜか昔むかしのミステリ小説に良く似にた事件ばかり解かい決けつしているクソ生なま意い気きな高校生探たん偵ていっぽいセリフで叫さけんだ。かわいい子供のフリして他人のアラ探さがしばかりしている探偵の方にいかなかったのはショタ好きお姉ねえさん直ちよく撃げきの半ズボンをはいていなかったからであろう。

「つまり犯はん人にんはあなただ、王女！」

「くっ」

　シレイラは下した唇くちびるが白くかわるほど噛かんだ。

　──いやま、コミックの探偵ものだとここで真しん犯はん人にんの泣きがはいった自じ供きよう場面につづいておおむね自殺なんですが、シレイラちゃんは毎週のように殺人がおこり、合計すると年に１クラスは殺されてるんじゃないかと心配になるほどなのになぜか毎朝生徒が登とう校こうしてくる高校の暗い過か去こを持った生徒ではない。

　ある意味、涙なみだぼろぼろで自供→自殺より大変な反はん応のうを示しめした。

　決然と、みえない猫ねこの軍団を追おっ払ぱらわれたのである。

「なぁっにが、この、えらっそーに」

　椅い子すの背もたれによっかかり、どーんと脚あしを組む。ずぞぞぞ、と田中さんの淹いれたお茶をマズそうに飲んだ。まるで、某ぼう清せい純じゆん派はタレントの楽がく屋やにおける姿すがたをみるようであった。

「ロクでもない野や郎ろうのクセに、なにをくっちゃべってんのよ。ちょっと、お茶がぬるい！」

　シレイラちゃんの変へん貌ぼうに田中さんの勢いきおいは一撃で粉ふん砕さいされた。

「あ、うわ、あ、はい、すいません、い、淹れなおし……」

　青くなった田中さんはポットをとりあげる。手が震ふるえていた。もともとオな人だけあって、女性がみせるナマの反応には弱いのである。

「いらないわよ、あんたが淹れたお茶なんか。なんかクサいし」

　ふん、と鼻はな息いきをふいたシレイラは、床ゆかに落おちていた反ほ古ごをひろいあげた。

　失しつ敗ぱいした美び幼よう女じよの特とく殊しゆなデッサンである。ただし、ショートカット、巨きよ大だいな目、ちいさな唇、ぷっくりした胸むね、ふるるんのお尻しり、とまあ押さえるべきところはすべて押さえられているのは田中さんの才能であろう。

　もちろん、いまのシレイラにとっては侮ぶ蔑べつの対たい象しようでしかない。もともと性格が悪いことにくわえ、せっかく考えた計画が一撃で粉砕されちゃったりしたものだから、その言葉のキツさはハンパではなかった。

「なぁにぃ、これ？」

「…………」

　田中さん、だまってとりあげようとする。シレイラはすっと手をそらせ、紙をひらひらとさせた。

「なによ、こんな化ばけ物みたいなの現実に存在してるとおもってんの？　いい年して恥はずかしくない？　しんじらんなぁーい」

　そこまで口にしてシレイラちゃん、わざとらしく大きくうなずいた。

「あ、そーか？　もしかしてあんたアレ？　オタクってやつ？」

「か、関係ないだろ」

　反古を取り返すことをあきらめた田中さんは、腰こしをおろすとむっとした顔で自分のお茶を飲んだ。

　優ゆう位いを確かく保ほしたシレイラちゃん、調ちよう子しにのって責せめたてた。

「やっぱアレ？　現実の女の子が恐こわいとか、ちょっとは努力したことがあったけど全然相手にされなかったとか？　そんなのが魔王やってたんだから魔王軍が弱くてとーぜんよね」

「……クセに」

「なによ？　文もん句くあんならもっと大きな声でいいなさいよ！　そんなことだから捕ほ虜りよになんのよ！」

「自分で戦たたかってるんじゃないクセに」

　シレイラちゃん、痛いたいところを衝つかれて顔色をかえた。

「あんたなんかにはわかんない事情があんの！」

　田中さんもとうとう声を荒らげた。

「敵てき国こくの事情なんか知らないよ！」

「そんな無む責せき任にんなこといってるから負けるのよ！　魔王ならもっとそれらしくしなさいよ！　あ、でも無む理りか。あんたオだもんね、オのヒトだもんね！　さいってぇー！」

「だあああー、言うてはならんことを、この一人マルチタスク女！　しかし負けん、僕は負けんぞぉぉ」

「勝つも負けるもないわよ、だってオなんでしょう？　うちの兄あに貴きよりひどぉーい」

「うるさぁぁぁい！」

　田中さんは仁に王おう立だちになった（しかしあまり迫はく力りよくはない）。うちの兄貴よりひどい、という表現のもつ意味に気づかないまま裏うら返がえった声をはりあげる。

「オタクのなにがいけない！」

「あ、開き直ってるぅ、さいってぇー」

「違ちがう！　絶対に違う！　たしかに僕はオタクだ！　しかし、オタクであることを威い張ばったことなどない！　だから、他人から罵ののしられる覚おぼえはない！」

「ナニ言ってんのよ、えらっそーに」シレイラはふんと吐はき捨すてた。

「いくらエラそーにいってても、十人並なみの女の子がちょっと親しん切せつにしただけでコロッと態たい度ど変えるのよ、オなんてそのてーどの腐くされ野や郎ろうにきまってんのよ！」

「それは覚かく悟ごのない奴やつだ！　アニメ美少女がいいと口では言いながら、本当に女の子とつきあっている奴を心の奥おく底そこで妬ねたんでいるような意い気く地じなしだ！」

　田中さん、なぜかたちあがり、両腕をひろげた演えん説ぜつポーズで話している。心なしか声も銀ぎん河がで万ばん丈じような低さと太さに変わっていた。なんか、クセになっているらしい。

「…………なにいってんだか」

「ひとつだけ、ひとつだけ理り解かいしてくれ。僕は覚悟した。覚悟している。オタクである自分について！　だから、たとえ君きみのような美少女からバカにされても絶対に自分を貶おとしめはしない！　いや、むしろ君の想像力の欠けつ如じよを哀あわれむ！」

「あーん？」

　シレイラはカンフー映画の悪あく役やくのように顎あごを突つきだした。

「だから……」

「むふぅ」

　がっしりと腕うで組みし、顎を揉もむシレイラ。

　ぽん、と手をうった。

「そーか、アンタ、なんか好きなことをやるために、そこまで理り屈くつをつけないとだめなワケね？　つまり、恥はずかしいからでしょ？ くだらないとわかっているからなんでしょ？　……どんなに理屈こねたって、ただごまかしてるだけじゃない」

「だーかぁーらぁー」

　田中さんは髪かみの毛をかきむしった。

「なんでわかんないんだよ！　人はオタクとして生まれるのではない、オタクになるんだ！　それにだ、趣しゆ味みなんてのはもともと恥ずかしいものなんだよ！　僕をそこらへんの奴らと一いつ緒しよにしないでくれ！　僕は本当に好きなんだよ！　だから恥ずかしいんだ！」

「もしあんたの身長がいまの二割ましで筋きん肉にく隆りゆう々りゆうで美び男なん子しでナニも大きくてお勉強もできたらどうだったの？」

「君だって絨じゆう毯たん爆ばく撃げきうけたような顔に生まれて体重がいまの三倍あったら自分がどんな人生をおくってるか想像がつくか？」

　シレイラちゃん、絨毯爆撃という言葉はわからなかったものの、田中さんがいわんとした意味は理解し、即そく座ざにたちあがって怒ど鳴なった。

「そんなのわかるわけないじゃない！　ほらみなさいよ！　頭のてっぺんから爪つま先さきまで完かん璧ぺきじゃない、アタシ！　考える必要なんてないの！」

「それはそのとおりだけど、わかりもしないのにいったのかよ！　じゃあ、なにいわれても平気だね！　理解の及およばぬ他人からナニを言われても気にもならない。同時に死ぬほど恥ずかしい！　しかし僕は変わらない！　その道を選んでしまったからだ！　オタクであるからこそはじめて、いま僕はここにいるのだ！」

「あー、なにいい気になってんのよ！　アタシだって大変なんだから！　戦争大好きなのにそれを隠かくしてなきゃいけないんだからね！」

　ぐん、と胸むねを突つきだし、掴つかみかからんばかりの姿し勢せいでシレイラちゃんはわめいた。

「いい？　これまで魔王軍をボロ負けさせてきた作戦はぜーんぶアタシが考えたんだからね？　普ふ通つうの国だったらとっくに降こう伏ふくしてるぐらいに勝ってんのよ！　なのに、どうして魔王領だけは悪わるあがきすんのよ！　アンタみたいなオの字が魔王だったのに、それに……なんであのちんちくりんのぽんぽこぴーのオノデラゴウシに負けなきゃいけないのよ！」

「君の作戦だったのか？　それはすごい！　でも、無む駄だだ！　魔ま族ぞくと人ひと族ぞくが安心して暮くらせる国を守るのが魔王の仕事なんだから。魔王にはなってくれなかったけど、小野寺君だって同じさ」

「な、なによなによそれ、まるでアタシが悪あく役やくみたいじゃない」

「悪役なんだよ君は！」

「なにいってんのよ！　アタシはランバルトと兄あに貴きのこと考えてやってんだから正せい義ぎの味方なの！」

「僕だって異い世界からいきなり呼よばれたのに魔王の仕事はしてたから正義の味方だよ！」

　なんか、陰いん謀ぼうからオタク談だん義ぎ、んでもって自分にとっての戦争の意味づけへ、と話がズレまくっている。でもって二人ともその事実に気づいていない。それほど切せつ実じつな問題であり、お互たがいに譲ゆずれない本ほん音ねの話なのだ。田中さんは超ちようド級美少女相手に堂々と自じ己こ主しゆ張ちようしていることにすら気づいてないし、シレイラちゃんに至いたっては他人の前で生まれてはじめて見えない猫ねこの軍団なしでふるまっていることを忘れるほどエキサイトしている。

「ともかくアンタは魔王だから悪役なの！」



    

  
    
      「君だって美少女でお姫ひめ様さまのクセに戦争大好きなんだから悪役だよ！」

　ランバルトを秘ひ密みつの小こ部べ屋やから支配しているアブないお姫様と、魔王領を支配していたアレな魔王陛へい下かは真まっ正しよう面めんからにらみあった。

　最初に視し線せんをそらせたのは、美少女にみつめられることになれていない田中さんであった（美び幼よう女じよはもちろん別である）。

　つづいてシレイラがふん、と鼻はな息いきも荒く踵きびすを返した。

「アンタなんかこの部屋で死ぬまで変なメイド集めて遊んでればいいのよ！」

「それで結けつ構こう！　幸しあわせだね！　君の顔なんか二度とみたくない！」

　まあそういうわけにもいかないのだが、戦争大好き王女とオタク魔王の直接対決第一回戦は両者リングアウトでとりあえず痛いたみ分わけ、である。



「くっそぉぉぉぉぉ」

　どうにか態たい度どだけとりつくろい、西の尖せん塔とうを降おりたシレイラちゃん、周しゆう囲いに人目がないことに気づくとおっそろしい形ぎよう相そうで罵ののしった。

「なにか次の手を考えないと……だいたい、ミランが暗あん殺さつをあきらめちゃうからいけないのよ……でも、命めい令れいだけはだしてあるっていってたな」

　気分が落おち着ついてきた。うーむと腕うでを組む。

「ワルキュラには破は壊かい班はん員が何人いたっけ……ミランをいれて18人で、一人は連れん絡らく要員だから……16人。そんだけいれば暗殺成功しそうなもんだけどなー。してくんないかな、暗殺。んー、あー、もう」

　大きなお友達思わずズッキューンなポーズをとってシレイラはぽんぽんと頭を叩たたく。

「願がん望ぼうと現実の可能性を取り違ちがえちゃだめ、もう。いまは、来年の攻こう勢せい準じゆん備びに全力を注そそぐの！　補ほ給きゆう物ぶつ資しの集しゆう積せき状じよう況きようはどうかしら……あー、大たい軍ぐんを動どう員いんするとなると事前にごってり備び蓄ちくしなきゃならないから手て間まかかるわ、もう」

　シレイラはのしのしと歩いてゆく。すでに来年の問題に集中している頭ず脳のうは、願望としてはねのけた可能性が、いまこの瞬しゆん間かんにも起こりうることを考えてはいなかった。
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　ワルキュラ都とワルキュラ市大おお蜘ぐ蛛も町東坂下28─９。

　学生服に安物の──しかし実は強力な防ぼう御ぎよ魔法がかけられた天本で英世なマントという格かつ好こうで街まちにでた剛士の目もく的てき地ちはそこだ。魔ま王おう城じように設もうけられている秘ひ密みつの抜ぬけ道のひとつから外にでた彼は、スフィアただ一人を供ともに流しの無人タクシー・カーペットに偽ぎ装そうされた特製フライング・カーペットでそこに向かった……いや、その前に一度停とまり、土産みやげを買った。

　土産を手にカーペットへ戻もどれば、もはや初しよ冬とうの夕ゆう暮ぐれである。

　しかし街は精せい霊れいさんたちのおかげでどこか暖あたたかみのある空気に満たされており、この季き節せつにありがちな、なんか切せつないなぁー、とかなんとなく情なさけないなぁー、という気分に住民たちを落ちこませることはない感じだ。まあ、夕日をあびてはいるので、悪い子でもないかぎり、そろそろおうちに帰らなきゃ、という気分にはなる。

　家いえ路じを急ぐみんなの姿すがたが目に入る。

　片手にお土産のケーキをさげたスーツ姿のオーガ。校こう庭ていで遊びほうけていたのだろう、ランドセルを背せ負おったゴブリンと人族の子供が手をつなぎ、歩ほ道どうを急いでいた。角かどで手を離はなすとバイバイ、と手を振ふり、それぞれ自分の家に向け走ってゆく。スーパーからでてきたナイアの奥おくさんが両手に夕ゆう飯はんの食材がいっぱいにつまった袋ふくろを持っていた。

　すべてが、剛士にとって意味のあるものだった。

　種族が異ことなるという点をのぞけば剛士の見知っている日常となんらかわりのないもの。いや、彼が生まれ育った世界から汚よごれた部分をそぎ落とした、夢ゆめのような日常がここにはある。おそらく魔王領にはヤクザはいても麻ま薬やく密みつ売ばい組そ織しきは存在せず、ちょっと遊び好きの女の子はいても援えん助じよ交こう際さいなどありはしないのだ。ただここにあるものは、様さま々ざまな種族がおりなすちょっとした喜よろこびとほんの少しの悲しみにいろどられた日常……それだけだ。

　そのすべてに小野寺剛士はかかわりを持っている。

　かつて天あま抜ぬけで夕暮れの家路をとぼとぼと歩いていたころ、自分がなにを考えていたかを剛士は思いだしていた。

　嫌きらいだった。ロクなことを考えていなかった。

　まだ朝はいい。これから一日をどう過ごすかを考えられた。

　しかし帰り道は……たまらなく憂ゆう鬱うつになった。

　家に帰るのが嫌いやだったわけではない。両りよう親しんは理り解かいのある人だったし、無む闇やみに彼を叱しかることもなかった。とにかく、帰り道が嫌なだけだった。

　周しゆう囲いに存在するありふれた情じよう景けい、そのどこにも自分が所しよ属ぞくしていないと感じられたからだ。いまこの場で、自分がふっと消え去っても、誰だれも気づかない……

「……だから、突とつ然ぜん姿を消しても、怪かい談だん話のネタにすらなれなかった」

　初対面の時に田中さんが口にした言葉が頭をよぎった。

　あの時剛士はただムッとしただけだった。

　しかしいまならばわかる。

　腹がたったのは、自分も同じような思いを味わっていたからだ。そのことを認みとめたくなかったのだ。

　どこにも属さず、誰にも求もとめられていない自分。

　もちろん一いつ方ぽう的な見方である。剛士の両親は息子むすこを心の片かた隅すみに追いやったことなどなかった。いつも気き遣づかってくれた。彼は、堅けん実じつすぎる中ちゆう流りゆう家か庭ていである小野寺家に所属し、そのよい息子であることを求められていた。そしてそれが嫌ではなかった。

　しかし、満まん足ぞくもできなかった。

　帰り道で剛士は夢む想そうした。

　校こう舎しやをでる自分。群むれ歩く学生たちから超ちよう然ぜんと距きよ離りを保たもち、ゆったりと、自信に満ちた足取りで校門へと歩いてゆく。

　やがて生徒たちがざわめきだす。

　校門にはドアが六つもある黒塗ぬりの特とく注ちゆう高級車が停まっているのだ。

　高級車の脇わきには、制服を身につけた運転手と、ぴしりとしたスーツでキメた美女が立っている。

　生徒たちが戸と惑まどうなか、剛士ただ一人は歩あゆみ続け、高級車へ当然のように近づいてゆく。その時がきたとわかっているからだ。

　剛士を認みとめた美女はぱっと笑えみを浮うかべ、彼に駆かけ寄る。

「申し訳わけございません……とうとう、あなたのお力を必要とする時が参まいりました」

「覚かく悟ごしていたよ」

　剛士は微び笑しようとともに応じ、彼女に学生鞄かばんを手て渡わたす。そしてうやうやしい礼れいとともに運転手が開いたドアから車に乗りこみ、驚おどろく学生たちを尻しり目めに、彼らには決して手の届とどかない、なにか大きな目もく的てきのために選ばれた男としての一歩を踏ふみだす……

　妄もう想そうしている間はいつも楽しかった。自分の心が現実から離はなれ、自由になるからだ。

　しかし、夢からさめた瞬しゆん間かん、立っているのも嫌になるほどの嘘うそ寒さむさに身を震ふるわせるのもいつものことだった。両親以外、自分のことなど誰も待ち受けておらず、必要ともしていないことに気づき、それがどれほど幸しあわせなことかについては深く考えないまま、とぼとぼと家路をたどるのだ。

　だから……剛士は思った。

　あの時、飯いい田だたちが僕に目をつけたことは……むしろ救すくいではなかったのか。彼らは苛いじめのターゲットとして僕を必要とした。僕を必要とした。

　だから僕は、ありとあらゆる手を使って反はん撃げきした。

　彼らの期き待たいに応こたえてやったのだ。

　そうだ。僕は飯田たちとの時間を楽しんでいた。それが証しよう拠こに、連中への反撃を決意してから、帰り道で妄想をもてあそぶことなどなかったじゃないか……

　魔王領のすべてを背せ負おっているいまと同じように。

「剛士様」

　スフィアが呼よんでいた。肌はだがなまめかしさを感じるほど夕日に映はえている。

「あ……はい」

「まもなくです」

「早いね」

　剛士は周しゆう囲いをみまわした。流れてゆくのは普ふ通つうの住宅地だ。ま、瓦かわら屋や根ねや石造づくりやただの雑ぞう木き林ばやしにしかみえないのとか、いろいろ各種族向きの家が建たちならんでいるので、統とう一いつ感とかいうものはまったくありませんが。

「高級住じゆう宅たく街がいというわけじゃないんだ」

「引いん退たいなさったあと、そういったお住まいを望まれる陛へい下かはまずいらっしゃいません」

「そうなんだ」

　剛士はうなずいた。ひどく気のない返事である。

　スフィアは眉まゆをよせた。

　彼女はたいていの場合、剛士の態たい度どからその行動や意い図とを読み取ってしまうのだが、今回ばかりは驚おどろいている。彼がなにを考えて昔むかしの魔王をたずねるのか理由の見けん当とうがつかず、また剛士自身、なにも話さなかったからだ。

　しかし剛士にしてみれば当然のことなのである。

　この訪ほう問もんは、彼が誰だれにも……すくなくとも小野寺剛士の名を叫さけんで死んでくれる人々には相そう談だんできない、と思った事こと柄がらにかかわっている。

　戦争の原因である。

　アーシュラやリアを伴ともなわなかった本当の理由はそこにあった。

　本当はスフィアにもきてほしくはなかったのだ。

　が、剛士の立場になると、本当に一人きりになれることなど絶対にない。その点は諦あきらめた。彼女ならば理り解かいしてくれるだろう、という甘あまい期き待たいもあった。それに……本当に重要な部分は彼女に聞かせるつもりはない。スフィアを信用しないからではなく、魔王領の一員である彼女には辛つらすぎる内容になると予想しているからだった。

「そうだ、斉藤もと陛下に会ったことある？」剛士はごまかすようにたずねた。

「お会いしたことは、ございません。わたくしがそん……いえ、生まれる前に引退された御お方かたですので」

「本で読んだ限りだと、優やさしい人みたいだけど」

「ええ……そういう御方だとは、うかがっております」

　カーペットは精せい霊れいさんに任まかせきりの運転であるため、スフィアは剛士の横顔に注ちゆう目もくすることができた。夕焼けに染そまった丸い顔……小さな目、丸い鼻はな、赤あかん坊ぼうのような唇くちびる。そのどこにも、彼がなにを考えているのかうかがわせるものはない。

　しかし、なにかを考えていることは明らかだ。過ぎゆく街まちに視し線せんを向けながら、その瞳ひとみはトランスに陥おちいったようにうつろだからである。

　スフィアは戸と惑まどっていた。考えていることをまったく読めないなど、剛士と出会って以い来らいはじめてのことだった。

（まさか、なにか力が……）

　胸むねの奥おくにしこりのようなものを感じながら彼女は思った。

　もちろん考えすぎだ。剛士は街を目にして、天あま抜ぬけで過ごした時間のことを思いだし、いつのまにかそのことで頭がいっぱいになり……要するに逃とう避ひしているのである。スフィアがどれほど注意深く見つめても、なにも見つけられるはずがないのだ。

　ジャイアントスパイダー印じるしのロープなどを扱あつかう店や問とん屋やが並ならぶ大おお蜘ぐ蛛も交こう差さ点てんのひとつ手前の角かどを折おれて裏うら路ろ地じにはいったカーペットはスピードを落とした。

「見えました、あちらです」

　内心の戸惑いと不安を押おし隠かくしながらスフィアは指さした。

「うん」

　小野寺剛士の顔に表情が復ふつ活かつしていた。

　いつもの緊きん張ちよう、それにちょっとした不安ね、スフィアは即そく座ざに読みとった。

　でも……

　どうしてこんなに決意に満ちているのかしら。

　剛士の考えを読むことに集中していた彼女は、カーペットが何者かに尾び行こうされていることに気づいていなかった。
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　ワルキュラから離はなれ、たった一人で王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズと合ごう流りゆうした諜ちよう報ほう局きよく破は壊かい班はん員いん、シュリはこの付近だと伝つたえられていた部隊との合流予定地点から徐じよ々じよに範はん囲いをひろげ、半日ほどで彼らとの合流を果はたした。

　彼女を目にして、指し揮き官かんは驚おどろいたようだった。



「君きみが諜報局の連れん絡らく要員かね。名前は」ナサニア・ゴローズは優やさしい声でたずねた。彼の部隊はいつもどおり、上じよう空くうからも決して見つかることのない森の奥に隠かくれていた。

「はい、男だん爵しやく様。シュリとお呼よびください」

　黒くろ装しよう束ぞくに身を包つつんだシュリは片かた膝ひざをついた姿し勢せいで答え、ゴローズを見上げた。

　若い。いや、というよりは幼おさないというべきか……彼女の整った顔を目の当りにしたゴローズは思った。

「ゴローズと呼んで欲ほしい。その方が楽ならば、隊長でもいい。年はいくつだ」

「……なにか、関係があるのでしょうか、隊長」

「答えなさい」

「……14です」

「そうか」

　ゴローズはうなずいた。

「隊長」

　ゴローズが妙みような話をはじめたことに驚いたマヤが口を挟はさんだ。

「なんだ、騎き士しウラム」ゴローズの声は厳きびしかった。

「まず、彼女の得えている情じよう報ほうを確かく認にんされるべきだと思いますが」

「そうか……そうだな」

　ゴローズは我われに返ったようにうなずき、シュリに魔王軍の状じよう況きようをたずねた。成せい果かはほとんどなかった。シュリは重要な情報を教えられておらず、また、魔王軍の意味ありげな活動を目もく撃げきしてもいなかったのである。

「申しわけございません」

「いや、いい。注ちゆう目もくすべき活動がない、とわかっただけでも意味がある」

　詫わびるシュリにゴローズはいった。安あん堵どしたような声だ。

「このあとの任にん務むは与あたえられているのか」

「隊長の部隊の道案内をつとめることだけです」

「その必要はない。事前に調ちよう査さしてある」

「では、ワルキュラへ戻もどり、仲間と合流いたします」

「だめだ。それはいけない」

　ゴローズの声は大きかった。

「しばらく行動を共ともにするのだ。いいね」

「はっ」

　部下に整ととのえさせた場所でシュリが眠ねむりについたあとでマヤがたずねた。

「隊長」

「いわないでいい。わかっている、騎士ウラム」

「……失しつ礼れいいたしました」

「あの娘は14だといった」

「はい」

「人を殺したことはない、とも」

「ええ……はい」

「私が初めて人の命を奪うばったのは13歳さいだった。いくらなんでも早すぎた、自分でもそう思う。そして……君にも殺人を犯おかさせてきた」

「…………」

　マヤは暗い陰かげになっているゴローズの横顔を見つめた。

「いつか、話してくださいますか？」

「なにをだ」

「隊長が話すべきだと思われたことを──すべての戦たたかいの意味を」

「話せるようなものであるのならばね」

　ゴローズは苦く笑しようを浮うかべていた。

「一時間後に行動を再開するよ、騎士ウラム」

「はい。魔王領の懐ふところ深ふかくへ、ですか？」

「命めい令れいではそうなっている」

　今度は人の悪い笑えみだった。

「しかしだな、騎士ウラム。私はすこしばかり不安になっている」

「わたしがお手て伝つだいできる不安でしょうか」

「もちろんだ。君がいなくては始まらない」

　ゴローズはマヤをまっすぐに見つめていた。マヤは他た愛あいなくも頬ほおを赤らめた。

「これまで、我われ々われは……私と君は、部下を率ひきい、かなりうまくやってきた。だからウルリスに消されようとしている。あんな子供まで押おしつけられてね。ここまではいいか？」

「はい」

「ならば後は簡かん単たんな話だ」

　ゴローズは傍かたわらにある木の幹みきをとんとんと叩たたいた。

「魔王軍がウルリスと同じことを考えない保ほ証しようはない、私にはそう思えてならないのだ」



　　　　５



　サイナが上じよう司しからうけた命めい令れいは対たい象しようの監かん視しが第一だった。

　といっても、警けい戒かいが強まった魔ま王おう城じよう内にはいりこむことはまず不可能で、ここしばらくは一いつ般ぱん的な軍の動きや、市内のようすなどについての報ほう告こくを送るしかなかった。

　彼を見つけたのはまったくの偶ぐう然ぜんだった。

　信じられなかった。なぜいまごろ。たった一人だけをともなって外出などするのか、わけがわからない。

　わかっていたのは、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会ということだけだ。

　上司からうけたもうひとつの命令を実行するチャンスだった。

　サイナと相あい棒ぼうは尾び行こうをつづけ、監視対象がとある家にはいったことを確たしかめた。相棒はすぐに走り去った。30分もしないうちに、ワルキュラに潜せん入にゆうした仲間たち全員が集まってくることだろう。



　カーペットをおりる。斉藤もと陛へい下か（メンドくさくなってきたので以下『斉藤さん』）の御ご自宅つーか隠いん居きよ所じよつーかは、門から玄げん関かんまで少し距きよ離りがあることをのぞけば、かつて魔王領を統とう治ちした御お方かたの家とはおもえない慎つつましさだった。

　周しゆう囲いは板いた塀べいがわりにエボタの植うえこみ。簡単な造つくりの門。瓦かわら屋や根ね。広いとはいえない庭にわには植木と小さな池。お家はまあ六間けんほどしかなさそうな平ひら屋や。海関係の名前ばっかしの一家が日曜午後６時30分から約30分ほど大おお昔むかしから住みつづけていそうな、懐なつかしの純じゆん和わ風ふう住宅というやつである。

「ごめんくださーい」

　門で立ちどまった剛士は呼よびかけた。左手の包つつみは途と中ちゆうでカーペットをとめた時に求めた手て土産みやげだ。スフィアにたずね、ワルキュラでも知られた和わ菓が子しの名めい店てんでトロル風酒さか蒸むし饅まん頭じゆう詰つめ合わせを買ったのである。

　返事はない。

　敷しき石いしを踏ふんで擦すりガラスのはまった入り口に立ち、もういちど呼びかける。

「ごめんくだ……」

「はーい」

　とんとんと足音が響ひびき、小学生ぐらいの女の子が顔をだした。いかにもエルフぅ、という整ととのった顔立ちと、とんがった耳の持ち主である。しかし、全体の印いん象しようは丸っこく、髪かみと目は黒かった。彼はなぜか小さい頃ころに引ひっ越こしていった近所のさっちゃんをおもいだした。

「あの、こちらは斉藤さんのお宅でしょうか」剛士はたずねた。

「そうです」

「僕、天あま抜ぬけ高校二年の小野寺っていいます。こちらは斉藤もと陛下のお宅でしょうか？」

「あ、お父とうさんのお客さんですか？　縁えん側がわにいますから、そっち、庭へまわってください。おとーさぁーん、お客さん、天抜の小野寺さんだって」

　剛士とスフィアは斉藤さんの娘むすめに教えられたほうへ歩き、庭へ顔をだした。

　縁側で盆ぼん栽さいをながめていたどてら姿すがたの男がこちらを向く。穏おだやかだか、ぱっとしない見かけ。まちがいなく日本人。斉藤さんその人だ。現実の年ねん齢れいはともかく、40代の初めぐらいにみえた。

「天抜の小野寺さんとおっしゃると……あの、小野寺さんですかな。それにしてもお若い。ああ、そちらのお嬢じようさんは？」

「えと、突とつ然ぜんおじゃましてすいません。小野寺剛士です。いま、総そう帥すいやってます。あの、17です。こっちは」

「剛士様にお仕つかえしております、スフィアと申します、斉藤様」

「こちらこそ……スフィアさん、あなたはよい方に仕えておられる。小野寺さんの活かつ躍やくは魔王領にとって喜よろこばしいことです」

「あのこれ、つまらないものですが」

　剛士は土産をさしだした。年齢に似に合あわずこんなことを思いつけたのは、はじめてのお宅にお邪じや魔まする時は手土産を忘れてはいけない、と教えてくれた御ご両りよう親しんのおかげだった。とはいいつつも、事前に連れん絡らくすらいれてないところがいかにもボケてはいるが、ま、そういう人なので。

「お若いのに似合わず、御ご丁てい寧ねいなことだ……ほう、ワルキュラ鳴めい雪せつ堂どうの」包み紙をみた斉藤さんはにっこりした。訪たずねてもよいかどうか確たしかめなかったドジについてツっこむ気はさらさらないらしい。大人おとななのだ。それにまあ……もと魔王と現総帥、いまの魔王領でどちらが偉えらいかとなれば後こう者しやである。断ことわろうとして断れるものでもない。

「これは、ありがたい」

「あの、本にこれがお好きだと」

「はは……京きよう子この書いた本をね。いまごろ読まれる方がおられるとはおもわなかった。いまでも好きですよ。17歳では、あなたにはおすすめできないが」

　斉藤さんは楽しげだった。ワルキュラ鳴雪堂のトロル風酒さか蒸むし饅まん頭じゆうは、秘ひ伝でんの精せい霊れい契けい約やくでアルコールをつぶ餡あんのなかにためこんだ大人のお菓子なのだ。一口食べるだけでスコッチ・ウィスキーをグラスでストレート呑のみした状じよう態たいになる。ただし、しっとりと仕し上あがった薄うす皮かわと甘あまさを抑おさえた餡、そしてとどめにひろがる芳ほう醇じゆんなアルコールの香かおりと舌したにひろがる抑えた甘みのバランスは絶ぜつ妙みようである。

「京子は……ああ、アリュナ・マカダムは買い物にでかけているのでたいしたおもてなしもできないが……おーい、あっちゃん」

　斉藤・アリュナ・マカダム・京子はその名のとおり斉藤さんのこちらにきてからの奥おくさんだ。斉藤さんが魔王として即そく位いした時、彼女はその相そう談だん役やくとしてつけられた。種族はハイエルフ。知性の高さと美び貌ぼうの素す晴ばらしさで名高い人だった。

「なに、父さん」さきほどの女の子が顔をだした。

「お茶となにかもっておいで。三人分だよ」

「うん」

「うんじゃないよ、お客さんの前で」

「あ、はーい」

　女の子はぺろりと舌をだし、ぱたぱたとスリッパの音をたてながら駆かけていった。

「礼れい儀ぎ知らずでもうしわけありませんな、末すえの娘むすめです。なにしろまだたったの59歳で」

　通された応おう接せつ間まは八畳じようしかなかった。畳たたみの上に絨じゆう毯たんが敷しかれ、いい具ぐ合あいに使い古されたソファが置かれている。あっちゃんと呼よばれた末娘がとったらしいマジック・ピアノの免めん状じようなどが額がくにかけられている。壁かべから、滝たきにたたずむエルフを描かいた水すい墨ぼく画ががさげられていた。

　種族としてはハーフエルフということになるのだろう娘さん、あっちゃんがもってきてくれたお茶は魔王領で一いつ般ぱん的てきなマネフ茶ではなく、緑りよく茶ちやだった。

　剛士と斉藤さんはしばらく天あま抜ぬけの話をした。斉藤さんは１９５０年代にブラントラントへとばされたので、街まちの様よう子すについてあまり話があわなかった。

　二人がああそれは、とうなずきあったのは、斉藤さんの時代から建たて替かえられていない天抜駅えき（斉藤さんにとっては国こく鉄てつで、剛士にとってはもちろんＪＲの）、そのすぐ隣となりにあるさらにボロい定てい食しよく屋やのことだった。

　驚おどろくべきことに、斉藤さんの時代に『おばちゃん』だった人が、剛士の時代に『おばあちゃん』として店を切り回していたことがわかった。二人はあの人こそブラントラントに呼んでこの世界の料理を改かい革かくしてもらうべきだ、という点で意見が一いつ致ちした。

　剛士はすぐにでも本題にはいりたかったが、斉藤さんはまだ雑ざつ談だんをつづけたがった。

　結局彼は太たい平へい洋よう戦争中、食べ物がなくて辛つらいおもいをしたことを昨日きのうのできごとのように語った。すでに30代だったというのに、日本が戦争に負けようとしていた昭和20年──１９４５年、軍隊に召しよう集しゆうされてたいへんな目にあったことも。

「天抜の御家族は」剛士はなんという気もなしにたずねた。

　もと魔王陛へい下かは笑い皺じわの刻きざまれた目め尻じりをかすかに痙けい攣れんさせ、静かにこたえた。

「両親はすでに……ええ、妻つまと二人の娘だけでした。ですので、わたしが軍隊にひっぱられると決まったあと、妻の実じつ家かにいかせたのです」

　奥さんの実家は広島市内にあった。

　１９４５年８月６日。アメリカ陸軍航こう空くう隊たい所しよ属ぞくのＢ29重じゆう爆ばく撃げき機き『エノラ・ゲイ』号が爆ばく発はつ威い力りよく20キロトンの原げん子し爆ばく弾だん……ニックネーム『リトル・ボーイちびつこ』を広島市に投とう下かし、街まちを一いつ瞬しゆんで壊かい滅めつさせた時も二人はその街にいた。奥さんの実家は、爆心地グランド・ゼロからわずか５００メートルほどしか離はなれていなかった。

　だから、天抜神じん社じやでわたしが消えても、誰だれも心配する者はいなかったのです、と斉藤さんは語った。

　歴史としてしか知らない知ち識しきが現実の痛いたみになっている人にはじめて出会った剛士がどうとりつくろってよいものかとまどっていると、斉藤さんは彼の家族についてたずねてくれた。もと魔王陛下が本当に大人おとなであることがわかった剛士はうらやましくなった。自分もこんな風になれるだろうか……

　剛士が自分の家族について口にすると、御両親は心配なさっておられるでしょうと斉藤さんは案じてくれた。

　斉藤さんが居い住ずまいをただしたのはお茶のお代かわりが注つがれたあとである。

「それで、ご用件は？　わたしも田中君にあとをおまかせしてから、とんと現げん世せにはうとくなりましたからね」

「はい、あの」

　剛士は申しわけなさそうにいった。隣となりに座すわっているスフィアが鞄かばんから取りだした書しよ類るいをうけとり、付ふ箋せん紙しをはりつけていたページを開こうとする。緊きん張ちようした短い指ではうまくいかなかったのをみてスフィアが手助けした。

　そんな二人の様よう子すをみて、斉藤さんはちらりと微笑ほほえんだ。

「えと、そういえばなんとお呼よびしたら」剛士はたずねた。そういえばこれまで斉藤さんの名を口にしていなかったことに気づいた。

「斉藤、で結けつ構こうですよ。もと陛へい下か、は聞き飽あきましたからね」

「はい、斉藤さん……で、あの、魔王をやってらしたころ、御ご専せん門もんはえーと」

「国こく土どの開発です」斉藤さんは先回りし、カタカナ言葉を用もちいずに自分の得とく意い技わざを口にした。

「小野寺さんもそうだとおもいますが……自分に、そのような能力があったと知った時は本当に驚おどろきました。天抜では新しん聞ぶん販はん売ばい店てんのオヤジだったのですから」

「はい」剛士はうなずいた。新聞販売店のオヤジさんが、どのようにしてここまでの物もの腰ごしを身につけたのか不ふ思し議ぎに感じ……なに考えてんだ、と自分を罵ののしった。

　斉藤さんは天抜よりも魔王領で過ごした時間のほうがはるかに長いのだ。そしてその中には陛下と呼ばれた長い時間がある。新しい家族を得えた時間も。この人はブラントラントで新たな自分を手にいれたのに違ちがいない。

　あの田中さんだって、全然得意じゃなかった戦争で、魔王としてこれ以上はないほどの態たい度どを示しめせたじゃないか。

「それで……あの、斉藤さんの時代におこなわれたセントール開発計画……とくに、ランバルトと共きよう同どうで試こころみた……」

　斉藤さんの顔がくもった。

「あのことですか……しかし、昔むかしのことだ。それも……田中君の代になってあれほど悲ひ惨さんな事件がおこり、すべてが消し去られた。なぜいまごろになって？　あなたが戦たたかっている戦争に役立ちますかな？」

「直接は、関係ありません」剛士は正しよう直じきにこたえた。スフィアが不ぶ作さ法ほうなほどまっすぐ斉藤さんをみつめているのがわかった。

「あの……どう説明したらいいのか……すいません。こんな風に話するの、性格なんです」

「性格？」斉藤さんは目を丸くし、そして笑った。

　剛士は書類をめくりながら話した。

「当時はランバルトとの緊張緩かん和わがもっとも進んだ時代で……共同入にゆう植しよく地ちはお互たがいの領りよう土ど問題をその……」

「発はつ展てん的解かい消しよう。わたしとマナフ二世はそういっていました、小野寺さん。実際に何度か顔をあわせ、酒も酌くみ交かわした。酔ようと、じつに気持ちのよい人物だったな」

「あ、はい。それで、そのセントール領りよう有ゆう問題についての発展的解消をはかる第一歩として村がつくられた。住民は双そう方ほうから半数ずつ、合計１００家族」

「ああ」斉藤さんは遠い目をし、うなずいた。「そう、そうだった。素す晴ばらしい案に思えたのです。あのころは」

「僕も、そう思います」

　剛士は気き弱よわな表情を浮かべた。鼓こ動どうが痛いたいほど大きくなっていた。

「でも、納なつ得とくできないこともあります」

「ほう？」

「その……奥さんが書かれた本には述のべられていなかったことなんですが……あの、当時の記き録ろくをみていると……」

「どうぞ」

「おかしいとおもいました」

「おかしい？」

「あの計画は、どう考えてもうまくいくはずがありません」剛士は断だん言げんした。斉藤さんだけでなく、スフィアまでが自分をみつめているのがわかった。

　その理由について考えないまま剛士は続ける。

「当時の記録……あなたの御言葉や報ほう道どうの記録は、そこで、人ひと族ぞくと魔ま族ぞくが仲良く暮くらしている様よう子すをつたえています」

「それが目もく的てきだった。実際、予想もしないほどうまくいっていた」

「……ええ、なんですが」

「なにがいいたいのかね？」

　斉藤さんの声は険けわしくなっていた。

「うまくいきすぎです。人族と魔族が仲良く暮らす……」

「それが目的だった。素晴らしいことのはずです」

「はい、そうなんですけど……それはつまり、魔王領と同じ、ということですよね」剛士は顔をあげた。

「魔王領と同じ？」斉藤さんは窓まどから庭にわをながめていた。

「……そうかもしれないな」

「かもしれない、ではないはずです」剛士の声からは迷まよいが消えていた。

「魔族と人族が仲良く暮らす村。共同入にゆう植しよく地ちといいつつ、事実上、これは魔王領そのものです。つまり……」

　剛士は冷さめてしまったお茶で喉のどをうるおした。

「人族絶ぜつ対たい思し想そうの根強いランバルトにとっては、なんの利り益えきもないはずなんです。魔族と人族が仲良く暮らす村が、いざという時、どちらの味み方かたになるのか、僕にでも想像できます」

「戦争を避さけられる、という利益がある。わたしは戦争が嫌きらいだ。あんなにひどいものはない。だから、もう二度とごめんだ、と思っていた……いや、決意していた」

　斉藤さんは独ひとり言ごとのようにしゃべっていた。

「ええ、あの……ですが、当時の条じよう約やくによれば、共同入植地は段階的に拡かく大だいされることになっていました。そうですよね？　やがてはセントール平へい野やすべてを共同入植地化するという構こう想そうもあった」

「そう、そのとおり」

「だから、おかしいんです」

　剛士は断だん定ていした。

「事実上それは、セントール平野の魔王領化とかわりがない。戦争の回かい避ひとセントールからあがる利益の一部をうけとるかわりに事実上、セントールをあきらめる……ランバルトがいつまでもそんなことを許ゆるしておくはずがないんです」

「小野寺さん……」

「ですから僕はおもいます。あの、これは第一の仮か説せつです」剛士は斉藤さんを無む視ししていた。

「共同入植地の建けん設せつは、魔王領によるセントールの計画的侵しん略りやく計画にほかなりません。つまり、この戦争をしかけたのは魔王領側、いえ、あなたなのです、斉藤さん」



　扉とびらが閉まった。すでに二つの陽ひは落ちていた。

　人ひと影かげが、家の主あるじらしい男と子供に送られて外にでた。二人だ。

　主はよほど機き嫌げんが悪いようだった。すぐに引っこんでしまった。女の子がかわりにちょこん、と頭をさげ、扉をがらがらと閉じた。

　サイナは妹いもうとのことを思いだしながら、手のひらに隠かくせるほど小さな暗殺剣カフイーリアの感かん触しよくを確たしかめた。

　仲間たちがさりげない様よう子すで集まってくるのがわかる。

　もうすぐだ。

　道へふみだした瞬しゆん間かんが、その時だ。



「お怒いかりでしたね」

　門にむけて歩きながらスフィアがいった。今夜の月は三つだ。

「うん」

　剛士の声は小さい。顔は、白い。

「なぜあのようなことを？　引いん退たいした陛へい下かの責せき任にんをどうこうしても」

「そんなことじゃないよ」

　彼の声はあいかわらず小さかった。

　だが、発音はしっかりしている。

「知る必要があるとおもったんだ。僕は」

「なんのためにですか」

　剛士はなにかいいかけてやめ、スフィアの顔をみた。

「そういえば、スフィアも熱ねつ心しんだったね……斉藤さんをにらんでるみたいだった」

「そんなことは……」

　スフィアは顔をそむける。

「そういえば、ここにくる時、“〝生まれる”〟って口にする前に別の言葉をいいかけたよね？　なんていおうとしたの？」

「間ま違ちがえただけです」

　二人は門を抜ぬけた。

「そうかな」剛士が納なつ得とくできないようにつぶやいた時、木々と浅あさ黄ぎ色いろの髪かみをやさしくそよがせていた秋風が、ぱたりとやんだ。



　あらわれた。あのちいさな丸い人ひと影かげ。魔ま王おう領りよう総そう帥すい。憎にくむべき敵てき。サイナと仲間たちは一いつ斉せいに行動を開始した。彼女たちのうけていたもうひとつの任にん務むを果はたすために。

　もうひとつの任務とは、暗あん殺さつである。
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　ざわり、とブラント樅もみの枝えだが揺ゆれ、黒い影が跳はねた。

　弾だん丸がんのように、こちらへむかってくる。

「スフィ……」

　剛士は反はん射しや的にスフィアを庇かばおうとした。

　しかし……

　彼が手をのばした時、彼女の姿すがたは消え失うせていた。

　襲おそいかかってくる影に劣おとらない速度で跳ね飛んでいたのである。

　なんの前まえ触ぶれもない、突とつ然ぜんのリアクション。

　飛ひ距きよ離りは10メートルを超こえていた。

　常じよう人じんに可能な技わざではない。

　空中で二つの影がクロスする。

　ぐっ、とうめき声が響ひびき、一いつ方ぽうが地に激げき突とつした。ごきり、と嫌いやな音がする。頸けい椎ついが折おれたのだ。

　なんの変へん哲てつもないワンピース。長い髪かみ。散さん歩ぽでもしていたようにみえる若い女だ。

　しかし、その手にはぎらつくものが握にぎられていた。暗殺剣カフイーリア。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて着ちやく地ちしたスフィアは地面に叩たたきつけた女から暗殺剣を奪うばい、剛士のかたわらへ戻もどる。

　彼の前にぐっと両足を開いて立ち、暗殺剣を顔の前で構かまえ、一いつ喝かつした。

「どなたかは存じません！　しかし、お覚かく悟ごなさい！　剛士様の敵はわたくしの敵！　容よう赦しやいたしませんっ」

　もちろん無む駄だだった。

　襲しゆう撃げき者しやたちはむしろ、攻こう撃げきの勢いきおいを強めた。

　あらたな影が一いつ斉せいに飛びだした。

　全周からの同時攻撃だ。一いつ挙きよにたたみかけ、防ぼう御ぎよを破やぶろうとしている。

　しかしスフィアは冷れい静せい極きわまりない。敵の動きを目や耳以外のなにかで即そく座ざに判断する。

　剛士は彼女のつぶやきと気き合あいを聞き取った。

「襲撃者数15……脅きよう威い方向確かく認にん……そこぉっ」

　鈴すずが鳴なる。

　いくつもの月げつ光こうを反射した刃やいばがきらめいた。

　空中に鮮せん血けつが飛び散る。

　濡ぬれた音。

　胴どうから切り離はなされた首が転ころがったのだ。

　スフィアの動きはとまらない。

　いや、ますますスピードをあげて襲撃者を迎げい撃げきする。

　鈴の音ね。

　身を翻ひるがえして一いつ閃せん。

　鈴の音。

　さらに一閃。

　鈴の音。

　動きに切れ目のない三動作。

　たちまちのうちに、五つの死体が叩きつけられる。

　剛士は硬こう直ちよくしたまま、月光の下で舞まう彼女をみつめていた。



　魔ま王おう領りよう総そう帥すいの傍かたわらにいた女は異い常じような戦せん闘とう力をもっていた。

　まずリルがやられ、暗殺剣カフイーリアを奪うばわれた。

　しかしサイナたちは恐おそれなかった。最初の一人がやられることは計算済ずみだ。リルも、その危き険けんを承しよう知ちしていた。

　注意を引きつけるのが、リルの役目だった。

　そのあいだに他の15人で取り囲かこみ、一斉に襲おそいかかる。

　守れるはずがなかった。

　だが、サイナが目にしたものは信じられない光景だった。

　暗殺剣を奪った女は子犬をまもる母犬のように叫さけぶと、的てき確かくな、あまりにも的確な動きでサイナたちを迎むかえ撃うったのである。

　信じられない。月光のもとで女は恐ろしい素す早ばやさで剣をふるった。

　ネシアが頸けい動どう脈みやくを切せつ断だんされ、インゲがほっそりした腕うでの一閃で頭を後うしろむきにされた。

　ギューンが喉のどを裂さかれ、ヌミアが頭を砕くだかれ、ケーナが心しん臓ぞうをえぐられた。

　魔ま族ぞくだ。サイナは確かく信しんした。

　そうはみえないが、そうに決まっている。

　ヴァンパイアよりも強力だ。

　自分も、殺されるかもしれない。

　しかし、誰だれかは成功するだろう。

　本当はもう二人いるはずだった。リーダーのミラン、それに王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズとの連れん絡らく要員を命じられたシュリ。

　その二人……特にミランがこの場にいたならば、絶対に成功するはずだ。

　しかしミランはいない。サイナはそのことを残ざん念ねんには思えなかった。ミランが、シュリを連絡要員に選んでくれたからだ。

　全員揃そろっていたなら、暗殺は確かく実じつに成功したはず。

　しかし、シュリ、まだまだ未み熟じゆくなわたしの妹もあの怪かい物ぶつのような少女に殺されていたかもしれない。

　だから、いいのだ。

　かわりにわたしが働けばいい。

　あの男を殺せばいい。

　そのあとで逃にげ出せばいい。

　そしてウルリスへ戻もどり、褒ほう美びをもらう。ミランに頼たのんでこの仕事から足を洗い、故こ郷きように帰る。父と母、幼おさない弟たちにいっぱいのお土産みやげを手にして。

　そうなればいい。

　サイナはそう願った。願いながら魔王領総そう帥すいをめざした。自分とシュリを温あたたかく出で迎むかえてくれる家族の声が聞こえたような気がした。



　鈴すずの音ねが鳴なるたび、新たな死体が生産された。

　スフィアは全身に返り血をあびている。血に染そまった天あま抜ぬけ高校女子制服。月光のもとで凄せい惨さんな殺さつ戮りくをくりひろげる美少女。

　剛士は呆ぼう然ぜんとしていた。

　いまのいままで、彼女がこれほどの力を備そなえているとは思ってもみなかったのだ。

　確たしかに第二次じセントール会戦の時、大おお鎌がまを軽かる々がると手にしてはいた。

　しかし、なぜか、形だけだと思いこんでいたのだ。

　優やさしい美少女と、血なまぐさい戦たたかいをひとつのものとして考えたことはなかったのである。

「んっ」

　唐とう突とつに、胃いから酸すっぱいものがこみあげてくる。

　恐きよう怖ふのもたらした金かな臭くさい臭においで、肺はいがいっぱいになる。

　そして剛士は見た。

　スフィアの倒たおした襲しゆ撃げき者しやの一人──おそらく12人目に殺された者が、彼に顔をむけて倒れたのである。

　月明かりに照てらされていたのは、自分とさほど違ちがわない年とし頃ごろの、少女だった。

　もう我が慢まんできない。

「うぐっ、うっ」

　胃から駆かけ上のぼったものが喉のどを焼き、口から噴ふん出しゆつする。

　膝ひざから力が抜ぬけた。

　小野寺剛士は自分が吐はきだしたものの上にうずくまった。



　魔王領総そう帥すいが膝を折おった。傷きずを負おったのではない。吐いているのだ。

　情なさけない男。自分の定さだめもうけいれられず、ただ、俗ぞく人じんのような肉体の反はん応のうに身を任まかせているなんて。

　サイナは軽けい蔑べつを抱いだきつつ突つき進んだ。

　エリヤとシーサを殺した女が、唸うなりをあげながら魔王領総帥に襲いかかる。

　残っているのはサイナもふくめてあと三人だ。



「剛士様！」

　スフィアは剛士の異い常じようを見み逃のがさなかった。

　しかしその直後、身をひるがえした。

　襲撃者……いや、暗あん殺さつ者しやはまだ三人残っている。

　彼女は剣をふるい、うち二人をほぼ同時に斬ざん殺さつした。

　しかし残る一人は、鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよをくぐりぬけ、剛士へ襲おそいかかっていたのである。

　このままでは防ふせげない。

　即そく座ざにそうわかった。

　スフィアは滑すべるように跳はねた。同時に、跳ちよう躍やく距きよ離りとスピードを増ますため、刀かたなをためらいもなく捨すてる。

　剛士に向けて刃やいばがぎらついたその瞬しゆん間かん、スフィアの肉体は刃と彼のあいだに滑りこんでいた。

　スフィアは右腕うでで剛士をかばい、左手で暗殺者の剣を握にぎる手を打つ。

　それで、勝しよう負ぶはついた。



　ショックのあまり朦もう朧ろうとした剛士の意い識しきが、スフィアとは違う女の声をとらえた。

「……き、貴き様さま……仲間をみんな……シュリ！」

　鈴すずの音ね。

　そしてあざけるような声。

「甘あまくてよ、あなた」

　ごきり、と骨ほねの折れる音がひびく。

　鈴の音が聞こえた。

　突とつ然ぜん、頬ほおを叩たたかれる。

　剛士は瞼まぶたをあけた。

　スフィアがのぞきこんでいた。

　瞳ひとみが酔よったようにうるんでいる。

「剛士様！　剛士様！　お怪け我がはありませんか？」

　彼女は自分の吐きだしたものに汚よごれた剛士をしっかりと抱だいていた。

「スフィア……」

　ぼんやりとこたえた直後、冷れい水すいを浴あびせられたように意識が回復する。身をおこし、たずねた。

「いったいこれは……どうして君きみは……」

「ランバルトの暗殺者です」

　彼に怪我がないことのわかったスフィアの態たい度どはいつもどおりだ。

　そう、いつもどおり。

　血に濡ぬれた天あま抜ぬけ高校女子制服に包つつまれた可か憐れんな肢し体たい。

　返り血に彩いろどられた美び貌ぼう。

　いつもの笑え顔がお。

　血まみれた彼女の姿すがたは、すべてを忘れさせるほど美しかった。



　どうにか身を起こした剛士は、一いつ瞬しゆんにして大量殺人の現場となった路ろ地じをみわたした。

　なにも感じない。感かん覚かくが麻ま痺ひしている。ただ、頭の一部だけが冷れい静せいに作動していた。すぐに誰だれかを呼よんで、後あと始し末まつをさせなければ、と思いつく。

「スフィア、アーシュラと……セシエにすぐ連れん絡らくして。とりあえずアーシュラに」

　あらあらしく戸が開けられ、斉藤さんが彼を呼んだ。

「小野寺さん！　無ぶ事じか！」

　夜よ目めにもあきらかなほど顔色が変わっていた。手には剣が素人しろうとくさく握にぎられている。隠かくれていたわけではない。物音を聞きつけ、まさに押おっ取とり刀がたなで飛びだしてきたのである。襲しゆう撃げきと、スフィアの反はん撃げきが、常じよう人じんの反はん応のう速度をはるかに超こえたレベルで戦たたかわれたため、なにもかもが後ればせになっただけだ。

「これは……ひどい」

　斉藤さんは路上をみまわし、周しゆう囲いに人ひと影かげがないことを知って安あん堵どの息をもらす。それからようやく剛士とスフィアをかわるがわるにみた。



    

  
    
      「怪我は？」案ずる、というより事実を確かく認にんするような声だった。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ＰＪＳで連絡をとっているスフィアの声がきこえた。

『……そう、急いで。ええ、暗殺者は全ぜん滅めつ。剛士様にお怪我はありません。念のため、親衛ケルベロス一個中隊と、それから現場検けん証しようのために……』

「だめだ、スフィア」

　剛士はきっぱりと制止した。いつのまにか、彼の周囲を精せい霊れいたちが取り巻きはじめていた。あのいやらしい高こう速そく怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろが、身の危き険けんにさらされたことで瞬間的に全力運転を開始しているのだ。

「ですが、剛士様」

「ねえ」剛士は彼女と目をあわせずにたずねた。

「さっき、君は最後の一人を殺すまえになにか話したよね」

　スフィアは青ざめた。

「え……はい」

　しかし剛士がたずねたのは彼女がもっともおそれた言葉についてではなかった。

「たしか、“〝仲間をみんな”〟といっていた。僕にはそうきこえた」

「あ、そうです。たしかにそう口にしました──生け捕どるべきでした」

　哀あわれをさそうほどしょげているスフィアに剛士はいった。

「いや、いいんだ。捕らえて……仮かりに拷ごう問もんとかにかけたとしても、なにも喋しやべらなかったと思うから。いいんだ。いいんだよ──ありがとう、スフィア」

　なによりも自分を納なつ得とくさせようとしているような声だ。そのことに自分でも気づいてしまったのが嫌いやだったのか、彼はことさらに事じ務む的な態たい度どで彼女に命めいじた。

「ちょっとＰＪＳ貸かして」

　彼はＰＪＳを持っていない。天抜高校でだって携けい帯たい電話をもっていない少数派の最さい右う翼よくだった。嫌きらいなのだ。自分を容よう赦しやなく社会に拘こう束そくする機き械かいだとしか思えないからだった。おなじ理由から、時と計けいも嫌いだ。

「小野寺です」



　驚おどろいている血まみれの美少女から秘話精霊契約スクランブル・ジンナイズをほどこしたＰＪＳをうけとった剛士はいった。

　なにもきこえない。

「あの、剛士様」スフィアがすまなそうに教えた。

「向きが逆です」

「あ」

　彼はダーククリスタル製のボディへ契けい約やく精霊に“〝お願い”〟するための窓まどがつけられたＰＪＳを持ち替かえた。自分から話しかける必要はなかった。相手は大声をだしていた。

『閣かつ下か！　閣下ですか？　ご無ぶ事じなのですね？　ですからわたしもお供ともすると』

　アーシュラだった。取り乱みだしている、といってよいほどの声だ。

　剛士はその声を耳にして奇き妙みようなほど嬉うれしくなり、つとめて明るい声で応じた。

「いい、全部済すんだから。ともかく二人とも無事だよ。ほかにも怪け我が人にんはない」

　横目で斉藤さんを確たしかめる。怯おびえたように扉とびらから顔をのぞかせているあっちゃんに、そこにいろと身み振ぶりでしめしていた。

　落おち着つきをとりもどしている。とても、天抜では新しん聞ぶん屋やのオヤジさんだったとは思えない。それも、ブラントラントで過ごした時間のおかげなのだろうか。喜よろこぶべき変化なのだろうか。

　しかし剛士も他ひ人と様さまのことをいっていられる状じよう態たいではなかった。

「いいかい、いうよ？」アーシュラに話しかけながら、彼は周しゆう囲いの惨さん状じようを観かん察さつしなおしている。声は、普ふ段だんより落ち着いているほどである。といっても……平然と受け入れているからではない。感情よりも、やるべきことについて脳のうが考えたがっているからだった。

「スフィアの指し示じはすべて取り消す。ケルベロスなんか来させてはだめだ。周しゆう辺へんの警けい戒かいに、軍ぐん服ぷくを着きてない誰だれか……そうだ、もう夜だから特殊吸血鬼戦隊ＳＶＳの一個小隊をだして。それから死体の回かい収しゆうと現場をきれいにするのに、専門家を派は遣けんしてほしい。セシエに相そう談だんしたらいいのかな」

『了りよう解かいいたしました。自分も参まいります』剛士のきっぱりした口く調ちようへ応ずるように、アーシュラの返へん答とうも完全な軍隊調になっていた。

「うん、ともかく、話が漏もれないように。それから急いで。いい？　ＭＮＮになんか絶対気づかれちゃだめだよ。必要なら事じ故こかなにか起こったことにして道路を通行止めにして、襲しゆう撃げきのあとを完全に消してほしい。なにも起こらなかったことにしたいんだ」

『ランバルトによる暗あん殺さつ未み遂すいだというのはあきらかです、むしろ発表して……』

「いや、いいんだ。発表の時期は僕が選ぶから。ともかくいったとおりにして、いいね？」

　剛士は返事も待たずにＰＪＳを切った。しばらく地面に転ころがる何体もの死体を眺ながめていたが、突とつ然ぜんのように目をそらせ、斉藤さんにたずねた。

「こうした場面に、慣なれてるみたいですね？」

「それほどでもないですよ」剣を鞘さやにおさめながら斉藤さんは応じた。

「前に、ごらんになったことがあるのでは？」

「わたしの時代にも、緊きん張ちよう緩かん和わがもたらされるまでは、小こ競ぜり合いのような戦たたかいはあった。わたしも魔王でしたからね。あなたと同じように、戦せん場じようへおもむいたこともあります」

「では、教えていただけますね？」

　剛士の言葉に斉藤さんは沈ちん黙もくし……うなずいた。

「いいでしょう、小野寺さん」スフィアのひどいありさまに気づいた彼は自分の家を示しめした。

「スフィアさん、あなたも着き替がえたほうがよかろう。妻つまの服で、なにか着られるものがあるはずです」

　小野寺剛士は自分の命をまもった美少女に、あとからはいってきてスフィア、それから子供に姿すがたを見られるんじゃないよ、とクギをさした。故こ郷きようの法律では、自分もまだ子供として扱あつかわれる年ねん齢れいであることをまったく忘れ去った態たい度どだった。

　むろん虚きよ勢せいにすぎない。本当は自分のためだった。

　小野寺剛士は、血まみれたスフィアの姿にこれ以上魅み了りようされることに耐たえられなくなっていたのである。



　……空から黒ずくめの戦せん闘とう服ふくに身をつつんだ異い形ぎようの女たちが次々と舞まい降おりた。コウモリにそっくりの翼つばさをたたむと、斉藤さんの家を取り囲かこむ。油ゆ断だんなく周しゆう囲いを警けい戒かいした。

　門前では防ぼう水すいシートがひろげられ、おそるべき技わざで切せつ断だんされ、粉ふん砕さいされた女たちの死体が手て際ぎわよく包つつみこまれた。

「16人です……全員死し亡ぼう。見み事ごとな技です。まさか、総そう帥すい閣かつ下かが？」

「そんなはずはない。閣下はこうしたことがお得とく意いではない」

「では」

「ああ、スフィアだ。わたしも彼女がこれほど剛ごうの者だとは知らなかった。カミラ、わたしは閣下のおそばにつく。あとは頼たのんだ」

「はい、アーシュラ様」

　最後の暗あん殺さつ者しや、首をあっさりと折おられて死んだ娘むすめの身体からだが持ちあげられた。彼女の名がサイナといったこと、シュリという妹がいることなどＳＶＳのヴァンピレラたちが知るはずもない。

　だが、いいのだ。彼女たちは戦争を戦たたかっている。それはただ憎にくむべき敵てき、卑ひ怯きようきわまりない暗殺者の忌いむべき死体であり、誰に知られることもない場所に埋うめられ、朽くち果はてる運うん命めいであることを知っているだけで充じゆう分ぶんなのだ。彼女たちは残ざん酷こくなのではない。

　戦争がそれを求めているのである。



　　　　７



　鈴すずの音ね。



　闇やみの中でどろどろとしたものがうねっている。

　闇よりさらに深く忌まわしい色をしていた。

　血の紅あかだ。

　粘ねばったものがうねる音。たぷり、とぷりと波なみ打うち、重たく冷たい飛沫しぶきをあげる。

　飛沫をかきわけるようにして人ひと影かげが生じた。ほっそりとしているが、胸むねと腰こしは豊ゆたかな少女の裸ら身しん。髪かみは浅あさ黄ぎ色いろ。

　低い声が呼よびかける。

『それが定さだめだ』

　全ぜん裸らの少女は硬かたく瞼まぶたを閉じている。なにも見たくないように。なにも知りたくないように。

『後あと戻もどりはできぬ。残された時間は決して多くはない……』

　少女はなおも反はん応のうを拒こばんでいたが、やがて、あきらめたように口を開いた。

「いつまで続けたら良いのですか……このようなことを……」

　低い声が笑った。

『いつまでも……いつまでも…………』

「でも、過あやまちを犯おかしたのは……」少女が抗あらがう。

『愚おろか者たち、すべての愚か者たちがそれを招まねいた……われらの責せき任にんではない……そしてわれらは再ふたたび世界を失うしなうわけにはいかぬ……』

「しかしここはもうこの地に生まれし者たちの……そしてかの地も」

　どろどろとしたものが激はげしく波打った。雷らい鳴めいのような声が轟とどろく。

『この世はわれらのもの！　すべてはわれらのものだ！　おまえは従したがい、務つとめを果はたすのだ！』

　少女の全身が反そり返り、整ととのった顔立ちが苦く悶もんにゆがむ。

　声はとどめを刺さすように付け加える。

『それだけがわれらが生き残る方法であることを忘れるな！』

「うっ……くっ……あああっ」

　スフィアははねおきた。

　一人だけの部へ屋や。誰だれもこない部屋。魔ま王おう城じよう内にある彼女の部屋だ。

　泳ぐようにベッドからたちあがる。

　光こう源げんがあるようにはみえないのに、彼女の完全な、いや、完全すぎる裸身は闇から浮うきあがっていた。

　姿すがた見みにうつる自分をしばらくのあいだみつめ……つぶやく。

「こんなものに何の意味が……」

　ふっくらとした下した唇くちびるを白くなるほど噛かみしめる。

　皮ひ膚ふが裂さけ、血がにじんだ。

　舌したでなめとった。

　自分が命あるものだと確たしかめるように。

　すっと顔をあげる。

　闇やみの一点をみつめていた。

「剛士様……」

　彼女は素す早ばやく衣い装しようをととのえた。



　鈴の音。



　まだ、鼻はなの奥おくに血の臭においがこびりついてる気がした。

　そうでありながら、ほんの数時間前のことだとはおもえない。

「あー、くそっ」

　小野寺剛士は鼻の穴あなに指をつっこみ、ぐりぐりとまわした。

　彼がいるのはあの「蒼そう天てんの塔とう」、以前にスフィアとうれしはずかしになってしまったあの場所である。場面の使い回しとかではない。あのうれしい記き憶おくがあるものだから、彼にとってお気に入りの場所になってしまったのだ。

　しかし、もう寒い。

　風も強かった。

　普ふ段だんならばたとえ大おお嵐あらしであってもそれほどの風は吹ふかない。風の精せい霊れいと契けい約やくして、領りよう民みんの住じゆう居きよ付近の風を弱めている（ほっといてくれ、という本人の希望があれば別だが）。しかし今夜は違ちがった。

　公式には、精霊へ「お願い」の上じよう手ずな魔ま導どう士したちが研けん究きゆう会かいかなんかで大だい魔ま海かい沿えん岸がんの有名な温おん泉せん地ち、アハディにでかけているから、と発表されている。

　真まっ赤かなウソだ。

　軍がかたっぱしから精霊と契約しているからである。

　アーシュラはすでに動きだしていた。小野寺剛士の命めい令れいで進められている戦たたかいの準じゆん備びをととのえるため、すべての軍組そ織しきを活動させている。精霊もその影えい響きようを被こうむっていたのである。通信には使えないとしても、他ほかにいくらでも用がある。

　この世の楽らく園えんじみた魔王領でも、戦争は日常を着ちやく実じつに壊こわしてゆくのである。

「戦争かぁ。戦争ねぇ」

　剛士はバカのようにつぶやいた。斉藤さんと話したことで、いくらか心しん境きように変化が生じている。

　しかしそれよりもいま彼を考えこませているのは、戦争によって自分の日常も変化をきたしたことであった。

　そう、スフィア。

　なにをどう考えてよいのかわからない。

　もちろんわかっていることもある。

　スフィアは僕を守るために戦たたかった。

　しかし。

　数時間前、繰くり広げられた光景が脳のう裏りをよぎる。

　暗くら闇やみから襲おそいかかってきた暗あん殺さつ者しやたち。

　冷れい静せいに、どこまでも冷静に、彼らを迎むかえ撃うったスフィア。

　容よう赦しやなく、あまりにも容赦なく敵てきの首をはね、胴どうを叩たたききった。

　蚊かをたたきつぶすほどのためらいもみせずに、殺した。殺した。殺した。

　自分と年のかわらないだろう少女たちを。

　わからない。わからなかった。

　スフィアはいつも優やさしかった。この世界に放ほうりだされ、初めてあったその時から。全ぜん裸らで目め覚ざめた彼を受け入れ、励はげまし、剛士様と呼よんでくれた。

　優しくたおやかな美少女。

　自分の、手て前まえ勝がつ手てな想像の中にすら存在しなかった、完かん璧ぺきな存在。

　それがスフィアだった。小野寺剛士にとってのスフィアだった。彼がそうあれと望んだスフィアだった。

　しかし彼女は、彼が望んだ以上に完璧だった。

　命を狙ねらうものが出しゆつ現げんした瞬しゆん間かん、スイッチが切り替かわったように完璧なキリング・マシーンへと変へん貌ぼうした。

　暗殺者たちを容赦なく殺さつ戮りくした。

　剛士を救すくうため、みずからの身を挺ていした。

　理由はわかっている。なにがいけないかといえば、あんな場所で腰こしを抜ぬかした自分がいけないのだ。

　だが、納なつ得とくはできない。

　あれは剛士が望んでいたスフィアの姿すがたではなかった。

　彼女にはどこまでも花のようであって欲ほしかった。人殺しなどもってのほかだし、自分を救うために命を投げ出して欲しくなどなかった。むしろそれは自分の役割であるはずだった。とても口にはだせないが、好きな女の子のためであればどんなことでもできる、どんな罪つみでも犯おかせるだけの勇気が欲しい。小野寺剛士はすべての野や郎ろうどもと同じく、そう願っていた。

　スフィアに庇われるなんて、彼の幻想の中には存在しなかった。

　月をみあげた。時間が遅おそくなったため、空にあるものはただひとつ欠かけながら輝かがやいている〈夢ゆめノ月〉だけだ。

　スフィアは、危き険けんに身をさらすことで、自分に対してなにを求めたのだろうと剛士は思った。

　やはり、僕が戦争に勝つことだろうか。

　ただ、それだけなのだろうか。

　そのためならば、なんでもするということだろうか。

「つまり……」

　剛士の頭が割われそうに痛いたんだ。彼の危険な高こう速そく怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろは自分を例外にしない。『敵てき』を認にん識しきしたとたん、全力でその弱じやく点てんをみつけだし、責せめ立てようとする。

　いまも同じだ。考えたくないこと、思いつきたくないことが次々と浮うかんでくる。

　──僕が、どんな人間であり、男であるなんて関係ないってことだ。

　──僕が、はじめて会ったあの時から……ということも。

　──僕は人間でなくてもいい。ただ、使える道具であればいい。戦争に勝つための道具。そのメンテナンスのために彼女はいる。

　そうとしか考えられない。

　笑いだしたくなった。もし彼女がメカニックなのだとするなら、大変な仕事だな、と思ったのである。

　すべての思し考こうをたちきるような音が耳をくすぐった。

　鈴すずの音ね。

　スフィアが立っていた。

　剛士は後うしろをみなかった。

「……お邪じや魔までしょうか」

「いや、そ、そんなことないよ」

　あわてたせいで甲かん高だかくなってしまった声が真しん実じつを告つげていた。

「失しつ礼れいしました」

　鈴の音が遠ざかりかけた。

　あわてて剛士はふりかえり、精せい一いつ杯ぱいの声で呼よびかけた。

「いいんだってば、それから……」

「それから？」完かん璧ぺきすぎる美少女がみつめる。

「もう一度いうよ」

「はい」

「今日きようは、ありがとう」

「……わたくしの役目です」

「やっぱり、それだけ？」

「剛士様がそうお求もとめになるのならば」

「それじゃ嫌いやだ、といったら？」

　スフィアは微笑ほほえんだ。これほど哀かなしげな微び笑しようはみたことがなかった。

「……心からお仕つかえさせていただきます」

「いや、だから」

　違ちがうんだ、といいたかった。自分が知りたいのはそういうことではない。なんというか、その、君きみがどう思っているかなんだ。

　もちろん口にだせるはずがない。

　おまえ、いい気になるのもいい加か減げんにしろ。

　彼女がそこにいてくれるだけで生まれてこのかたはじめての天国じゃないか。

　これ以上、なにをもとめるんだ。

　ツッコミをいれすぎて、すべてを台だい無なしにしてしまうつもりか。

　これ以上いらんことをいうの、反対。

　……すべて、自分の中の自分たちが自分会議総会を開かい催さいしてまとめた意見書の一部だ。

　スフィアの微笑に翳かげりがくわわった。

「なんでしょうか」

　泣きだしそうにみえた。

「あ、あのののさ、ともかくさ、アレ、ほら、あの」

「剛士様？」

　小野寺剛士は完全にパニックへ陥おちいっている。経けい験けん者しやのみなさまに申しあげるならば、異い性せいにさよならとかお友達でいましょうとかいわれた直後のあの心しん境きように近い。

「教えて、くれないかな」

「なにをでしょうか」

　小野寺剛士はおもってもみない言葉を口にした。

「なんで戦たたかえたのか」

　スフィアの目が見開かれた。かわいらしい舌した先さきが唇くちびるをさっと撫なで、消えた。

　優やさしい声が教えてくれた。

「……からです」

「え？」

　剛士は歩あゆみ寄った。

「お願い、なんだって？」

　スフィアは身をすくめ、息を吸すいこみ、今度ははっきりといった。

「戦いたかったのです……剛士様のために」

「あ」

　はあ、と息がもれた。

　一いつ瞬しゆん後、性能がいいんだか悪いんだかよくわからない心しん臓ぞうがオーバーロード運転に突とつ入にゆうする。

　なんかもしかして、僕、ものすごいこといわれたんじゃないのか。

　魔ま王おう領りようのひとまぞくたちが、僕のインタビュー観みて軍隊に志し願がんしたのと同じこと。

　いや、それよりさらにものすごいこと。

　好きよ好きよ大好きよといわれるより嬉うれしいこと。

　スフィアは僕のために生き、僕のために死ぬといってくれたのだ。

　小野寺剛士の名を唱となえ、魔王領ではなく、小野寺剛士のために死ぬ、と。

　その理由はわからないけれども。

「……御ご迷めい惑わくでしょうか」

「まさか」

　剛士は笑え顔がおを強ごう引いんにつくりあげた。よくわからないが脳のう内ない麻ま薬やくがあふれだしており、妙みように気分がいい。ただもう同じ言葉を繰くりかえした。

「まさかまさかまさか」

　懸けん命めいに我が慢まんしていたが、耐たえきれず、バカのように笑み崩くずれてしまう。

　スフィアの瞳ひとみに生気がよみがえった。二人が話しだしたのは同時だった。

「あ、あの、剛士様」

「あ、あの、スフィア」

　沈ちん黙もくがあり……どちらともなく笑いだす。

「あ、あの、剛士様からお先に」

「あ、あの、スフィアから」

　再ふたたび沈黙。今度は爆ばく笑しようになった。何度も抑おさえこもうとしてそのたびに失しつ敗ぱいし、我慢しきれずに吹ふきだしてしまう。あのパーティの晩のように、いつのまにか寄り添そうようになって笑い続けた。

　笑い疲つかれて座すわりこんだのは剛士が先だった。塔とうの胸きよう壁へきにもたれ、息を整ととのえる。

　スフィアはごく自然な動作で隣となりに腰こしを下おろした。

　冷たくなった夜風と笑っているあいだに噴ふきだした汗あせで冷え始めた肌はだが、彼女の体温を感じ取る。

「いやあのさ」

　剛士は意い図と的に身体からだをはなしながらたずねた。大だい脳のうの一部はそのまあ、このままゴーゴー、と主しゆ張ちようしているのだが、別の一部、ことに高こう速そく怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろの炉ろ心しんである前ぜん頭とう葉ようが反対論をぶっている。

　手順がたりない、なにかがわかっていない、と。

「ああいうとき」自分の性格、根こん性じようの無なさをもうはっきりと呪のろいながら剛士はいった。

「ああいうとき？」

「突とつ然ぜん襲おそわれたとき」

「……はい」スフィアの表情がふたたびかげった。

「いやそういうことじゃなくて」ばかぁ、こんな話もちだしたら元のもくあみじゃないか、と自分を叱しかりつつ剛士はいいつくろった。

「どういうことでしょう」

「だから」

「……だから？」

　どうしてよいかわからなくなった剛士は反はん射しや的てきに行動を起こしていた。スフィアの手を握にぎり、引き寄せたのである。

「あ」

　ちりん、涼すずやかな音とともに柔やわらかな身体が倒たおれかかってくる。

「あ、ごめん、ともかくさ……そういうことじゃないんだ」

　なんか彼の人生的には大変なことをしているのだが、いまの剛士はスフィアを再び落ちこませないことだけで懸けん命めいである。

「わかり……ました。どうぞ」

　スフィアは応じ、剛士の胸むねに頬ほおを押おしつけた。ふうっ、と吐と息いきを漏もらし、瞼まぶたを閉じる。唇くちびるが悲しみと喜よろこびの間を往おう復ふくしていた。

「あの、どうしたら一番手て際ぎわよくいけるのかな」

「……具体的に、ですか？」

「いや、考え方でいいよ」

「相手の動きを読みます」

「うん」

「そして、相手の力を利用して、自分の力にします」

「それだけ？」

「あとは決して油ゆ断だんしないこと。失しつ敗ぱいの可能性をつねに考えること。失敗した時は、即そく座ざに新たな決断をくだすこと。絶対にためらわないこと……それだけです」

　小野寺剛士はうなずいた。そして……

「うわっ、あれ、これっ」

　と大声をあげた。

「どうされました？」

　身体を起こしたスフィアが顔をあげ、のぞきこんできた。ほっそりした首が柔やわらかくしなっていた。

「いやあのあのあの、そのこのこんな」

　剛士はあわてふためいている。自分がエライことをしていたのにようやく気づいたのである。

「剛士様？」

「ご、ごごごめんススフィア。こ、こんなことするつもりじゃなかったんだけどあのそのあののいや、あは、あはははは」

　彼は完全に混こん乱らんしていた。そりゃそうでしょう。世界地図で南太平洋にエロマンガ島（海かい没ぼつ）という地名を発見し、はたまたベネルクス三国付近にスケヴェニンゲンなどという街まちをみつけた時にはしっかりニヤリとしてしまうぐらい健けん康こうでありつついまいちその種の度ど胸きように欠かける男子としてはそうなるしかない。

「……もう」

　スフィアは呆あきれたようにつぶやき、剛士の腕うでをしっかりと捕とらえ、両腕で胸に抱かかえこんだ。

「謝あやまる必要はありません」

「で、でも」

　スフィアは抱えた剛士の腕をぎゅっと胸に押しつけてきた。うわっ、剛士君くん的にはこれもう致ち死し量りよう。

「よろしいですか？」

「は、はいっ、なんかいいです、すごくいいです」

「そういうことじゃありません」

「あ、あの」

「……気づいてくださいませんか」

「いやあのなに考えてるか自分でもわかんなくて」

「……鈍にぶいんだから」

　スフィアは腕を離はなした。思い切って顔を寄せ、剛士の唇くちびるに自分の唇で触ふれてやる。

「…………」

「……おわかりに……剛士様？」

　頬ほおを染そめて剛士を見つめたスフィアはあんぐりと口を開けた。

　ぽかん、とした剛士君の鼻はなから、血が垂たれていたのである。

「あ、剛士様、ほら、顔をあげて」

「あ、ん」

　スフィアは大おお慌あわてで彼の首の後うしろを叩たたきながらティッシュを取りだし、片手だけで器き用ように丸めると鼻に詰つめてやった。

　その後は一ひと騒そう動どうである。頭に血がのぼりすぎた剛士を助けて私し室しつに送り届とどけなければいけないわ、すわ大事件かと飛んできたアーシュラはあきれかえるやら怒おこるやらなぜか不ふ機き嫌げんになるやらだわ、リアちゃんはズゥと一いつ緒しよにぶっとんでくるわ、誰だれかが警けい報ほうを発はつ令れいしたおかげで城しろ中じゆうたたき起こされるわ、タトゥラ・シャナン軍ぐん医い長ちようはシースルーのネグリジェ姿すがたのままスライム衛えい生せい兵へい一個小隊率ひきいて突とつ撃げきしてくるわ、ともかく急いで氷こおり枕まくらを用意する必要はあるわで、ようやく落おち着ついた時には、おお、なんか三巻目にしてはじめて男女の実用性を持った絡からみへ突とつ入にゆうか、と思われた雰ふん囲い気きは跡あと形かたもなく消え去っていた。やはり剛士君、哀かなしいほどに経けい験けん値ちが不ふ足そくしていたし、もはやただボケたりラブコメったりしていられるような立場ではなくなっていたということである。

　しかしだ。ナニでアレでなんだが、彼とスフィアの二人にとっては悪い夜ではなかった。一歩前進という感じでストーリー的にも……というのはおいといて、知ち恵え熱ねつだした子供みたいな状じよう態たいの魔ま王おう領りよう総そう帥すい閣かつ下かはともかく、スフィアにとっては特にそうだった。

　彼女は唇くちびるを生まれてはじめて他人に与あたえ、その結果といえば最悪という感じではあった。こればかりは認みとめざるをえない事実である。

　そうでありながら、気分は最高だった。

　これまで覚おぼえたことがないほど心が弾はずんでいた。

　……再ふたたび、鈴すずがひとりでに鳴なり始めるまでは。
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「いや、お見み事ごとです……田中さん」

　10月18日、ウルリス王おう城じようは〈孤こ影えいの間ま〉を訪おとずれていたランバルト国王、いやさフェラール兄にいちゃんは感に堪たえぬ、という溜ため息いきとともに原げん稿こうから顔をあげた。瞳ひとみには夢ゆめ見るような光とともに、真まっ正しよう直じきな尊そん敬けいの色が浮うかんでいた。

「あ、いや、そうですか。いやあ、フェラールさんの紹しよう介かいしてくれた作家さんたちのおかげですよ」

　田中さん（とりあえず魔王、捕ほ虜りよ）は謙けん遜そんした。

　しかし小こ鼻ばなは正直にひくひくしている。

「ここまで素す晴ばらしい芸術表現が存在しうるとは……無む知ちを恥はじます。まさに神ならぬ身であることを思い知ったようですらあります」

　フェラール兄ちゃんが目を落としているのはもちろんアレ、田中さんが同どう人じん作さつ家か化したロリでろりでペドなメイド軍団を動どう員いんして描かせたお耽たん美び作品の一つである。同人らしくわずかに６ページしかないが、内容はそのまあ、コ○ケであれば絶対にチェックを通らないだろうアレであった。まずは秋あき葉ば専せん門もん店てん専せん用よう、一年経たてばま○だらけでガラスケース中置き確かく実じつ、おまけにネットオークションじゃどれだけ値ねがはりあがるかわかんない、ってぐらいの濃のう厚こうさである。そちらの道については実じつ戦せん経けい験けん豊ほう富ふなフェラール兄ちゃんすら思わずウズウズさせてしまうほどであった。

「すべて……このように高度な作品ばかりなのですか」

「いやはは。そりゃね。大だい丈じよう夫ぶ。実はそれなんかヌルい方で。まだ完成まで時間がかかりますけど、リーマン系けいとか、双ふた子ご総そう受うけとか……なんか自分でいっててよくわかんないですけど、もっと凄すごいのも。ほら、こないだ紹介していただいたキリムとアウシャなんかいきなり合がつ作さくはじめちゃったりして、32ページでいく、なんていってくれてますし」

　田中さんは調ちよう子しよく語った。まったくよどみがない。気分的には同人作家というより同人編へん集しゆうゴロのレベルへすでに到とう達たつしておられるらしい。同人編集ゴロが人間として正しい姿すがたなのかどうかはともかく、やはり、才能である。

「それは素晴らしい……完成が待ち遠しいです」

　フェラール兄ちゃんは名残なごり惜おしそうに原稿を田中さんへ返した。

「田中さんの作品は、いかがですか」

「ちょっと遅おくれ気ぎ味みですけど、ジュラたちが背はい景けいとメカを手て伝つだってくれてるもんで、なんとか予定どおり」

　その結果、ロリロリでぽよぽよでほわんほわんのメイドさんたちがこの世の地じ獄ごくを味わっている事実をパスしながら田中さん答えた。つーか、そんな認にん識しき、この人にはないのである。初めて味わう同人製作の楽しさに酔よっているからであった。

「となると完成はやはり12月……？」

「ええ、なんとか間まに合わせます、あの、印いん刷さつ所じよの手て配はいの方は」

　心配そうにたずねた田中さんにフェラール兄ちゃん、頼たのもしげに応じられた。

「すでに王おう立りつ印刷局に命めいじ、専用の輪りん転てん機きを準じゆん備びさせてあります。調ちよう整せいに当たる技ぎ師しと魔ま導どう士しも10名ほど辞じ令れいに署しよ名めいしました」

「よしっ」

　ガッツポーズをとる田中さん。フェラール兄ちゃんも深くうなずく。属ぞく性せいは大おお違ちがいだが、なんか思いっきりいいコンビである。戦せん場じようでお互たがいの力を尻しり、じゃなくて知り……まあ誤ご解かいしあっている仲、それも王様という立場は同じで……いまのところ衝しよう突とつする個人的な利り害がいが全然ないため、実にいいお友達なのであった。

「失しつ礼れいいたします……」

　国王陛へい下かの御ご来らい駕がとあってはなにもしないわけにはいかないので、田中さんが泣く泣くメイドさんの仕事をしてねとお願いしたジュラがお茶をテーブルに置いた。うーん、しかし見かけはかなりイケなくなっている。以前よりもさらに水みず気けが失うせた感じだ。メイド服だけは気を使って整ととのえたようだが、なんか似に合あわない。絵のセンスが上じよう昇しようするのに合わせ、ファッションのセンスが奥深い場所で悪化しているらしい。

「そういえば……」

　万が一にも原げん稿こうを汚よごさぬよう、テーブルから離はなれた場所でカップを手にした田中さんはたずねた。

「あっちせんそうの方はどうなってます？　小野寺君、ちゃんとやってますか？」

「やはり、気になりますか」

　礼れい儀ぎ正しくカップとソーサー手に田中さんへ続いたフェラール兄ちゃんは表情をうかがった。

「いえね、小野寺君なら心配ないと思うんですけど」

「はは」

　フェラール兄ちゃんは笑った。

「そこまで後こう継けい者しやを信しん頼らいできるとは……うらやましい話ですね」

「魔ま王おう領りようって、そんな感じですから」

「わたしはあなたの友情をかちえたいと望んでいますが……詳くわしいことはお話しできません。お互たがい、立場がありますからね」

「ええ。それ、わかります」

　あ、なんかト○ノ台詞せりふみたいだとか思いながら田中さんはうなずいた。

「申しわけない。しかし……努力はしておられるようです」

「良かった」田中さんはにっこりした。本当に嬉うれしそうだ。

　フェラール兄ちゃん、ナニな意味でないところで親したしくなったはじめての同性の友人をみて下した唇くちびるを噛かみ、さりげなくいった。

「確たしかこの部へ屋やにはスピリットビューワーがありましたね？　そろそろニュースの時間ですよ」

「あ、そうか」

　田中さんはどたどたと歩き、部屋の隅すみで汚れたＴシャツやトランクスに埋うまっていたビューワーを掘ほり起こすとスイッチを入れた。早口でお願いする。

「視みせて、視せて、ＭＮＮ」

　ぶぅーん、と低い音が響ひびき、水すい晶しよう球きゆうがちらちらしたあと、カラーの画像があらわれた。フェラール兄ちゃんはほぉ、と小さく漏もらした。ランバルトでスピリットビューワーの画像をカラー化できるのはよほどの大だい魔ま導どう士しだけなのだ。といっても田中さんに魔力があると考えるのは早そう計けいである。要するに彼は疑うたがったり無む理りしたりしないだけのことであるからだ。精せい霊れいさんたちはデフォルトでそんな感じの人を好このみ、サービスしてくれたりしちゃうのである。

　田中さんは水晶球に集中していた。画面に顔をだしているのは中島ワティアである。

『……といわれています。冬を控ひかえたこの時期になぜ魔王軍が大だい規き模ぼな演えん習しゆうを実じつ施しするかについては様さま々ざまな推すい測そくがなされています。第二次じセントール会戦で大だい損そん害がいを被こうむった軍の士し気き回復、あるいは戦時国こく債さいの市し場じよう操そう作さ……このまま攻こう勢せいを開始するのではないか、という見方すらあります。しかし、その可能性はないでしょう。小野寺総そう帥すいは将しよう兵へいに無む理りな要求をださない人物という定てい評ひようがあり、先日のインタビューでも明らかになったように、その若さに似に合あわないほど慎しん重ちような人物でもあるからです。冬とう季き大演習の情じよう報ほうを受けてランバルト軍の一部が厳げん戒かい態たい勢せいに入ったのは事実ですが、過か剰じよう反はん応のうというべきかもしれません。仮かりに実戦へ備そなえた行動だとしても』

　田中さんは画面をみつめている。視し線せんはワティアではなく……その背はい後ごに向けられている。ワルキュラ郊こう外がいで野や営えいしている魔王軍部隊であった。

『……むしろ今月に入ってから魔王軍を翻ほん弄ろうしているランバルト軍特とく殊しゆ部隊、ナサニア・ゴローズ男だん爵しやく率ひきいる王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズに備えた軍の集しゆう結けつと考えるべきでしょう。市場における魔王領戦時国債の取とり扱あつかい量りようからもあきらかなように、ゴローズ男爵の部隊は魔王領の戦争努力に大きな影えい響きようを及およぼしているからです。中島ワティアがワルキュラ郊外某ぼう所しよよりお送りしました』

　コマーシャルに切り替かわったビューワーのスイッチを切りつつ、田中さんはほんの一いつ瞬しゆんだけ微び笑しようを浮うかべた。すぐにいつもの表情になってフェラール兄ちゃんへ振ふり返る。

「いやあ、なんかイロイロやってくれてるみたいですね」

「頼たのもしいことでしょう……あなたにとっては」

「フェラールさんトコにもご迷めい惑わくをかけますね」

　田中さん、属性へ忠ちゆう実じつである。自分のことは完全に高さ７５６メートルぐらいの場所にある棚たなへあげていた。

「戦争なのです……受け入れるしかありません」

「受け入れる。そうですね。あ」

　田中さんはぽん、と手を叩たたいた。

「どうされました？」

「いや、受けで思いだしたんですけど、フェラールさん、カップリングでなにか希望ありませんか？　何人か、どうせ描かくなら国王陛へい下かのお好このみのテーマにしたいっていってる娘コたちがいるんですよ。きっと美び形けい王様ネタか王子様ネタで受けか攻せめかやりたいんだと思うんですけど」

　受けだの攻めだのカップリングだのと難むずかしい専門用語が頻ひん出しゆつしているが、御ご存ぞん知じない方のために申しあげるなら……まあ、御想像のとおりである。受けと攻めは美形な男の人しかでてこない特とく殊しゆなコミックに登とう場じようする主人公格二人の関係をあらわす言葉だ。要するに受けがお尻しりのほうで女役、攻めはまんま男役ということだ。カップリングはまさに言葉通り。田中さん、お耽たん美び同どう人じん誌しについてはなにかのパロディにするつもりはないので、この場合、主人公二人の社会的地位つーか職しよく種しゆつーかそんな感じであろう。

「そ、それは……」

　こくり、と唾つばを飲みこむフェラール兄ちゃん。そこらへんのおねーちゃんたちより美しい顔立ちが朱しゆに染そまっていた。

「えーとですね」田中さんはテーブルに置いてあったアイデアノートをめくった。

「美形王子様が戦場で捕ほ虜りよになって苦にがみ走った傭よう兵へい将しよう軍ぐんにあれこれされる、とか、美形の王様がハンサムで男らしい大だい魔ま導どう士しにさらわれてＨな肉体へ改かい造ぞうされたり開発されたりする、とか……うーん、敵てき同士の美形王様同士の純じゆん愛あいもの、なんてのもありますね」

「おお……」

　フェラール兄ちゃん、陶とう然ぜんとしていた。そういう方向性もあったかとお気づきになり、現実の情じよう景けいを想像してしまったのである。

「素す晴ばらしい。素晴らしいですよ田中さん！」

「あはは、そうですか」

　田中さんは頭をかいた。そっち系のことはよくわかっていないので、アイデアはメイド同人作家軍団とのブレーン・ストーミングで出た内容そのままである。しかしそれをいかにもわかっているように話せるところが大したものであった。紛まぎれもなくオタク兄ちゃんにのみ備そなわった特殊能力である。

「それよりもいっそ」

　田中さんは頬ほおをバラ色に染めているフェラール兄ちゃんにたずねた。

「フェラールさんも描かきませんか？　ジュラたちから聞いたんですけど、フェラールさん、絵がお上じよう手ずなんでしょう？」

「いえ、わたしなどは……」

　フェラール兄ちゃん、恥はずかしそうに顔を伏ふせた。

「ね、いいじゃないですか？　やりましょうよ！　みんなでやったほうが楽しいし」

　田中さん、言葉巧たくみである。ただし話している内容は大たい国こくの王おう城じようというより、大学の近所の喫きつ茶さ店てんとか、ヒマなアニメーターの集まる深しん夜や２時ごろの大おお泉いずみ学園近辺のファミレスという感じである。

　フェラール兄ちゃん、その手の属性がない田中さんですらなんかおい、と思うほど羞はじらってみせたあと、小さな声でいった。

「秘ひ密みつを守ってくださいますか……？」

「作家の秘密は拷ごう問もんにかけられても口にしません」田中さんは頼たのもしげにうなずいた。

「それでは」

　フェラール兄ちゃん、〈孤こ影えいの間ま〉を訪おとずれる際、さりげなく持ちこんだ紙かみ包づつみを開いた。中からあらわれたのはスケッチブックスケブである。

「……笑わないでください」

　スケブを受け取った田中さんはそれを開き、

「これは……」

　と、絶ぜつ句くした。どのページにもそりゃもう驚きよう嘆たんするしかないデッサンが描えがかれていたのである。ええもうスゴイですよ、本当に。さすがに肉にく弾だんシーンはない。が、美形騎き士し同士が木こ陰かげで寄りそっているスケッチなんて、その手がお好きな女性であれば全財産を投じても悔くいはない、というレベルである。技術ではなく、まぎれもない才能。フェラール兄ちゃん、おのが肉体でお耽たん美びを実じつ践せんしておられる方には珍めずらしく、芸術的傾けい向こうと才能もお耽美系そのものなのであった。

「これだ！　これが欲ほしかったんだ！」

　田中さん、戦せん車しや隊たいの訓くん練れんをはじめて見たアドルフ・ヒトラーのように叫さけんだ……ってなんか作者的には大好きな小説で目にした表現を尊そん敬けいと共ともにお借りしてますが、ともかく大おお喜よろこびである。

「スゴイ！　これならいける！　フェラールさん、カラーはできますか？　いい、これはいい！　表ひよう紙しに使ってるだけで売れる！　よっしゃあああ！」

「あ、あの田中さん」

「そうですね……何ページいけます？　いや、忙いそがしくてストーリーものが無む理りならイラストだけでもいいです。そんだけでも全然ＯＫ。そうだな最低４枚ぐらい。あんまり少ないと値ね段だんばっか高いゲスト本だとか悪口いわれますからね。よしよしよしよしよし」

「あ、あの」

「ね、いいでしょう？」

「……イラストなら」

「ありがとうございます！　おーい、ジュラ、みんなー」

「はーい」

　控ひかえの間まで同人製作地じ獄ごく絵え図ずを繰くり広げていたメイドさんたちが揃そろって顔をだした。

「フェラールさんがイラスト描いてくれるって」

「えー！」（×25ぐらい、たぶん）

　目のしたクマの、なんか微び妙みように汚きたない感じになってしまったメイドさんたちは一いつ斉せいに声をあげ、田中さんとフェラールを取り囲かこむ。

「陛へい下か、陛下、本当ですか？」

「うわっ、見てみてみんな、スっごい上じよう手ず」

「えー、陛下って……うわーっ、そんけーしますぅ」

　フェラール兄ちゃん、思わずにやけてしまう。他人から本当に自分のものである能力を誉ほめられるのは初めての経けい験けんだからである。と同時に困こまった表情を浮うかべた。

「田中さん、秘密にしてくださると……」

「え？　だってみんな同人の仲間ですよ。隠かくすワケにいかないじゃないですか」

「陛下、だいじゃぶでーす！」

　田中さんによって完全に同人作家へ調ちよう教きようされてしまったメイドさんたちは声をあわせた。

「ひみつは絶対まもりまぁーす」

「ああ……はは……頼たのむよ」

　額ひたいに汗あせでフェラール兄ちゃんは応じた。しかしどこか信じきれないのであった。うーん、ごもっとも。

「あー、それでですね」みんな顔をそろえたからいい機会だと思った田中さんはさらに重要な話題を持ちだした。

「何部刷するか、ということなんですが」

「……わたしとしては各かく家か庭ていに一冊さつずつ配はい布ふしたいと考えていますが」

「それはいけません」

　田中さんは力強く否ひ定ていした。

「タダってのはいけません。安くみられますからね。同人誌しは自分で発見し、選んだ末すえに買ったんだ、という形にしないと、満まん足ぞく感かんがありません。そうですね……ウチの（ってあのね田中さん）レベルからして……まず５００部からいきましょう。値段は８００円ぐらいで」

「円？」

「あ、僕ぼくの故こ郷きようの通つう貨か単位です。こっちの適てき当とうな値ねに置き換かえてください。うーん、で、頒はん布ぷする方法は……みんな、意見ある？」

　田中さんはメイドさんたちにたずねた。

「行ぎよう商しようしますかぁ？　王おう城じようの方から来ました、とかいって」

「却きやつ下か。消しよう火か器き売りつけるんじゃないんだから」

「通つう販はんですよ、やっぱし」

「そのためには宣せん伝でんがねー。やっぱ、口コミで拡ひろがってくのが一番いいんだけどな」

「あのー、お兄ちゃんが前にいってた怪あやしいお祭まつりはどうなったんでしょうか」

「いくら僕でも男性成人向けと女性成人向けが一冊ずつでやろうとは思わないよ」

　うーん、とみんな腕うでを組んでしまった。いやま魔ま王おう領りようならネットつーかＷＷＷというか、それに近いものが存在しており、ホームページみたいなものを使って宣伝できたりするのだが、ランバルトでは無む理りである。というか、根こん本ぽんが80年代中ちゆう盤ばんオタク全ぜん盛せい期きの人である田中さんは、あまりネットを利用するという発はつ想そうがないのであった。

　なんつーてもパソコン通信なんてものがまだまだ素人しろうとには手をだしにくかった時代の人なのである。田中さんにとってインターネットとは、あくまでも第三次じ世界大戦に備そなえて造つくられた軍用コンピュータ通信網もうのことなのであった。中学生になったあたりからパソコンはいじったけれど、特とく殊しゆな友達の持ってたＭＺ80とかベーシックマスターレベルIIとかＰＣ６００１とかアップルIIとかで、最新でもＰＣ８８０１程度だ。日本のパソコンをありがたそうな電でん子し頭ず脳のうというイメージから大きなお友達にとっての三種の神じん器ぎ……つまりビデオデッキ、ゲーム機、パソコンてな感じに変えてしまったＰＣ98シリーズには触さわったことがない。当時のＰＣ98シリーズときたらそりゃもう半年マジメになってバイトし、そのあいだの食事は納なつ豆とう卵たまご御ご飯はんのし×３／１日、でも買えるかどうかアヤシイというものだったのである。

「あの……よろしいでしょうか」

　おずおずとフェラール兄にいちゃんがたずねた。

「あ、はいはい」

「人が集まる場所に店をだすという案はいかがでしょう」

「店……」田中さんは真しん剣けんな表情になった。

「しかし品物が……いや、そうか。関かん連れん商品を売ればいいんだ。ペ○やア○メイトにみたいにして、まず文化をひろめる……うん、ランバルトってのはいうなればゼン○ラーディ人みたいに戦争しか知らないんだから……Ｔシャツ、トレーナー……下した敷じき……グッズならすぐにいけるな。こっちの世界じゃ日本の著ちよ作さく権けんなんて関係ないし。うん……そこで同人製作の手引きみたいなパンフレットも配くばって……うーん」

　田中さんはフェラール兄ちゃんに向き直り、深々と腰こしを折おった。

「お願いします、フェラールさん。ほら、みんなも」

「おねがいしまぁーす。陛へい下かぁ」（×アバウト25）

「わかりました。臣しん民みん街がいにわたしのごく親しい知人が持っている建たて物ものがありますから、準じゆん備びさせましょう」

　フェラール兄ちゃん、優やさしげに、しかし心から嬉うれしそうに応じられた。ちなみに、ごく親したしい知人とは、もちろん、あっちの方のお尻しりあいである。

　……と、いうわけで田中さんの野や望ぼうは着ちやく々ちやくと進行中であります。しかし忘れてならないのは、彼がスピリットビューワーを見ていた時、思わせぶりな視し線せんの走らせ方をしていたこと。オタク兄ちゃんでも魔王、彼は見るべきトコロは見ていた。同人誌製作計画が壮そう大だいなオタク業界制せい覇は作戦へと変わりつつあるいまもそのことを心の片かた隅すみで思っていた。

（後うしろに映うつっていた部隊……あれは僕が知らない部隊だった……）

　そうなのだ。ＭＮＮのリポートが冬とう季き大だい演えん習しゆうの取しゆ材ざいのために映していた部隊は、田中さんが知らないものだった。

　つまり、新しん設せつ部隊ということだ。

（この時期に新しん兵ぺいを鍛きたえるというのは……つまり、来年の戦たたかいに備そなえるということか。しかし……それで勝てるのかな。小野寺君、どうなんだ？）
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　魔王軍の出しゆつ撃げき準じゆん備びは剛士の命めい令れいどおり、10月20日までにほぼ完かん了りようした。

「すでに半数はワルキュラの郊こう外がいで出撃命令を待っております。補ほ給きゆう隊は先せん発ぱつしました。充じゆう分ぶんな護ご衛えいをつけてあるため、小部隊による襲しゆう撃げきは問題となりません──たとえ奇き襲しゆうでも。ただし万が一の場合を想そう定ていして、セントール街かい道どう上はウィングドラゴンによる戦闘空中哨戒コンバツト・エア・パトロールをおこなわせております」

　高級指し揮き官クラスがずらりと顔をそろえた中央作戦指揮センターでアーシュラが報ほう告こくした。見み事ごとな手て配はいである。

　だが、センターの空気は、重い。

　いまふたたび小野寺剛士に対する疑ぎ念ねんがわきあがっていたのである。攻こう勢せいをとるべきではない時期に攻勢準備を命じたことにはそれほどの影えい響きよう力があった。

　剛士が徹てつ底てい的てきな秘ひ密みつ主義でことに臨のぞんでいることがさらに問題を複ふく雑ざつにしていた。

　彼らの大部分は、全軍出撃が間ま近ぢかになったいまも、この攻勢の目もく的てきと計画内容を伝つたえられていないのである。疑念はむしろ必ひつ然ぜんといえるのだ。

「うん」

　アーシュラの報告に小野寺剛士は短く応じただけだった。質問もしない。彼女の参さん謀ぼうとしての能力に疑うたがいなどないため、なにかを口にする必要はないのだ。

　それに、疲つかれてもいた。

　肉体的には大したことがないが、心が痺しびれたようになっている。あの暗あん殺さつ未み遂すいがＰＴＳＤじみた影響を彼にもたらしていた。そして、誰だれにも話せない真しん実じつを自分が知ってしまったことも。正しよう直じきいって、剛士は自分がそうした状じよう態たいであることを周しゆう囲いに気づかれないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいであり、疑いの視し線せんなど気にしてはいられないのだ。

　椅い子すからたちあがった彼はふらつかないように気をつけながら中央の大地図へ進んだ。大地図は上下するようになっており、必要によって床ゆかになったり、机つくえに変わったりする。いまは床になっていた。重要な情じよう報ほうが精せい霊れい光こうで表ひよう示じされているので、床になっていても上を歩くものはいない。

　小野寺剛士はそこに足あしを踏ふみ入れた。

　と書くといかにもな感じだが、実際はたいしたこと考えてません。自分の考えを説明するのに、そちらの方が便べん利りそうだと思っただけだ。

「じゃ、説明するから」

　地図の中央、ちょうどマリウクス城じよう塞さいのあたりで彼は口を開いた。

　声は小さい。ほとんど聴ききとれないほどだった。だが、彼の周囲を舞まう様さま々ざまな精霊の数は普ふ段だんよりも多かった。魔ま王おう軍ぐん首しゆ脳のう部ぶの面々は、たったの17歳さいにしかならない彼らの総そう帥すいがどれだけ重要なことをいわんとしているかに、その光景で気づいた。

「閣かつ下か、もう少し大きな声で願います」

　アーシュラが求めた。

　剛士は妙みようにねばついた目つきで彼女をみたがすぐにうなずき、話を再開した。

　そして、全員をのけぞらせることになった。

「今回の攻勢、その目的は敵てきと戦たたかうことじゃないです」

　声にならないどよめき。正直にいうなら、なんじゃそりゃあ、と一同総ツッコミである。いまのいままで、剛士の理由もさだかではない命令にしたがって戦いの準備をすすめ、あちこちで無む理りをかさねて兵へい力りよくをそろえ、部下の士し気きも高めてきたというのに、戦うことが目的ではない、といわれては立場がない。

「閣下っ」

　アーシュラが声をあららげた。牙きばをむきだしていることにすら気づいていない。もともと機き嫌げんが最悪なのも影響していた。

　あの夜、みずから剛士の護ご衛えいにつこうとした彼女は、その剛士自身から斉藤さんとの話が終わるまで外にいろ、と命じられたのである。スフィアも席をはずすように命じられたのがいくらか慰なぐさめにはなったが、機嫌がよくなったわけではない。

　彼女をとがめるものはいなかった。魔王軍首脳のなかでもっとも剛士に理り解かいのあるクォルンでさえ、むずかしい顔をしている。全体の空気は──悪いなんてものじゃない。総帥閣下、とうとう御ご乱らん心しんか、という感じである。

　アーシュラはさらにいいつのる。

「いったい、いまさらなにを……」

　その時、空間を引き裂さくような怒ど声せいがとどろいた。

「お静かになさい、みなさん！」

　総帥の椅子、その傍かたわらにたっていたスフィアだった。

「閣下がいまからその理由をお教えくださるのです」

　スフィアの眉まゆはつり上がり、浅あさ黄ぎの髪かみは逆さか立だっていた。すでに戦せん闘とう態たい勢せいにあるため、その手から離はなすことのない大おお鎌がまが不ぶ気き味みに輝かがやいている。というより、彼女はあの夜から片かた時ときも剛士の傍らを離れていないのである。鼻はな血ぢを噴ふいて倒たおれた時だって朝までずっと傍らにはべっていた。

　沈ちん黙もくが落ちた。アーシュラですら目をおとしている。

　剛士は周しゆう囲いのそんなできごとにも気づかなかったように、マリウクスのあたりを見おろしていた。なんかだんだんシャレがなくなっているが、戦争というのはシャレがきかないことおびただしいので我が慢まんしていただくしかない。

　ただし、現場で戦わねばならない人々のほうは別だ。異い常じように大きなストレスを受けているから、シャレでもいってなければ身がもたない。いや、心がもたない。

　悪くなったこの場の空気を変えようと口を開いたのはその代表格のような人だった。

「てことはぁ、なんか、閣下が企たくらんでくれちゃったりしてるわけだよね。その、いろいろと無理してるわけだし」

　ジョス・グレナム大たい佐さは耳をかいていた。イヤな空気のまま説明をうけるのはおもしろくなかったし、そのままにしておいては、スフィアを恨うらみ恐おそれるものもでてくる……

　それはいけません。いけないよ、うん──などと、軍人として、女性全ぜん般ぱんが大好きな人として考えたのだった。まあ、後こう者しやの理由がほとんどなのは当然であるが、適てき切せつなフォローであった。剛士を助けることにもなったからである。彼の言葉のおかげで全員の注意がスフィアから剛士にもどったのだ。

「名前があったほうが便利なので、前に読んだ本で知った話から借かりました。作戦名は〈カルネアデス〉とします」

　ジョスへうなずいたあと、剛士は早口でいった。

　声は心持ち大きくなっている。なんかいかにも意味ありげな名前だが、語っている本人は自分の読どく書しよ感かん想そう文ぶんを朗ろう読どくしているような調ちよう子しである。

「この作戦について、僕はどんなに反対されても決行するつもりでいます。説明したあとでなおかつみんながダメだというんなら……それでも考えは変えません」

　声が、さらに大きくなっていた。

「本当は目的から話すべきなんだけど、それではみんな混こん乱らんするとおもうので、理由を、順に説明してからにします……セシエ」

「なに」さすがにきゃろりんぱではない態たい度どでセシエ・ハイム中央魔法局ＣＭＡ局長が応じた。

「ランバルトが来年の、そうだな、初しよ夏かまでにそろえられる兵力の予想はどれくらいか教えて。適てき当とうでいいからさ」

「フェラール三世がなにを考えているかにもよるけれど」

「魔ま王おう領りようを潰つぶそうとしている、そんな想そう定ていでいいよ。最悪のケースで」

「……少なくとも９万。最大限に見み積つもった場合は15万……いえ、18万かも」

「ありがとう。ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もん」

「……はい」低てい温おん超ちよう伝でん導どうでもおこしかねない声がこたえた。

　剛士は彼女の態度に気づかなかったようにたずねる。

「魔王軍が、これからただの一度も損そん害がいをうけなかったとして、初夏までにそろえられる兵力は？　もちろん、マスコミむけじゃない、正しよう直じきな数だよ」

「…………」

　剛士はいらだたしげに顎あごをかいた。

「お願いだから、はやくいってよ」

「……最大で８万。それで限界です。志し願がん者しやはあいかわらずの数ですが、訓くん練れん態たい勢せいがおいつきません」

「そのうち、戦場で怖こわがらずに戦える兵隊さんの数はどれだけ？」

「３万になれば、幸こう運うんといえるでしょう。しかし、軍の再さい建けんに全力を集中したならば……」

「あのさ、ひとつ聞くけど」

　剛士は顔をあげた。アーシュラは失しつ敗ぱいをさとった。キレかけていたのは自分だけではないと気づいたのである。

　小野寺剛士はセントールで軍をたちどころに掌しよう握あくした時とおなじ空気を発はつ散さんしていた。

　じつは、あの夜以い来らい、恨うらみと執しゆう念ねんの高こう速そく増ぞう殖しよく炉ろは全力運転状じよう態たいにはいったままだったのである。それどころか、いまやあちこちから冷れい却きやく水すいをだばだばとあふれさせながらオーバーヒートであった。耐たえられなくなって中なか身みをぶちまけるのも間ま近ぢかであろう。

　剛士はたずねた。

「兵隊さんの穴あな埋うめと訓練が済すんだら、絶対に勝てるの？」

　静かな、しかしどこかしら救すくいをもとめているような声だった。

「それは」アーシュラは絶ぜつ句くした。

　剛士の質問は彼女のもっとも認みとめたくない部分をえぐっていた。

　新しん兵ぺいを募ぼ集しゆう訓練して軍を再建しても、ランバルトに勝てるわけではないからだった。魔王軍再建を知ったランバルトが危き険けんを感じたとしても、攻こう勢せい時期をさらに遅おくらせて兵数を増まし、兵力差をさらに開く結果をまねくだけなのだ。

「せめてあと一ヶ月の時間をいただきたい」アーシュラは譲じよう歩ほした。額ひたいには、吸きゆう血けつ鬼きとしては驚おどろくべきことに、汗あせが浮ういている。

　それだけ危険を感じていたのだ。前に軍再建の話をした時はスフィアに邪じや魔まをされた。それだけのことだった。しかしいま機会をのがせば……魔王軍はどうみても勝ち目のない攻勢作戦〈カルネアデス〉へと突つき進む。

　危険、あまりにも危険だわ。

　彼女は小野寺剛士をみつめながら断だん定ていした。

　この男もまた、自分の能力にひきずられているに違ちがいない。

　魔王領の歴史と田中さんのもとでの経けい験けんから、天あま抜ぬけという異い世界の街まちからまねかれた人々が、時に、あまりにも自分の能力にひきずられるような行動をとってきたことをアーシュラは知っていた。ある意味、歴代の魔王陛へい下かは目もく的てきと手しゆ段だんが逆ぎやく転てんしがちな方々ばかりだったのだ。

　剛士だけがその例外であると信じる理由はなかった。

　だからこそ、いまの剛士に逆さからう危険を知り尽つくしつつ言葉をかさねた。

「一ヶ月、それだけあればゴブリン、トロル各二個連れん隊たいが完全戦力で投とう入にゆうできます」

「だめ」剛士は言げん下かに否ひ定ていした。

「一ヶ月したら、セントールにも雪が積つもっている。というより……もっとも早い場合、あと10日かそこらで初雪が降ふるんでしょ？　いくら魔ま族ぞくとはいえ、雪の中で戦争するのはきついよ。積もったらそれどころじゃない。子供のころ、おばあちゃんの家で正しよう月がつをやったとき、屋や根ねの雪おろしを手て伝つだったことがある。あれだけでもつらかった。やったことないけど、雪の中で戦争するのはもっとたいへんなはずだよ。ただ寒い中を歩くのだってつらいのに。雪があって、おまけに戦争しなければならないなんて」

　いつのまに調べたのか、剛士は魔王領やセントールの気き候こうをかなりつかんでいるようだった。たしかにそのとおり。トデスカイ山さん脈みやくのふもとほどではないが、冬になれば、セントール平へい野やも雪に包つつまれるのだ。最初のうちはすぐに溶とけてしまうが、かわりに、地面がぬかるみと化してしまう。軍のスピーディな行動は不可能になる。確たしかに魔族の得とく意いとする夜間は気温が低下し凍とう結けつする。とはいえ、半日動けないのではまともな作戦はできない。

　アーシュラは渋しぶ々しぶながら認みとめた。

「おっしゃるとおりですが……それはランバルトも同じです」

「だからこそなんだ──というか、いまの時期でなければ作戦の意味がなくなるんだ」

　剛士は外がい見けんにまったく似に合あわない強ごう情じよう……いや、傲ごう慢まんさをあらわにしていた。

「現げん有ゆう戦力で決定的な戦せん果かをあげるのは不可能です！」つかつかと歩いたアーシュラは剛士へのしかかるようにいった。

　剛士は一歩も引かなかった。

「だって戦争でしょ。負けたら終わりなんでしょ？」

　アーシュラを怒ど鳴なりつけたかった。感情が飽ほう和わ状じよう態たいにたっし、噴ふん火か口こうを求めていた。しかし彼は耐たえた。アーシュラの不満も、他の連中の不ふ信しんも自分が招まねいたものだと思って自分を抑おさえつけた。

「それが嫌いやなら、やるしかないよ」

　剛士の声は乾かわいていた。いびつな丸顔には、苦く痛つうに耐えているような縦たてじわが刻きざまれていた。

　この男は、なにか思いこんでいる。

　アーシュラがそう気づかないはずがなかった。

　万ばん策さく尽つきた感をいだいた彼女は、話のはじめから胸むねのなかで口にだすべきかどうか迷まよっていた最後の手段をとうとう口にしてしまった。

「解かい任にんしていただきたい」

「解任？」剛士はアーシュラを子供のようにまっすぐな目で見上げ、たずねた。

「僕を見み捨すてるつもりなの？」

　ヴァンピレラ・ビューティの背せ筋すじが震ふるえた。

　やはりこの男は、とこの場で二度目の直ちよつ感かんを抱いだいた。

　必要があってブラントラントにまねかれた男なのだ。

　彼女がそう受け取るのも無む理りはなかった。

　小野寺剛士の瞳ひとみはどこまでも冷たかった。

　同時に、おそろしさをおぼえるほどに狂くるった光があった。

　アーシュラはその目を知っていた。セントールで目にしていた。

　その意味もわかっていた。

　必要なことをなすためであれば、どんな悪あく行ぎようにでも手を染そめる男の目。

　このちんちくりんが、いざとなればそれをやるであろうことも。誰だれに教えられる必要もなかった。わかりすぎるほどにわかっているのだ。

　そうでありながら、アーシュラはとまどいもした。

　僕を見捨てるつもりなの、そうたずねられた瞬しゆん間かん、おそろしさ以外のものをおぼえたのである。

　凍こおるほど冷たいはずの吸きゆう血けつ鬼きの血がたぎる感かん覚かくだった。自分の心と身体からだがどうしてそんな反はん応のうを示しめすのか、彼女にはわからなかった。もと魔王の家へ出かけた彼が襲おそわれたと知ったとき、見苦しいほど取り乱みだしてしまったことも思いだした。あの時は理由がつけられた。魔王領のため。魔王領に必要な人だから。いまはどうだろう。やはりわからなかった、わからないまま言葉をつづけた。

「自分の能力では閣かつ下かを補ほ佐さできません。解任していただけなければ辞じ任にんいたします。可能ならば大だい隊たいを与あたえていただき、前線で閣下のため──」

「あのさぁ」

　剛士は裏うら返がえった声でさえぎった。

「みんなもそうだけど、なんかまずいことあるとすぐに解任してくれだとか辞任するだとかいい過ぎだと思う」

「ですが、信しん賞しよう必ひつ罰ばつは組そ織しき運うん営えいの」

「で、その組織のトップは誰だれなの？」

「……もちろん閣下です」

「だよね」

　剛士はうなずき、裏返った声のままアーシュラにたずねた。

「あのさ、総帥は解任してくれる人もいなけりゃ辞任もできないんだよ。それともできるの？　していいの？」

　ヴァンピレラ・ビューティは息をのんだ。

「それは……ですが……しかし……」

　と、しどろもどろになる。

「わた、いえ自分は閣下のお役に──」

　小野寺剛士は瞼まぶたを閉じた。もう限界だと思った。それと同時に、総帥という立場にある僕が、部下のワガママにここまで我が慢まんしているところを見せてやれば充じゆう分ぶんだろう、とも考えていた。全開で運転している彼の高こう速そく怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろは、怒いかりと嫌いやになるほど根の暗い計算をマルチタスクで処しよ理りした。

「もういいよ」

　剛士は優やさしく、そして断だん固ことした声でいった。

「閣下」

　次に飛び出したのは紛まぎれもない怒ど声せいだった。

「もういいといったんだ！」

　こめかみで静じよう脈みやくがひくついていた。見開かれた小さな目は人間のものとは思えないほど暗いものをうつしだしていた。アーシュラは気づいた。そう、この目にも見み覚おぼえがある。

　母かあ様さまを亡なくされたときの、父とう様さまの目にそっくり。

「僕は総帥だ！　だから総帥の仕事をする！　そのためには君きみが必要だ！　顧こ問もんのままで……いや、これからは参さん謀ぼう総そう長ちようになってもらう！　ともかく、僕を見み捨すてることは許ゆるさない！　いいね！」

　剛士はだだをこねる子供のように叫さけび、ついっと軍事顧問から視し線せんをそらせ、そのまま中ちゆう断だんされた話を再開した。

「軍で信しん頼らいできる部隊は来年の初しよ夏かになっても最大３万。つまり、兵力が整ととのうまで待っていた場合、良くて三倍、悪ければ五倍から六倍の敵てきと戦たたかうことになるわけだよね」

「…………」

　アーシュラは呆ぼう然ぜんとしている。職を賭として、いや、場合によってはもっと悪いことを覚かく悟ごして文もん句くをつけたのに、参謀総長とかいう役やく職しよくを与あたえられてしまったのである。

「ドラクール参謀総長！」

「そのような役職は、ございませんが」

「いま作った」

　剛士は作者がツッコミをいれる間まもない素す早ばやさで顔をあげ、全員に伝つたえた。

「前に学校でミリタリーマニアのやつがエラそうにいってたんだ。参謀総長ってのは、軍人がなれる一番上の役目だって。だから──」

　剛士は周しゆう囲いをみまわし、アーシュラへ手をのばした。

「この人は以前に田中さんの筆ひつ頭とう参謀だったけれど、これからはそれよりも偉えらいとおもって！　いいね、戦争のことについては、僕の次に偉いのはこの人だよ」

　ざわざわと声がもれ、うなずきと同意がつづいた。田中さん時代には軍を一人できりまわした彼女が参謀総長というのは、納なつ得とくのゆく人じん事じだったからである。まあ、こんな場所で、ほとんどケンカしながら、というのが異い常じようだったが。

「僕のそばにいて」とまどい続けているアーシュラに小声でつたえると、おもしろがっていいのか困こん惑わくすべきなのか迷まよっている顔つきのゴブリン族長に剛士はたずねた。

「クォルン！」

「は、閣かつ下か」

「六倍の敵を相手に勝つ方法はある？　気分の問題じゃないほうで。そっちの方はわかってるつもりだから。みんな、目もく的てきがきちんとしていたら最後の一人まで戦ってくれると思う。この前の戦いで僕はそう思った。だから、実際に戦う人としての正しよう直じきな意見……その、戦せん場じようで実際にどう戦うかを考えた場合の話で」

　クォルンは残された目で剛士をみつめていたが、やがて肩かたをすくめ、

「ございませんな、閣下。国と指し揮き官が兵にもとめられる苦く難なんの限界を越こえています」

　と、こたえた。

　剛士はうなずき、ふたたびだまりこんだ。

　誰だれも口をひらかない。

　やがてその沈ちん黙もくが誰にとっても耐たえがたい痛いたみになりかけた時──

「だから、やる」

　と、いった。

　反論はない。ここまでいわれてしまえば納得するしかないのだ。

　待っていても勝てない。だから先に手をだす。

　彼がいっているのは要するにそれだけだったのである。

　問題は、先に手をだしてどうにかなるのか、ということであった。

「それで、閣下」空からになった酒さか瓶びんをいまいましげにのぞきこみながらブーラーンがたずねた。酒がたりなかったらしい。舌したはもつれていなかった。

「なにをやりゃいいんですかな。マリウクスですか」

「うん、あのね」

　剛士はその場で足をあげ、踏ふみおろす。

「こういうことなんだ」



    

  
    
      　マリウクス城じよう塞さいを踏みつけながら魔ま王おう領りよう総そう帥すい（17）は宣せん言げんした。



「やられたら、やりかえすってことさ」



    

  
    
      
        ２　総そう反はん攻こう！　作戦〈カルネアデス〉発はつ動どう！
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　２００メートルほどの高度をウィングドラゴンの編へん隊たいが飛び去った。空は石を投げればカチン、と音をたてそうなほど冷たく澄すみわたっている。上じよう空くうからは地上にあるものがよくみえるだろう。

「だめだな、昼のあいだは、森からでられん」

　ゴローズは命じた。場所は魔ま都とワルキュラを30キロほど西にのぞむセントール街かい道どう脇わきの森しん林りんである。10月24日午後になっていた。

「補ほ給きゆう隊らしいものがみえています」望ぼう遠えん鏡きようをのぞきこんでいたマヤが報ほう告こくした。寒さに強いわけではない彼女はすでにバックスキンのコートを着きこんでいる。

「かなりの規き模ぼです。いままで襲しゆう撃げきしてきたものとはくらべものになりません」

「あきらめる。危き険けんすぎる」ゴローズはもうたちあがっていた。

　15分後、王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズの兵士たちはウィングドラゴンに発見される恐おそれのない樹じゆ木もくがもっとも密みつ生せいしているあたりに集合した。

　ゴローズは一人も欠かけていないことを確かく認にんさせると、部下をみまわし、静かな声ではなしはじめた。

「まずいことになったらしい」

　声の調ちよう子しはあいかわらずだった。だが、口元にいまにも笑いだしそうなシワが刻きざまれている。兵士たちは隊長がどれほど深しん刻こくな気分であるかを即そく座ざに理り解かいした。ナサニア・ゴローズは、状じよう況きようがきびしくなるほど楽しそうな態たい度どをみせるのだ。

「虎とらの子であるウィングドラゴンを贅ぜい沢たくにもちいた偵てい察さつ、大規模な補給部隊。これらが教えているのはただひとつだ。騎き士しウラム、君きみはどうみる」

「あ、はい」ゴローズのシブイ姿すがたをみているうちにぽぉっとしていたらしいマヤはあわてて息をのみこんだ。

「あの、信じられないのですが。どう考えても、攻こう勢せいにでたとしかおもえません」

「そうだ。私も信じられない。しかし、そうとしか考えられない。魔王軍は大規模な……おそらく全力を投とう入にゆうした攻勢に打ってでたのだ」

　ゴローズはマヤをほめるようにうなずき、それから全員をみまわした。

　兵が手をあげ、質問した。遊撃隊で一番古こ参さんのゴルムだ。若いころ、家族を暴ぼう漢かんから救すくうために殺人を犯おかし、将しよう来らいを嘱しよく望ぼうされていた若わか手て学者という地位をうしなった男である。正せい当とう防ぼう衛えいだったが……暴漢は貴き族ぞくの息子むすこだった。

「我われ々われを狩かりたてるためのものでしょうか、隊長？　その割わりには規模が大きすぎるとおもわれますが」

「そういう意味もあるのはたしかだ。すくなくとも、これまでどおりの補給隊襲しゆう撃げきはむずかしくなる……というより、作戦上、意味を失うしなう」

　彼のいうとおりだ。はっきりとした目もく的てきをもって動いている大たい軍ぐんを前に、たいした支し援えんをえていない特とく殊しゆ部隊ができることは限られている──危険を知らせることだけだ。無む理りに戦たたかえば意味もなく死ぬだけである。

「昨日きのうのペガサスが伝つたえたところでは、演えん習しゆうだという話でしたが」

「私もそう思っていた」ゴローズはうなずいた。

「しかしだ、考えてみろ、たった数日の演習にあれほど大規模な補給部隊は必要ないはずだ。あれはどう考えても……十日以上の作戦を想そう定ていしている。なにか大きな獲え物ものを狙ねらっているのだ」

「ですが、セントールで敵てきが重じゆう視しするものといえば」マヤはそこまで口にして顔を青ざめさせた。

「……隊長、まさか？」

「その可能性はあるが、わからない」ゴローズは自分の限界を認みとめた。部下の前では率そつ直ちよくな男なのだ。

「魔王軍がマリウクスを狙う、というのはいかにもありそうな話だが……戦力が足たりないはずだ。しかしそうなると、なにが目的なのかわからなくなる」

「新たな魔王が無能なのかも」

「敵を過か小しよう評ひよう価かしてはいけない、騎き士しウラム」

　ゴローズはただちに撤てつ退たいの準じゆん備びを命めいじた。

「もどるのですか、マリウクスに？」マヤはたずねた。

「いや。こちらの判断をつたえるだけだ」ゴローズはにやりとした。

「ともかくだ、ウルリスからの命めい令れいにしたがう必要はこれで本当になくなった。そうだろう？」

　ウルリスからの命令にしたがわない手は考えてあったのだ、とマヤは気づいた。前に彼がいっていたように、魔王軍の警けい戒かいが段だん違ちがいに厳きびしくなったことを理由に、部隊を引き揚あげさせるつもりだったに違ちがいない。ここ数日の、これまでにくらべると奇き妙みようなほどのんびりした、慎しん重ちようすぎる行動がそのことを証明している。

　マヤは思った。

　いま、ナサニア・ゴローズは困こまっているのではない。正反対だ。

　彼は喜よろこんでいる。自分で手を汚よごさずに命令を無む視しできる機会を敵てきが与あたえてくれたことに。

　この人に、そこまで祖そ国こくを軽くおもわせている原因はなんだろう、とマヤはおもった。同時に、なんであってもかまわない、とも考えている。マヤ・ウラムにとってナサニア・ゴローズとはそうした存在になっていた。



　ゴローズは撤退の準備を命じると同時に、もう何日もろくに仕事を与えられていなかったシュリを呼よんだ。伝でん令れいとしてマリウクスに向かわせるためだ。ウィングドラゴンがこれほど飛び回っているなかで、いつものようにペガサス空中騎き兵へいの定てい期き便びんと接せつ触しよくできるとは思えないからだった。

　そのためもあるのだろう、彼がしたためた報ほう告こくの内容は簡かん潔けつそのもので、憶おく測そくはまったくふくまれていなかった。記しるされていたのは次の四つ──

　魔王軍が総力をあげて動きだした。

　このため、以後の任にん務む継けい続ぞくは不可能。王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズはマリウクスにもどる。

　敵の目的は不明だが、部隊は東に……つまりマリウクス方面に向かっている。

　王立特務遊撃隊はセントール街かい道どう北沿ぞいの森に身を隠かくしつつマリウクスへ帰き投とうする。

　──であった。

　素す晴ばらしい報ほう告こくである。うまくいけば、魔王軍の先せん手てをとれるかもしれないほどの価か値ちをもつ内容だった。目的はわからないにしろ、警けい戒かい態たい勢せいを強化させるには充じゆう分ぶんな材料ではあるからだ。このところいささかダラけていても、マリウクスの警戒態勢は奇き襲しゆうを許ゆるさないほど厳げん重じゆうである。そのマリウクスが、さらに警戒を強めることになれば……行こう軍ぐんの結果、部隊がちらばっている魔王軍を、出しゆつ撃げきさせた部隊で各かつ個こ撃げき破はできるかもしれない。

　そこまでうまくいかなくても、すくなくとも手て遅おくれにはならないはずだった。

　運がよければ、諜ちよう報ほう局破は壊かい班はん員としての訓くん練れんを受けたシュリは明あ日すの昼までにはマリウクスへたどりつけるからだ。ゴローズの本隊も一日遅れて到とう着ちやくする。大軍の行動に手て間まがかかるところから考えて、それでも充分間まにあうはずだった。



　しかし、魔王軍はゴローズがおもってもみないほどに迅じん速そくだった。
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〈カルネアデス〉作戦、すくなくともその目的は徹てつ底てい的に秘ひ密みつが守られ、まったくもれることはなかった。なにしろ発はつ案あん者しやの小お野の寺でら剛ごう士しが誰だれにも相そう談だんしなかったのだから完かん璧ぺきである。

　だが軍の動どう員いん、補ほ給きゆう物ぶつ資しの集しゆう積せきなどは隠かくせない。

　兵へい舎しやにいるはずの兵士たちが突とつ然ぜん姿すがたを消せばすぐに噂うわさが流れる。多数の兵士たちにあたえる食料、医い薬やく品ひん、その他の物資を整ととのえようと買いつけをおこなえば、それは確かく信しんにかわる。

　だからこそであるのか、その点について、剛士は最初からおおっぴらにすすめてかまわないと指し示じしていた。マスコミに対する対たい処しよも同じだった。20日より冬とう季き大だい演えん習しゆうをおこなう予定であると公式発表し、その取しゆ材ざいについていかなる規き制せいもおこなわなかったのである。また、魔王軍将しよう兵へいが直接取材をうけ、自分の憶おく測そくを語ることも制限しなかった。

　この結果、魔王軍が行動を計画しているという報ほう道どうはざばざばとブラントラント中にあふれ、人々はその意い図とをさまざまに予想した。もちろん、誰一人として冬季大演習という公式発表を額がく面めんどおりに受け取りはしなかった。

　新しん兵ぺいを鍛きたえようとしているのだ。

　ヤケクソになって決戦しようとしているんだ。

　マリウクスを強きよう襲しゆうするつもりでは？

　いや、ランバルトの特とく殊しゆ部隊を叩たたくためだろう。

　全部嘘うそだ。ランバルトがなにを企たくらんでいるか読めないから、誘さそいだして確たしかめようとしているに違ちがいない。

　なにか奇き怪かいな手しゆ段だんで、ウルリスを直ちよく撃げきしようとしているのかも……

　──さまざまな憶測が入り乱みだれ、ブラントラント中をかけめぐった。

　だが、これだ、とだれもを納なつ得とくさせられるものはひとつもない。気を利きかせて補給物資の調ちよう達たつ量に目を向けたものもいたが、確信は得えられなかった。魔王軍が特に大だい規き模ぼな物資の買いつけをおこなっているという証しよう拠こは得られなかったからである。大作戦にはそれなりの準じゆん備びが必要だが、どこをどう調べても10月16日以前から準備をおこなっていた形けい跡せきはみつけられなかったため、さらに混こん乱らんすることにもなった。

　結局、よほど自信があるに違いない、という『感想』がもっとも強力になった。もうすぐ冬だというのに傷きずついた軍を投とう入にゆうし自分から動こうとしている、という『印いん象しよう』が影えい響きよう力を発はつ揮きした。

　……オノデラゴウシとは、あの苦戦をたちまちのうちに逆ぎやく転てんしてみせた男ではないか。──ということであった。

　憶測はたちまち現実に影響を与あたえた。

　マスコミが『魔王軍、攻こう勢せいを計画か？』と伝つたえた10月17日から、魔王領りようの戦せん時じ国こく債さいはコレバーンやパライソの市し場じようで好こう調ちように転じたのである。

　シレイラ王女がこの動きを見み逃のがすわけがなかった。兄あにの名でただちに厳げん重じゆうな警けい戒かいを指し示じした。天てん才さい的であると同時に費ひ用よう対効こう果かを常つねに忘れることがない彼女は、労のみ多いとしか思えない冬を間ま近ぢかに控ひかえた攻勢という憶測をどうしても認みとめることはできなかったが、万が一に備そなえる必要があることは認めたのだ。

　しかし、20日には緊きん張ちようがとけた。

　集しゆう結けつした魔王軍主しゆ力りよくが、ワルキュラ東方のセントール平へい野やに面したあたりで実際に冬とう季き大だい演えん習しゆうを開始した、という情じよう報ほうが流れたからである。

　なぁーんだ、がっくりきたどんな世界でもシビアな投とう資し家かたちは魔王領戦時国債を買い控びかえ、かわりに資金をランバルト王国戦時国債へとむけた。演習開始の記者会見のすぐあと、ＣＭＡ広こう報ほう部ぶがワルキュラ市内に潜せん入にゆうしていたランバルト諜ちよう報ほう局員の一いつ斉せい検けん挙きよに踏ふみ切ったと発表したが、それに注ちゆう目もくしたものはほとんどいなかった。むしろ軍が予よ告こく無なしで多数の精せい霊れいと契けい約やくしたためスピリットビューワーやＰＪＳが使いづらくなったことについての批ひ判はんが集中した。

　もちろんシレイラは別である。地じ団だん駄だを踏んで怒いかり狂くるい、兄だけでなくミランにまで当たり散らした。

　しかし、所しよ詮せんはその程度の問題である。失うしなった諜報員はかわりを送りこめばいい。この時重要だったのは、やはり大演習についてであった。

　シレイラは警戒態たい勢せいを通常に戻もどすよう命めい令れいした。

　その理由は投資家たちよりは地に足がついたものだった。

　過か去こ、正確な情報を送り続けてきた諜報局の潜入工作員からの報告は途と絶だえたが、それを攻勢の前ぜん兆ちようとしてとらえるほど彼女は単純ではない。いや、実際に攻勢に手をつけるつもりであれば、いかにも諜報網もうが無ぶ事じであるかのように取り繕つくろうだろう、と判断した。行動の前に手をだしては、さあこれから始めますよと宣せん伝でんしてあるくようなものだからである。

　そして、予想される兵数の問題があった。

　これまで敵てきにあたえた損そん害がい、そして魔王軍の動どう員いん訓くん練れん態勢から考えて、戦せん闘とう力を備そなえた兵数は最大で１万プラスアルファにすぎないと推すい定ていできたからである。

　その数は、マリウクス駐ちゆう留りゆう兵力よりも少なかった。この時点で、彼女の手て配はいにより、マリウクスの兵力は守しゆ備び兵と合計して２万をこえている。要よう塞さい攻こう略りやくには単純計算でも攻こう撃げき側に五倍の兵力が必要である。魔王軍は確たしかに兵員個々の力は強いが、チームワークが弱いため、差し引きして似にたような計算になる。一万で二万が守る要塞など絶対に、絶対に陥おとせない。

　戦時国こく債さいの売れ行きを操そう作さするためのブやラらフせだったのだ、シレイラちゃんは軍ぐん事じ常じよう識しきへしたがってそのように判断し、来年の準備に再ふたたび没ぼつ頭とうした。後のちに彼女は、マリウクスを『絶対』に陥とせないと考えた自分の中にすべての解かい答とうが存在していたことに気づき、やり場のない怒いかりで荒あれ狂うことになる。

　後の話はともかく、魔王軍は冬とう季き大だい演えん習しゆうの日につ程ていを順調にこなしていった。戦争経けい済ざいがますますヤバくなりつつあるのを無む視しするように連れん日じつ型通りの演習をおこない、演習の最終日となった24日、とりたてて注ちゆう目もくするところのないニュース種だねとしての演習を終えた。最終日の演習内容は二ふた手てに分わかれての対たい抗こう戦であった。ワルキュラ市し街がいへの突とつ入にゆうを目め指ざす赤軍を、市内に配はい置ちされた青軍が急きゆう遽きよ出しゆつ動どうして迎げい撃げき、魔ま都と郊こう外がいで決戦にはいるというものだった。

　規き模ぼこそそれまでで最大だったがほとんど注目を集めることはなかった。そのころには取しゆ材ざい陣じんのほとんどが演習地を離はなれており、魔王領戦時国債の売れ行きは限りなくゼロに近づいていた。人々は失しつ望ぼうしたのである。その中のただ一人として、今こ宵よいが新しん月げつの晩……四つの月すべてが空に輝かがやかない夜であることに気をとめていなかった。夕方から深しん夜やにかけ、魔王城や市内の兵へい舎しやに酒さか瓶びん片手のブーラーンを先頭にした隊たい伍ごを組んで戻もどってきた魔王軍部隊の姿すがたに注目したものはほとんどいなかったし、またいたとしても、精せい霊れいが数を減へらした市内でその姿をはっきりと見み分わけられたものは──特に人ひと族ぞくには、皆かい無むに等ひとしかった。見分けられたとしても、酔すい戦せんのブーラーンとして知られる歴れき戦せんのトロル指し揮き官の姿を目にしただけで納なつ得とくした。

　つまり、ワルキュラへ戻ったのが連日の演習に疲つかれ切った新しん設せつ部隊の新兵たちであり、それまで市内に駐ちゆう留りゆうしていた精せい鋭えい部隊は形ばかりの演習に顔をみせたあと全力で夜や間かん行こう軍ぐんを開始したことに気づいたものはまったくいないという有あり様さまだったのである。



　魔王暦れき１００２年10月25日午前３時。

　精霊光すら弱々しげにみえる夜だった。暗くら闇やみ……本当の暗闇だ。自分の鼻はなを見分けることすらできない。

　しかしその闇には奇き妙みようなところがあった。

　あまりにも暗すぎるのだ。

　そして、ところどころに揺ゆらぎのようなものがある。

　突とつ然ぜん、カツン、と乾かわいた音が響ひびいた。

「バカモノ……音をたてるな」と、抑おさえた、小さな声が叱しかる。

　そうなのだ。闇はそのなかに無数の影かげを溶とかしこんでいた。

　完全武ぶ装そうし、いつでも戦たたかえる状じよう態たいにある無数の魔ま族ぞくと人族たちの影を。

　音をたてないように、ブーツには藁わらが巻かれているが、その足どりはほとんど小走りに近かった。

「うまくいってる？」

　幌ほろの張られたフライング・カーペットに乗った──いや、着ちやく地ちしているので、まさに絨じゆう毯たんそのものだった──小野寺剛士はたずねた。

　絨毯は楽に20人は収しゆう容ようできる大きなものだ。内部には照しよう明めいもあり、会話も自由にできる。外界に光や音がもれないよう幌は防ぼう水すい・防ぼう音おん性を備そなえた厚あついトレファ布でつくられていた。その昔むかし、魔王領がまだ危き険けんな土地であったころ、旅人が夜を安あん楽らくに過ごせるテントをもとめ、開発された特とく殊しゆな布である。内側にスポンジ状の層があり、そこが音を吸すい取るのだ。

　中央には大きな地図テーブルがひろげられていた。まさに移い動どう司し令れい部ぶといったおもむきである。といっても主おも立だった指し揮き官は自分の部隊に散っているため、そこにいたのは剛士のほかアーシュラ、リア、スフィアだけである。

「魔族諸しよ隊たいの行動に問題はありません」いまや参さん謀ぼう総そう長ちようの地位にあるアーシュラが報ほう告こくした。なお、地球での参謀総長は戦せん場じようにでることなどない役目で、その意味では参謀総長という仕事を剛士は誤ご解かいしている。もちろん彼にとってはどうでもいいことであるからだった。アーシュラにやめられては困こまるから、彼女の立場をはっきりさせただけなのである。確たしか父に教えられたのだったと思うが、耳の痛いたいことをいってくれる友だちは大事だぞ、という格かく言げんを彼はよく覚おぼえている。それは違ちがう、などと思いもしなかった。天あま抜ぬけにいたころは調ちよう子しのいいことしかいわない友だちでさえ持てなかったからである。

　アーシュラを見て彼は続けた。

「暗いし、大変だと思うんだけど」

「もともとわたしどもの先そ祖せんは、ただ闇に生きるものでした」

　そう説明する彼女は夜だけあり、美しさをさらに増ましている。妖よう艶えんといっていいほどだった。

　態たい度ども素す直なおだ。あの会議のあと、剛士から作戦の内容を教えられたとたん、そうなったのである。

「うん」

　剛士も負けず劣おとらずの素直さで応じ、さらにたずねた。

「人族の部隊は困ってない？」

「魔族の先せん導どう役をつけてあります。これまでのところ、問題があったという報告は届とどいておりません」

「ちょっと心配だな」

「ボクがみてこようか？」

　ザクっとした感じのトゲトゲ鎧よろいを着ここんだリアがたずねた。

「ズゥを呼よんでいっしょに飛び回ればすぐだよ」

「いや、ありがとう、リア。でも、ズゥは目め立だちすぎるよ。飛び回るだけで音がすごいから、見つかるかもしれない。だから、ワルキュラに置いてきたんじゃないか」

「ぶー」

「ごめんごめん」

　剛士はふくれっ面つらを浮うかべたリアに頭をさげた。おもわず頭を撫なでてしまいたくなるようなかわいらしさだったが、そういうわけにもいかない。彼女をかいぐりしていいのは田中さんだけなのだ。

「先導につけたのは第22特とく殊しゆ吸きゆう血けつ鬼き戦隊からだした兵です。主しゆ力りよくは閣かつ下かから与あたえられた任にん務むについていますが」アーシュラが剛士の横顔をうかがった。

「そうか。じゃあ、大だい丈じよう夫ぶだね」

　剛士はほっとした顔でうなずき、椅い子すにもたれた。

　疲つかれているようだ。ちんちくりんの身体からだが、さらに小さくみえる。

「ほんの少しでもおやすみになられては、剛士様」

　スフィアがいった。

「でも、みんな歩いているし……」

「魔族は体力が違ちがいます。二、三日寝ねなくても、なんの影えい響きようもありません。彼らから力を奪うばうのは……むしろ」

「僕がボケていた場合、だよね」

　めずらしく剛士は先回りした。瞼まぶたをもんでいる。意い識しきせずにこつこつと頭を叩たたいた。

　やりきれなくなっていた。彼の内部に備そなわった高こう速そく怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろがはてしもなく運転をつづけているのだ。自分でもおかしいとおもい、何度も気分をかえようとしたが、かわらない。

　ますます勢いきおいをますばかりだった。

　こんなことは、あの飯いい田だたちの苛いじめグループに脅おどかされていた時にもなかった。表現がおかしいかもしれないが、あの時でさえ、剛士の高速怨念増殖炉は安全基き準じゆん値ち以下で運転していたのだ。

　ところがいまは……とまらない。全然とまらない。いまの彼は、なにを考えても戦たたかうことに意識が向けられてしまう。

　いまだに戦争は怖こわくてたまらない。そのことにかわりはない。

　ところが、同時に浮うき立つような気分を覚おぼえてもいた。

　自分の命めい令れい一いつ下か、一いつ糸し乱みだれぬ行動を開始する軍隊。

　考えてみれば男の夢ゆめである。女性にだって好きな人もいるだろう。いやま、あくまでも夢としてですが。

　しかし小野寺剛士にとって、それは現実なのだ。

　たしかに彼にしても、以前よりは自分の立場を受け入れてはいる。

　いまの彼はスフィアが……だし、いろいろあるにしろ、アーシュラだってイヤではない（……どころではない）。総そう帥すいという役割にもそれなり以上のおもしろみを覚えてもいる。

　しかし、人前でだけは絶対に認みとめたくないのだ。

　優やさしくて残ざん酷こくなスフィアについて思い、ぼうっとしてしまう自分。高校二年生そのものでありながら、総帥という、一国の命めい運うんを預あずかる立場をどこかで楽しんでいる自分。

　心は浮き立ちながらも嫌いやでしかたがない。

　なぜかといえば、

　異い性せいと縁えん遠どおい、どころではない17年間を送ってきた自分がスフィアのことでアレしてこれしてと考えるのは、あんなことがあってもいい気になりすぎだと思えたし、

　まともな人付き合いの方法も知らない自分が一国を率ひきいて……つまり、無数の魔族や人族を支配することを楽しんでいいはずがない、

　と感じられるからである。

　臆おく病びようかつ健けん全ぜん、といえるだろう。小野寺剛士はどこかおかしな17歳さいではあるが、そんなことがわからなくなるほど壊こわれてはいない。

　なんとか気分を落おち着つけ、絨じゆう毯たんの一いち隅ぐうにひろげられた折おり畳たたみ式のベッドで眠ねむろうとした。美女と美少女と美び幼よう女じよがそばにいるためなかなか落ち着けなかったが、10分ほどでウトウトしはじめる。

　すうっ、と眠りに落ちようとした時、報ほう告こくが届とどけられた。

　アーシュラと伝でん令れいの会話がとぎれとぎれにきこえてくる。

「……完かん了りようしたのか」

「は、まちがいなく……バーナバス大たい佐さは予定をはやめる許きよ可かを……」

　小野寺剛士はハネおきた。

「いいよ、参さん謀ぼう総そう長ちよう。教えて」

　どったりと椅い子すにすわりこみ、まどろみかけているうちにむくんでしまった顔を揉もむ。

「特とく殊しゆ吸きゆう血けつ鬼き戦隊、特殊人じん狼ろう戦隊、ともに所しよ定ていの位置につきました……大だい丈じよう夫ぶですか、閣下？」

「ああ、うん」

　剛士は瞼まぶたを揉んだ。ふっと、温あたたかいものが触ふれる。

　スフィアの手だった。

　剛士の首をマッサージしてくれている。

　ほっそりした、柔やわらかな指だった。

　暗あん殺さつ者しやをたちどころに殲せん滅めつした指だった。

　頭にかかっていた霧きりがたちどころに消え失うせ、背せ筋すじがふるえた。剛士は彼女の指が与あたえてくれる心地ここちよさと説明のつかないざわめきを強く意い識しきしながらいった。

「ありがとう、スフィア。もう楽になったから──参謀総長、それで？」

「敵てきは特別な警けい戒かい態たい勢せいをとっておりません。通常どおりに復ふつ帰きしております。なお、ＳＶＳは完全に準じゆん備びを整ととのえました……カミラは現時点での攻こう撃げきを進しん言げんしております。もちろん、発見されるはずはありません。夜はわたしども吸血鬼のものですから」

　剛士は進言してきたカミラ・バーナバス大佐の気分を想像した。特殊吸血鬼戦隊は単独行動に慣なれた部隊だ。だから、そのことをおそれているはずはない。なにかほかに理由があるはずだった。アーシュラのいうとおり発見される危き険けんもないはず。なのに……いま動けばさらに大きな戦せん果かをみこめるからだろうか。あるいは二つの太陽がのぼる前になるべくランバルト軍から離はなれておきたいからなのか。

　いや、いまはカミラの気分よりも、彼女の進言と作戦全体のバランスだ。他の部隊はどうだろう。すべては予定通りだろうか。

「伝でん令れいはどれくらいで届とどくの」剛士はたずねた。

「50キロ以上離れていますが、ハーピー伝令ならば15分もかからないでしょう」

「全部の部隊に？」

「それでも20分です。今こ宵よいにそなえて、ハーピー伝令隊は充じゆ分ぶんな休きゆう養ようをとりました」

　精せい晶しよう時ど計けいで時間を確たしかめる。午前３時35分。剛士が予定していた行動開始時じ刻こくは午前４時半だった。

「他の部隊はどうかな」

「予想通り、人族部隊の展てん開かいが遅おくれています。しかしどのみち予よ備び隊ですから、ランバルト軍がこちらの行動すべてをつかんでいないかぎり、作戦に影えい響きようはありません」

　剛士は地図をみつめ、顔をあげた。リアと視し線せんがあった。幼おさないはずの顔立ちに備そなえられたふたつの瞳ひとみが、深く物問うように彼をみつめていた。

　小野寺剛士は微笑ほほえんだ。

「よし、予定をはやめる。全すべての部隊に連れん絡らくして。魔王軍は本日午前４時を期きして〈カルネアデス〉作戦を発はつ動どうする」

「魔法の制限は、閣かつ下か？」

　アーシュラがそうたずねたのは理由があった。ここまで剛士は作戦参加部隊に魔法の使用をまったく認みとめていなかったからだ。使えばランバルトの魔ま導どう士しに位置をつかまれてしまうからである。片かたっ端ぱしから精せい霊れいと契けい約やくを結むすんだ理由はそこにもあった。精霊が少なければ、徴ちよう候こうはつかみにくくなる。

「発動したあとは……戦せん闘とうには好きに使っていいよ、通信はたとえ使えたとしても、よほどあぶない時をのぞいては、だめ」彼は認めた。

　ささっと命めい令れい文ぶんを起き草そうしたアーシュラは確かく認にんのため剛士にみせた。

「なんか……すごいね」

「形式ですので」

「いいよ」

「了りよう解かいしました、閣下」

　起き立りつし、かちり、と踵かかとを打ち合わせながらアーシュラは一いち礼れいし、ハーピー伝でん令れい隊の指し揮き官、ミュウ・カラムを呼よびだし、以下の文面を伝でん達たつせよと命めいじた──



    

  
    
      魔王軍総そう帥すい統とう合ごう野や戦せん命令第１号



　『〈カルネアデス〉作戦発動について』



一、全部隊に達する。

一、魔王軍は本０４００時をもって作戦〈カルネアデス〉を発動、作戦目もく的てきを完かん遂すいせんとす。

一、なお、作戦期間中は戦闘魔法使用制限を解除オール・マジツクス・フリー。各種族はその全力を用もちいるべし。

一、各員奮ふん励れい努力せよ。

一、総帥は勝利を期き待たいする！

（発はつ令れい者しや）

魔王領総帥・魔王軍最高司し令れい官かん・市立天あま抜ぬけ高校二年四組出席番号五番

小野寺剛士

（発令代だい行こう者しや）

魔王軍参さん謀ぼう総長・吸きゆう血けつ族ぞく長位継けい承しよう予よ定てい者第二位・吸血族公こう女じよ

アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクール



　　　　３



　闇やみのなかで無数の影かげがうごめいた。物音はむろんない。

　影は、ランバルト軍がウルリスとマリウクスをつなぐアディスン街かい道どう（セントール街道のランバルト側の呼よび名だ）上に、馬ば車しやで約半日の距きよ離りごとに設もうけた物ぶつ資し集しゆう積せき所じよをうかがっている。

　集積所は眠ねむっていた。篝かがり火びがたかれ、周しゆう囲いを警けい備び兵が監かん視ししているが、それだけである。厳げん重じゆうな警けい戒かいはとっていない。いざという場合のために配はい置ちされた小しよう規き模ぼな護ご衛えい部隊の馬も、鞍くらをはずされたままだ。



　交こう代たいで配置についた警備兵、今年18歳さいのムルスカ・メドゥはこんな時間に起きていなければならない我わが身の不運を呪のろいつつ、周囲に監視の目をむけていた。

　暗い。どこまでも暗い。篝火が照てらしだす範はん囲いをこえると、そこはまったくの闇だ。やっぱりここは人族の住む場所じゃないんじゃないかな、彼はそんなことをおもった。

　もともとムルスカは望んで軍隊にはいったわけではない。兄きよう弟だいが多すぎ、家に残っていてもろくなことはなかったからだった。両りよう親しんもいい口くち減べらしとばかりに彼を喜よろこんでおくりだした。家の負ふ担たんが減るし、少なくとも軍隊であれば食べるものには困こまらないからだ──戦場にいるのでなければ。

　いや、フェラール三世……つまりシレイラ王女の支配する軍隊では戦場でさえ食料は不ふ足そくしない。むしろ前線であればあるほど豊ゆたかになるほどだった。シレイラ王女はその育ちにもかかわらず人間をはたらかせる術すべを心こころ得えていた。

　むろん、下したっ端ぱの警備兵であるムルスカがランバルト王国でもっともよく保たもたれているその秘ひ密みつを知っているはずがない。ただ、飯めしにだけは困らないよな、と考えていただけだ。

　彼は思った。

　俺おれは幸こう運うんだ。毎日飯が腹はら一いつ杯ぱい食える。物資の横流しで儲もうけられるような立場じゃないけれど、それでもいい。家にいたころよりはマシだし、軍隊にいるというのに、あの薄うす気き味みの悪い魔ま物ものどもとも戦たたかわないですんでいる。もしマリウクスになど配はい属ぞくされていたら、いまごろどうなっていたことやら！

　おそらくムルスカにとって最大の幸運は、あまりにも早すぎる人生の終わりが忍しのび寄った瞬しゆん間かん、自分が幸こう福ふくであると確かく信しんしていたことだろう。

　闇をなにかが横切ったようにおもえた。

　なにかが、香かおった。

　誘さそうように甘あまい香りだ。

　ムルスカは鼻はなをひくつかせた。まちがいなく女の香りだった。彼が、部隊の駐ちゆう屯とんした街まちで買った娼しよう婦ふたちとはくらべものにならない、汚けがれのない香り。

　それがなんでこんな場所に？

　ふっ、と息が首くび筋すじをくすぐった。

　香りが酔よわせるほどに強くなる。

　同時に、彼の背中は氷をすべらされたような震ふるえをおこした。

　甘い息は、信じられないほどの冷たさだったのである。

　小さな声がきこえた。

「ごめんなさい、坊ぼうや」

　それがムルスカ・メドゥがこの世で耳にした最さい期ごの言葉になった。次の瞬間、彼は〈カルネアデス〉作戦がランバルト軍にもたらした最初の戦せん死し者しやになっていたからである。



　魔王軍が有するふたつの特とく殊しゆ部隊はすでに行動を開始していた。

　第22特殊吸きゆう血けつ鬼き戦隊のほうが遠く、なおかつ広こう範はん囲いで行動をおこしている。ＳＶＳの能力が極きよく端たんに高いからではない。月がでていないからだ。屈くつ強きような第21特殊人じん狼ろう戦隊の男たちは、変へん身しんができない。

　各部隊からだされたハーピー伝でん令れいが、続々と舞まい降おりてくる。場所はマリウクス城じよう塞さいから西25キロほどはなれたセントール街かい道どう北ほつ方ぽうにひろがるバハウスの森。小野寺剛士はそこに本ほん営えいをおいていた。マリウクスを目にすることのないまま、〈カルネアデス〉作戦のすべてを指し揮きしていたのである。

　もちろん、単独でではない。バハウスの森全体はよく偽ぎ装そうされた将しよう兵へい数千によって密ひそかに守られていた。主しゆ力りよくはゴブリン、トロルの損そん害がいの少ない連れん隊たいが数個と、第５０１重じゆうゴーレム大隊、損害から回復していないため戦せん闘とう任にん務むに投とう入にゆうされなかったケンタウロス選せん抜ばつ騎き兵へい隊、それに新しん設せつの第１人ひと族ぞく義ぎ勇ゆう猟りよう兵へい連隊、さらに各種族が魔王へ忠ちゆう誠せいの証あかしとして魔王軍にではなく魔王個人へ（いまの場合はそのまま小野寺剛士個人へ）さしだしている小隊、分隊規き模ぼの親しん衛えい兵へいたちだった。剛士はアーシュラの進しん言げんをうけ、この親衛兵たちをひとつの部隊としてまとめ、当面の措そ置ちとして彼女に指揮官を兼けん任にんさせていた。名めい称しようは親衛総そう帥すい護ご衛えい大隊である。そのかわり……といってはなんだが、本ほん来らいならば剛士が最後まで手元に残しているべきケルベロス親衛突とつ撃げき戦隊などの足の速い部隊は姿すがたがみえない。クォルンの姿もなかった。

「ＳＶＳよりの伝令が参まいりました！」

　イミールの参さん謀ぼう将しよう校こう、バウズ・ジラモンがつたえた。

「読め」アーシュラがうなずく。

「発、第22特殊吸血鬼戦隊。宛あて、総帥本営　ワレ、奇き襲しゆうニ成功セリ」

　おお、と周しゆう囲いの参謀たちが声をあげた。リアにいたってはだれかれかまわずに抱だきついている。

　喜よろこんで当然だろう。魔王軍は戦争がはじまって以い来らい、ランバルトに先手をとられつづけてきたのだ。奇襲をうけたこともある。

　しかし今日きようは別だ。いままでとはすべてが逆になっている。

　アーシュラも微び笑しようを浮うかべかけたが、すぐに表情をひきしめた。小野寺剛士の表情に気づいたからだ。

　魔王領総帥はお義ぎ理りのようにうなずいただけで、あとはただ地図をみつめていた。理由は考えるまでもなかった。

　成功してあたりまえであるからだ。

　彼は、奇襲が成功するように準じゆん備びし、〈カルネアデス〉作戦を決行したのである。別に喜ぶ必要はないのだ。

「そこまでにしておけ」

　アーシュラは参謀たちをたしなめた。彼らは主おもに彼女が筆ひつ頭とう参謀だった時期の部下たちを集めていたが、新顔も多いため、いくらか口うるさくならなければならない。バカバカしいが、図ずう体たいが大きすぎて目め立だったり動き回るのが大変だったりするレルネーやカピラを前線につれてくるわけにはいかないのだから、しばらくは我が慢まんだ。

「戦たたかいはこれからなのだぞ」

　参謀たちはそそくさと仕事にもどった。アーシュラのいうとおりだったからである。

　その一いつ方ぽう、スフィアは周囲の騒さわぎから超ちよう然ぜんとし、ただ剛士だけをみていた。彼女の意い識しきにあるのは、剛士の指し揮きしている作戦ではなく、作戦を指揮している剛士のことだけであった。

「剛士様」

　身体からだをかがめ、スフィアはたずねた。

「お身体の具ぐ合あいは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うん」

　剛士の返答はあまりにも短い。



　いまごろになって眠ねむ気けがのしかかってきた──それもある。

　すべてが動きだしたことを知って、恐おそろしくなってきた──そのことも無む視しできない。



　しかし、いまの彼を縛しばりつけているもっとも太い縄なわは、ついこのあいだまで彼自身がもとめてやまなかったものだった。

　そのことに気づかせてくれたのはあの斉さい藤とうさんである。



　あの夜、ふたたび斉藤さんの家にあがりこんだ剛士が通されたのは応おう接せつ間まではなかった。いかにも昔むかし懐なつかしいお父とうさんの書しよ斎さいという感じの部へ屋やである。実際、そこは斉藤さんの書斎だった。

　すでにアーシュラも到とう着ちやくしていた。どうやったらそんなに素す早ばやく、とたずねたくなるほどのスピードで斉藤さんの奥おくさんの服に着き替がえたスフィアとともに剛士の後から入ろうとした。

　斉藤さんがなにかいう前に剛士は二人を制止した。悪いけど、外で待っていてと命めいじた。これから語られるだろう話は、自分の胸むねにだけ……少なくとも魔ま王おう領りようを支配する、あるいはしていた者だけが知るべきことであると思っていた。小野寺剛士の名前を叫さけんで倒たおれるかもしれないものたちにだけは教えられない、と確かく信しんしていたのだ。

　渋しぶ々しぶながら従したがった二人が扉とびらをしめたことを確たしかめ、ふりむくと、斉藤さんは文ふ机づくえの中にしまわれていた手のひらサイズの道具を二つ取りだし、うち一つを剛士に手て渡わたした。

　二つとも、同じものだ。握にぎると頼たよりなくおもえるほど柔やわらかい。

「魔王だったころにもらったんですよ。サイレンサー、という名前だった。握っている者の気を遮しや断だんするので、この世界の魔ま族ぞくや人族には我われ々われがなにを話しているのかわからなくなります。そのかわり、魔ま術じゆつも使えなくなりますが……まあ、我々には関係がないですな」

「魔術のまの字も知らない魔王や総帥ですからね」剛士君、珍めずらしく気の利きいた返事である。

　ははは、とさして楽しそうでもなく笑った斉藤さんは、それで、どんなことからでしょうかな、とたずねた。

「さきほど第一の仮か説せつ、と僕はいいました」

　剛士はいきなり本論にはいった。共きよう同どう入にゆう植しよく計けい画かくが魔王領側、すなわち斉藤さんの陰いん謀ぼうだった、という話である。

「その仮説から導みちびけるのは、田中さんの即そく位い後におこった共同入植地の襲しゆう撃げき事件は必ひつ然ぜんだったという仮か定ていです。さきほどお話ししたとおり、共同入植計画が進めば進むほどセントールは事実上、魔王領に組みこまれてゆくわけですから」

「だとするなら、襲おそったのはランバルトということになりますね」

「ええ。ですが……そうじゃありません。当時の記き録ろくは調べました。村を襲った者たちが、魔族と人族双そう方ほうであったことは残された足あし跡あとが証明しています。あの村に住んでいなかった種族の足跡も無数に発見されています」

「だとするならば、魔王領が手をだしたことになる」

「でも、事実ではありません」剛士はいった。「そうですよね」

「そう信じたいのかな、小野寺さん？」

「いいえ……」剛士はいった。

「そんなことをしても、なんの利り益えきもないからです。ランバルトとの仲が悪くなるだけで。それにあの当時、ランバルトはコレバーンとのあいだに貿ぼう易えきと領土の問題を抱かかえていました。むずかしいことはわかりませんけど、えと、彼らも敵てきは増ふやしたくなかったはずです。田中さんがランバルト王おう妃ひに送った密みつ書しよにはきちんとそのことも匂におわせてありました」

　斉藤さんは剛士をしばらくのあいだ見すえ、突とつ然ぜん、微笑ほほえんだ。

「いいですな、小野寺さん。信じるのではなく、調べ、推すい理りし、結論を導いたわけだ。どれほどありえないように思えても、最後に残されたものが真しん実じつだ──シャーロック・ホームズものを読んだことがありますか？　わたしはこちらにやってきてから読んだのです」

「僕は一冊さつだけです」

　剛士は恥はずかしそうだった。

「ミステリを読んでいても、トリックを気にしたことがなくて……あんまりいいミステリ読者じゃないです。いえ、ホームズの性格の悪いところは大好きですけど」

「性格の悪いところがいい、とはね」

　斉藤さんは少し考える様よう子すだった。そこから想像できる剛士という人間を思ったのかもしれない。

「それで若きホームズさん、このくたびれ果てたワトソンにまだ話したいことは？　なにか遠えん大だいな陰いん謀ぼうがたくらまれていたとでもおっしゃりたいのかな？」

　斉藤さんの瞳ひとみに冷たさが宿やどった。かつて、魔王領を統すべたことのある者だけがかもしだせる強きよう烈れつななにかを剛士は感じた。

「わたしはどう思われてもいいですよ。なにしろ、魔王だったのだからね。多少の悪あく事じは当然、というわけだ……いや、失しつ礼れい」

「僕もそう思いかけましたけど……」剛士は認みとめた。

「でも、だめでした。わざわざ戦争をおこすなんて、よほどの理由がないと受け入れられないはずです。学校で習ならったり、本で読んだりしたんですけど、戦争をふっかける理由は絶対に勝てると信じているか、あるいはこれ以外に方法がないからしかたなく……のふたつにわけられるそうです。僕はいまの戦争そのものは、魔王領にとって後のほうなんだと感じてます。あのほら、カルネアデスのなんとかって話が」

「絶対の自信と緊きん急きゆう避ひ難なん。ものはいいよう、とも考えられるがね。続きを」

「あの当時……というか田中さんの代になっても、魔王領にそのふたつはあてはまりません。絶対に勝てるとはおもえないし、戦争のほか方法がなかったわけでもない。いえもうひとつ、指し導どう者と国民がバカだったら……というのもありますけど、魔王領は頭のいい人がいっぱいいるから、そんなはずはありません」

「あなたは国家の見方がちょっと優やさしすぎるな。育った時代の違ちがいか……いや、どうぞ」

「はい。つまりそこで第二の仮か説せつを思いつきました。セントール共同入にゆう植しよく計けい画かくが侵しん略りやくでないのならば……考えられる理由はもうひとつです。当時の魔王領とランバルトは、本当に仲良くしたいと望んでいたのだ、と」

　斉藤さんは黙だまったままだった。しかしその額ひたいには汗あせが浮ういていた。

「その先を、小野寺さん。いや、その前に……」

　彼はなにかを思いだすように眉まゆをよせたあと、突とつ然ぜん、たずねた。

「さきほど天あま抜ぬけの話をした時、駅えき前の満まん腹ぷく食堂について話をしましたよね」

「え、あ、はい」唐とう突とつな話題に剛士はとまどったが、斉藤さんの表情をみて気づいた。皮ひ膚ふが突つっ張ぱっていた。異い常じようなほど緊きん張ちようしているのだ。

「あのおばちゃん……あなたにとってのおばあちゃんに、親おや子こ丼どんを注ちゆう文もんしたことは？」

「あります」

「食べたことはありますか？」

「……ありません。だってあのおばあちゃん、親子丼が嫌きらいだっていって、親子丼の値ね段だんでカツ丼を出してくれましたから」

「じゃ、なぜメニューに載のせられているのか、知っていますか？」

「太たい平へい洋よう戦争……おばあちゃんは大だい東とう亜あ戦争っていいましたけど、ともかくその戦争で亡なくなった御主人の得とく意いな丼どんぶり物ものだったから、嫌いでも消せないんだって……きっと、本当は嫌いだったんじゃないんだと思います」

　ほぉっ、と斉藤さんは息を吐はきだした。

「本当に天抜で暮くらしていなければ、知っているはずがない」

「いったいどういうことなんですか？」

「話せません。ですが、あなたの仮説は喜よろこんでうかがいます。第二の仮説のところからはじめてください、小野寺さん」

「……ええ」納なつ得とくはできなかったもののうなずき、剛士は話を再開した。

「ともかくです、僕は当時ふたつの国が本当に友ゆう好こう関係を結むすぼうとしていたと想像しました。仲良くなるのだから、魔王領のようになってしまってもかまわないわけです。いずれランバルト本国もそうなるならば」

「なるほど」斉藤さんの顔は脂あぶら汗あせでぎらぎらしていた。「もっと先を？」

「いや、あの、自分でも変だとは思ったんですけど」

「いいから。あたなはおかしくなんてありません」

「あ、はい……ですから、あの、僕に思いつけた筋すじのとおる結論はただひとつだけでした」

　剛士はサイレンサーを指が白くなるほどきつく握にぎりしめていることに気づいていなかった。

「共同入植計画は本物でした。というより……さらに友好関係を発はつ展てんさせるための第一歩だったはずです」

「…………」

「それ以外考えられません」

「なぜそこまで友好を？　ランバルトは人ひと族ぞく絶ぜつ対たい思し想そうの強い国ですよ。実際にあなたも戦せん場じようで目にしたはずです」

「はい」剛士は魔族を心しん底そこからバカにし、蔑さげすんでいるランバルト兵たち……戦場で話した捕ほ虜りよたちのことを思いだした。

「でも、納得できるだけの理由があれば、大部分の人たちは考えをかえる……というか、受け入れてくれると思います」

「その理由とは。そんな理由が存在するとして」

「さっきよりすごい想像になるんですけど……あの……」

「どうぞ」

　剛士はごくりと唾つばをのみ、一気にまくしたてた。

「国をそこまで動かす理由はひとつしか考えられません。魔王領とランバルトに共通の敵てきが存在するからです。あの時ふたつの国は、もっと強い敵に対する事実上の軍ぐん事じ同どう盟めいを結ぼうとしていたんです」



　結局、斉藤さんはなにも教えてくれなかった。いまはなにもいえない、と繰くり返しただけだった。

　ブラントラントにきてたった一ヶ月の子供が、ともつぶやいた。

　剛士はあえてたずねなかった。その必要がないと思えたからだ。

　彼は他人から蔑まれることに慣なれている。だから、バカにされていたら、すぐにわかる。

　小野寺剛士の思いつきをバカにしているのであれば、脂あぶら汗あせはかかない。口も固くならない。

　そして突とつ然ぜんたずねてきた満まん腹ぷく食堂のこと。

　あれは……

　あれはまるで、身元を確かく認にんしているようではなかったか。

　小野寺剛士が本当に天あま抜ぬけからきた人間かどうかを。

　わからないといえばなにもわからない。しかし……剛士は、この戦争をどのように受けとり、戦たたかうべきか、以前ほどの抵てい抗こう感かんはなくなっていた。

　なにかが存在し、自分がそこに近づいていることがわかったからだ。

　いまのところはそれで充じゆう分ぶんだった。小学校の算数を知らずに中学の数学は理り解かいできないし、中学で数学を適てき当とうにすませていると、高校で泣きをみることにもなる。センター試験はもちろんだ。

　戦争だって変わらない。すくなくとも剛士はなんだかわからない、という立場から一歩は前進した。

　いや、たいして前進したわけではないのだ。これまでは顔を押おしつけられそうになっているのが小しよう便べん器きか大便器かすらわかっていなかったのが、独特な臭においであ、こっちかとわかった程度ではある。

　が、なにも知らないよりは絶対にマシだ。

　小さいほうであれば水を流されても溺おぼれる危き険けんはないし、大きいほうであればどこにレバーがあるかわかっている。

　危険をさけ、立場を逆ぎやく転てんさせる可能性をそこから考えることができるのだ。

　ならばいまは、戦争に全力を傾かたむけよう。約やく束そくがある。ミレス・ティントとの約束。

　そして、彼と同じ立場にある無数の魔族と人族たちを戦せん場じように向かわせているもの。

　僕がかれらにかいま見せたという未み来らい。

　その未来を信じる一人、アーシュラのクールな声が報ほう告こくしていた。

「ＳＶＳ主しゆ力りよくが主目もく標ひように突とつ入にゆうしました」



　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬のできごとだった。

　暗くら闇やみから宙へ、わきあがるように無数の影かげが飛んだ。

　外がい見けんは……女だ。美しい女たちだ。

　魅み力りよく的な曲線を描えがく肢し体たいを深ふか緑みどりの迷めい彩さい服ふくに包つつみこんでいる。

　背中から翼つばさがのびていた。漆しつ黒こくの翼だ。コウモリの翼によく似にている。



    

  
    
      　カミラ・バーナバス大たい佐さの特とく殊しゆ吸きゆう血けつ鬼き戦隊は、すべての目標にむけ、吸血鬼としての能力をフルに発はつ揮きしながら突とつ入にゆうした。彼女たちは闇に溶とけ、空くうを舞まい、あるいはそっとベッドへ滑すべりこむようにランバルト軍へ襲おそいかかった。

　おそるべきヴァンピレラたちの奇き襲しゆうを浴あびたのは強きよう大だいな戦せん闘とう要よう塞さい、マリウクスではない。

　アディスン街かい道どう上に点てん在ざいするすべての補ほ給きゆう拠きよ点てんであった。

　襲しゆう撃げきの標ひよう的てきとなったのは、不ふ幸こうな警けい備び兵たちをのぞけば人ではなかった。

　馬ば車しや馬うまであり、馬車であり、小山のように積つみ上げられて夜明けを待っている補給物ぶつ資しだった。

　だれもが戦場に期き待たいするような雄お叫たけびはない。

　魂たましいを消し飛ばしてしまうような悲ひ鳴めいもあがらない。

　美しき吸血鬼たちは、ただひっそりと警備兵と馬を殺したのち、馬車と補給物資へ同時に火を放はなった。

　火はまたたくまに勢いきおいを強め、巨きよ大だいな炎ほのおに成長する。冬場を前にして空気が乾かん燥そうしていたこと、補給物資のなかに、ランプ用の油が大量にふくまれていたことが災わざわいした。

　熱ねつと炎の轟ごう音おんに眠ねむりを破やぶられたランバルト兵たちが兵へい舎しややテントから外に飛びだした時彼らが寝ねぼけ眼まなこで目にしたものは、自分たちが眠りこけているあいだに手のつけようもなくなってしまった大だい火か災さいと、悠ゆう然ぜんと闇のなかに消えてゆくヴァンピレラたちの後うしろ姿すがただけだったのである。
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「いったいなにをしていたのだ！」

　数時間後、ヴィル・グラッサー男だん爵しやくはマリウクス城じよう塞さい司し令れい部ぶで獣けもののように吠ほえていた。

「充じゆう分ぶんな警けい戒かい態たい勢せいがとられているはずではなかったのか？」

「そういう報ほう告こくだったのだ」玉ぎよく座ざの一段下にもうけられた司令官用の椅い子すにこしかけたイーサン・ウランコール将しよう軍ぐんが応じた。いつものようによどみのない声だが、表情は沈ちん痛つうである。

「報告もなにも現実に……」

「ヴィル、少し落おち着ついてよ」

　鋭するどく口を挟はさんだのはランバルト軍では数少ない女性指し揮き官、隊たい将しようフェイ・マラックスである。ぷりりんの15歳さい、眼鏡めがねっ娘こでポニーテールで弓ゆみの達たつ人じんであり、かててくわえて赤毛で短たん躯くの人間戦車、愛あい妻さいを病やまいでうしなって三年のウランコールおじさまが大好き、というなかなか特とく殊しゆなお嬢じようさんである。

「しかしだな、フェイ」

　グラッサーはわずかに声をやわらげていた。

　人間の女性には不ぶ器き用ようなほど優やさしい男だからである。ならばまあ見かけは似にたようなもんなのだからフェイがグラッサーにアレでもいいやんか、というのは適てき切せつな疑問であるけれど、じつはこの二人、母親同士が姉し妹まいだったりするのでそっち方面にはいかず、優しいお兄にいちゃんとちょっと気の強い妹、というノリで関係が固定してしまっている。フェイがウランコール様好き好き、なことも知らないどころか、じつはウランコールを彼女に紹しよう介かいしたのはグラッサーであるので、お互たがいの関係が妙みような方向へ進むことはありえない。なにもかもが18禁きん美少女コミックのように展てん開かいしてくれるわけではないのだ。

「いまはそれより、損そん害がいと敵てきについての情じよう報ほうを検けん討とうすべき時期よ」

　さすが眼鏡っ娘の身で精せい強きようランバルト軍の一いち翼よくを担になっているだけのことはあった。フェイ・マラックス、冷れい静せいである。もちろんもうひとつ理由はあるのだが、それはいわぬが花。ウランコールがいかにもありがたそうにうなずいたと記しるすだけで充じゆう分ぶんだろう。

「考えたくもない規き模ぼだ」

　人間戦車はいった。

　目の前に、続々と届とどけられた悲ひ報ほうをまとめた書しよ類るいがある。夜明けから数時間、ようやくのことでランバルト軍の被こうむった損害の大きさがあきらかになっていた。

「セントール平へい野や部のアディスン街かい道どう上に置かれた物ぶつ資し集しゆう積せき所じよはすべてやられた。兵の損害はたいしたことがない……合計しても１００名に満たない。しかし、現実は補ほ給きゆう部隊が全ぜん滅めつしたのと同じだ。敵は馬を殺し、馬車と物資を焼やいた。どれぐらいで再さい建けんできるのか、儂わしには見けん当とうもつかん」

「だから、警けい戒かいはして……」

「補給部隊は儂の……マリウクス城じよう塞さい司し令れい部ぶの指し揮き下かに置かれていなかった。もしわかっていたとしても、ウルリスの許きよ可かがなければなにもできなかった」むしかえそうとしたグラッサーをウランコールはさえぎった。

「いったい誰だれの指揮下にあったのだ」

「……ウルリスだ」

　うっ、とうめいたきりグラッサーは黙だまりこんだ。当然の理由があった。

　このあいだまでならばこの失しつ態たいはウルリスの王国軍総そう本ほん営えいの責せき任にんである。

　しかし、フェラールがウルリスへもどっているいまの場合、責任はフェラールその人にあるということになるのだ。

　むろん、対魔ま王おう領りよう戦争に投とう入にゆうした軍をこのような形でわけたのはシレイラ王女である。よかれと判断したうえでの決定だった。マリウクス駐ちゆう留りゆう軍ぐんをして心置きなく魔王軍との戦たたかいに専せん念ねんさせられるよう、城塞の東方で必要となる軍事上の問題は、すべて王国軍総本営の直ちよつ轄かつ下かにおいたのである。ブラントラントが、マスコミの伝つたえる憶おく測そくや新製品のコマーシャルは即そく時じに全土へ……少なくともゴルソン大たい陸りくすべてへ伝わるが、政治・経けい済ざい・軍事情報といった機き密みつ性と緊きん急きゆう性の高い情報はかえって時間が必要になるという変な世界であるからだった。

　マリウクスからウルリスまで馬で三日なのに対し、ワルキュラまでならば（もちろん、ただ駆かける場合）一日半。戦争に勝つためであれば、前線の連中には三日より一日半のことを考えていてもらうほうがいい。シレイラちゃんらしい明めい快かいかつ筋すじのとおった決定である。将しよう兵へいが……ことに将しよう軍ぐんたちが（政治的にも、軍事的にも）本国の方角ばかり気にして戦っている戦争はシレイラちゃんの理想とはほど遠いのである。

　そして、これまではうまくいっていた。なんの問題もおこらなかった。

　押おされる一方であった魔王軍の意い識しきはセントールの防ぼう衛えいから魔ま都とワルキュラの防衛へと集中し、マリウクスの向こう側のことなど、考えもしていなかったからだ。

　魔王軍の奇き襲しゆうは、その点をあまりにも鋭するどく衝ついてきた。

　戦場の西への移動と魔王軍の消しよう極きよく的てきな行動は、ランバルト軍の脳のう裏りからも、ウルリス東方を消し去る効こう果かをおよぼしていたのだ。

「マリウクスの維い持じに問題はない」ウランコールはなだめるような声になった。

「周辺での、規き模ぼを限った作戦もだ。現在、城じよう兵へい約２万。食料の備び蓄ちくは１年もつ。我われ々われに限るなら、なんの不安もない」

「わかっているが……しかし、これは痛いたいぞ」

　ウランコールはあっさりと事じ態たいを要よう約やくした。

　負ける、とおもっているわけではない。それどころか、勝利を得えるのがランバルトであるという確かく信しんには微み塵じんのゆらぎもなかった。マリウクス城塞にくわえ、本国の強大な軍事力をもってすれば、勝利は確かく実じつとしか思えないからだ。魔族の特とく殊しゆ部隊がどれだけ暴あばれようとも、大たい勢せいに変化はない。

　ただ、勝利を得るのにより時間がかかり、余よ計けいに人が死ぬことになるだけだ。

　グラッサーの頭に血をのぼらせ、フェイに冷れい静せいさを保たもたせ、ウランコールの気分を重くしているのはこの一点だけなのである。

　誰だれ一人として戦争の長期化など望んでいないからだ。本当は平和主義者だから──というわけはない。長期戦は国を疲ひ弊へいさせ、臣しん民みんの不満を高め、最終的には貴き族ぞくである彼らと、そして国王フェラール三世の足あし下もとを揺ゆさぶりかねないからである。軍人とはいえこのクラスの連中で、なおかつ本業は貴族ともなれば、単純に戦争大好き！　と爽さわやかに断だん言げんできなくなる。ただ勝てばよいわけではない、とわかってしまうからだ。

「痛いどころではないぞ、イーサン」

　グラッサーの言葉にウランコールは深くうなずいた。この二人、以前は肩かたを並ならべて戦たたかったこともあるので、お互たがいの能力を信しん頼らいしている。

「来年の予定がすべておかしくなってしまう、ヴィル。ウルリスが……つまり陛へい下かが、来らい春しゆん以い降こう、決定的な大だい攻こう勢せいをしかけようと考えておられたのはまちがいないのだ。魔族どもはそこに目をつけた。知ち恵え者しやがいるものとみえる」

「決まっておる、奴やつだ。オノデラゴウシだ」

　グラッサー、呪のろいの言葉のようにその名をつぶやいた。

「考えてもみろ、儂わしが本営に突とつ入にゆうしかけた時、魔ま光こうとともにあらわれた奴が邪じや魔まをした。このあいだの戦いくさもそうだ。あの薄うす汚ぎたない魔王を捕とらえたというのに戦に勝てたわけではなかった。自分の王を囮おとりにして戦うなど、正せい常じようではない」

　あ、とうとう剛士君くんを壊こわれた人にしてしまいました。いやでも、いってること自体はウソではない。というか、正当な評ひよう価かだ。ただ言葉が悪いだけである。

「今回もそうだ。奴は演えん習しゆうの名を借かりて軍と物ぶつ資しをかき集め、投とう入にゆうしたのだ」

「それだ。しかし……」

「早すぎるのよ、動きが」

　二人の豪ごう傑けつ将軍はフェイを注ちゆう視しした。わずか15歳さい。シレイラちゃんのような天てん才さいではないかわり、そんじょそこらの騎き士しなどくらべものにならないほど戦の場ば数かずを踏ふんでいる彼女の意見は無む視しできない。それにまぁ、かわいいし。

「我われ々われに気づかれずにマリウクス東方へ部隊を展てん開かいさせるには、かなりの迂う回かい路ろをとる必要があるはずよ。ペガサスや騎き兵へいに発見されるのを避さけるために夜だけ行動し、魔族の肉体的な優ゆう位いをおもいきり活用したとしても、五日以上はかかる。でも五日前には……軍の集しゆう結けつすら終わっていなかった」

　そのとおりだった。ウランコールとグラッサーはうなずいた。

「つまり……魔族どもは足の速い、この種の任にん務むの得とく意いな部隊を後こう方ほうへ潜せん入にゆうさせた」

「そうか！」グラッサーは会議テーブルを叩たたいた。

「そうだったのか！」

　彼には、パズルのピースがすべてはまったように状じよう況きようがみえてきた。

「奴は、こちらと同じ手を用もちいているだけなのだ──もっと大だい規き模ぼにして」

「予想すべきだったな」ウランコールがいまいましげに同意する。

「奴らにも吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうの特とく殊しゆ部隊があることに、もっと注意を払はらっておくべきだった」

　ウランコールは悔くやしげである。たしかにそのとおりなのだが、どうにもならなかったことでもあるからだ。

　魔王軍にＳＶＳやＳＷＳと呼よばれる特殊部隊があることはランバルトもつかんでいた。しかしこれまで、魔王軍はその戦力を戦せん場じよう以外で用もちいたことがなかったのだ。決戦を重じゆう視ししていたためか、会戦前の襲しゆう撃げきや攪かく乱らんが主おもな任務だったのである。今回のように、まあいってみればエラく根こん性じようの悪い任務に投入したのはこれが初めてなのだ。警けい戒かいしていなくて当然である。

「いまさらいっても詮せんないことだが」グラッサーがつけくわえた。

「あのゴローズのやくざどもを投入したことそのものが間ま違ちがいだったのだ。敵てきに、真まっ当とうな軍隊がもっとも不ふ得え手てな敵がなにか、教えてしまった。それにだ……考えるまでもなく、破は壊かい活動には奴らのほうがむいている」

「ともかく、敵の真しん意いを考えることだ」

「三つ考えられるわ」フェイがすかさずいった。

「第一に補ほ給きゆうラインの破壊。第二にこのマリウクス城じよう塞さいの包ほう囲いによる無力化。第三は罠わな。わたしたちを罠にかけて出しゆつ撃げきさせ、戦力の落ちたマリウクスを奪うばおうとしている」

　当然第一の推すい定ていではないか、それがもっとも効こう果か的で、成功の可能性が高いのだから──グラッサーとウランコールがそう考えかけた時、ふっ、と黒い影かげが部へ屋やの隅すみに出しゆつ現げんした。

「何奴！」

　グラッサーが剣けんをつかみ、ウランコールが身み構がまえる。フェイは素す早ばやく身体からだの位い置ちをずらしていた──もちろんウランコールを庇かばうような位置に。

「諜ちよう報ほう局きよくです」

　影はこたえ、顔をあげた。

「おんな──いや、子供か」

　グラッサーは緊きん張ちようを解といた。剣を置き、優やさしい声でたずねる。

「何用か、いいなさい」

「ゴローズ男だん爵しやく様よりのお知らせにございます」

　シュリは懐ふところにおさめていた報ほう告こく書しよを取りだした。

「ゴローズ……そうか」

　グラッサーは受け取った報告書を自分では開かず、ウランコールに手て渡わたした。いくら親したしくても、お互たがいの立場は守らねばならない。

「書かれたのは、昨日きのうか……」

　ウランコールがつぶやき、目をとおした。ふーむ、とうめき、グラッサーに手渡す。

「昨日のうちに届とどいていれば」

　手渡されたグラッサーがうめき、いや、無む理りかとつぶやいた。

　単独で敵てき地ちにもぐりこんでいるゴローズの部隊は友ゆう軍ぐんと連れん絡らくをつけること自体が危き険けんだとわかっているからである。ゴローズとその特とく殊しゆ部隊のことを嫌きらっていながら、こういったポイントをはずさないところはさすがグラッサー、ただの脳のう筋きん野や郎ろうではない。

　最後にフェイが目をとおし、小さく溜ため息いきをついた。

　回し読みするのに２分もかかっていない。

　しかし、決定的な２分であった。

　読み終えた時には、彼らの中にさきほどまでとはまったく異ことなる判断が成立していたからである。

　魔王軍主しゆ力りよくが動いているのであれば、話が違ちがう、ということだ。

　補給ラインを破壊することが目もく的てき、という推すい定ていがもっとも有力だった理由は、魔王軍主力が動いていない、という前ぜん提ていにおいてである。いかにも動いているように見せかけてはいるが、実際は特殊部隊だけの攻こう撃げきにすぎない。だからこそマリウクスではなく、アディスン街かい道どう上の物ぶつ資し集しゆう積せき所じよのみを叩たたいてきたのだ、という判断なのだ。

　だが、ゴローズからの報告は、魔王軍主力が行動中であると伝つたえてきた。マリウクスにむけて進軍している、とも報しらせている。

　フェイが指し摘てきした、他のふたつの推定が突とつ然ぜん、有力になったのだ。

「罠わなだ」

　最初に断定したのはグラッサーだった。

「オノデラゴウシは後うしろ暗い戦たたかいを好このむ。このあいだもそうだった。絶対に、罠だ」

「フェイ？」ウランコールがたずねた。

「わたしも、そうだとおもう。挑ちよう発せんしてしくじらせ、マリウクスを奪うばうつもりよ」

　ウランコールはうなずき、二人に命じた。

「儂わしも同意見だ。ヴィル、すまないが、小しよう規き模ぼな偵てい察さつ隊たいを──そうだな、10隊ほどでっちあげろ。罠だとしても情報は必要だ。フェイ、苦労をかけてすまないが、全城の兵を完全な戦せん闘とう配はい置ちにつけるのだ」

「わかった」

「うん」

　グラッサーとフェイはうなずいた。フェイは即そく座ざに部へ屋やをでたが、グラッサーはたちどまり、控ひかえ続けているシュリに話しかけた。

「名前はなんという」

「シュリにございます」

「この後あとの命めい令れいは受けているのかね」

「本ほん来らいの任にん務むへ戻もどるべきかと」

「本来の任務とはなにかね」

「ワルキュラに潜せん入にゆうして」

「やめなさい。それはいけない」グラッサーは諭さとすようだった。皮肉なことに、ゴローズとほとんど同じ判断をくだしている。

「男だん爵しやく様……それは……？」

「ワルキュラの諜ちよう報ほう局工作員は摘てき発はつをうけた。おそらく全ぜん滅めつだろう。今になってみれば本当の狙ねらいも理り解かいできるが……ともかくだ、君きみはウルリスに戻り、上じよう司しの命令を仰あおぐのだ。まもなくここは戦せん場じようになるのだよ」

　しかしシュリは彼の気き遣づかいにこたえられなかった。ただ呆ぼう然ぜんとつぶやいただけだった。

「全滅……全滅ですか」

「ともかく、ワルキュラはだめだ。もし君が逮たい捕ほされたなら、我われ々われがどれほど情じよう報ほうを掴つかんでいるか、知られる可能性がある。許きよ可かできない。ウルリスに戻りなさい」

「男爵様……いったい誰だれが仲間たちを狩かりたてたのでしょうか」

「オノデラゴウシだね、あの男だ。おそらく自分の軍ぐん勢ぜいと共ともに行動しているだろう」

　シュリはその言葉を噛かみしめているようだったが、すこしおいて、静かに答えた。

「せめて、ゴローズ男爵様のもとに復ふつ帰きすることをお許ゆるしください。共に行動することがもうひとつの任務なのです」

「奴やつは君のようなこ……者まで戦たたかわせようとしているのか」

「いいえ。戦いに関かかわることをお許しになりませんでした」

「そうか。奴にもそういうところがあるか……よろしい、いきなさい。くれぐれも無む理りはしないように。望んで親おや兄きよう弟だいを悲しませることはないのだからね」

「御ぎよ意い」

　シュリの姿すがたが消えた。

　廊ろう下かでフェイが待っていた。にまーっと彼をみつめている。

「ほんっとにもう、女の子には甘あまいんだから」

　グラッサーは微び笑しようし、彼女に応じた。

「フェイ、おまえもあぶないことはするな。兵を監かん督とくするだけでいい」通路を歩きながらグラッサーはいった。どこまでも、妹の身を案ずる兄の態たい度どである。

「うん」フェイ・マラックスは素す直なおにうなずいた。アタシだって戦えるんだから、といいたくもあったけれど、グラッサーの気持ちはあまりにもありがたく、口答えなどできなかった。

「それでいい」グラッサーは部下の前では決してみせない優しい顔でうなずいた。「あまりお転てん婆ばがすぎると、イーサンが心配するからな」

「やだ、もう」

　楽しげに笑いながらグラッサーは足早に去り、ガルスとマークスにウランコールの命令をつたえた。

「なるほど。選びます」と、ガルス。

「フッ」とうなずくマークス。

　通常、ランバルト軍が偵てい察さつに多た用ようするペガサス空中騎き兵へいをもちいない理由は二人にとってたずねるまでもなかった。

　ゴローズの伝つたえてきたとおり、魔王軍主しゆ力りよくが動いているのであれば、あの危き険けんなウィングドラゴンが活動しているはずであり、小しよう規き模ぼなペガサス空中騎兵偵察隊では対たい抗こうなどできない。集団戦せん術じゆつをとれないペガサス空中騎兵がいかに脆ぜい弱じやくかは、第二次じセントール会戦が証明している。あの時、彼らの敵てきオノデラゴウシはまず空中騎兵をウィングドラゴンに襲おそわせ、戦せん況きよう逆ぎやく転てんの素そ地じをつくりあげた。いえあのランバルト軍がそう信じているってだけですが、ともかくそれが現実だ。

　その点、普ふ通つうの騎兵偵察隊のほうが素す早ばやく森などに身を隠かくせるだけまだマシなのだ。

　グラッサーはたちどころに偵察隊の準じゆん備びを終え、順じゆん次じ出しゆつ撃げきさせた。目もく的てきは魔王軍の動きをつかむこと、彼らについてのより詳くわしい情じよう報ほうを持ってマリウクスにもどりつつある王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズの援えん護ごである。



　　　　５



　バハウスの森。魔王軍総そう帥すい野や戦せん本ほん営えい──というとアレですが、実じつ態たいは幌ほろつきのでかい絨じゆう毯たんのすぐそばに、軍のものでありながら軍人たちがほとんど出入りしていない大型テントがあった。テントの入り口には

　魔王軍報ほう道どうセンター

　と、看かん板ばんがある。

　こんなものが設せつ置ちされるのは史し上じよう初めてのことだった。いやま、戦場取しゆ材ざいというのは以前からあり、従じゆう軍ぐん記者、従軍念ねん写しや師なんて職業もあったりするのだが、あくまでも戦争ダネをもとめる功こう名みよう心しんあふれまくりの連中が軍にたのみこんで部隊に同行する、というもので、軍が報道にはっきりと協力する姿し勢せいを打ちだしたのは本当に初である。

　小さな通信社や新しん聞ぶん社はこの配はい慮りよをありがたがった。これまでの、自分の足でネタを拾ひろって来い、という手しゆ法ほうではどうしても目をひく記事をつくりにくかったからである。

　実は大おお手ての方も同じように考えている。ことに今回のように、奇き襲しゆうを狙ねらった作戦では軍の協力などえられず、憶おく測そくレベルの情報を流して反はん応のうをみる、なんてえげつない手を使わなければ間まもちしないからだった。

　が、だれもが素す直なおにありがたがっていたわけではない。

「ここで総帥に取材させていただければ、視し聴ちよう者しやは──」

「それはさ、わっかるけどー、閣かつ下か忙いそがしいの、いま。もともとあんな見かけなのにくわえて、ちょっと寝ね不ぶ足そくだからカメラ映うつりすんごく悪そーだし、ごめんね」

　食い下がっているのはＭＮＮの中島ワティア、いつもの調ちよう子しではぐらかしたのは中央魔法局ＣＭＡを率ひきいるセシエ・ハイムである。マルチタスクにできている魔ま族ぞくの強みか、セシエは第87独立エルフ魔ま導どう大隊の指し揮き官でもあるので、当然のように戦場にでてくる。といっても今回の主おもな任にん務むはこの報道センターでの記者会見をとりしきる広こう報ほう参さん謀ぼうである。

「でも、アレはアレでやるときゃやるヒトだから……ま、マリー・セレスト号にでも乗ったつもりで安心して」

「でも乗客乗員みんな行方ゆくえ不明……」

「じゃ、タイタニック号」

「処しよ女じよ航こう海かいで沈しずみました」

「なら、戦せん艦かん大和やまと」

「撃げき沈ちんされた艦ふねですっ！」

　どこまで本気なのかロクでもないたとえではぐらかそうとするセシエに、ワティアはなおもくいさがった。

「しかし、軍の発表をそのまま、それも、軍が許ゆるした方法でだけ伝つたえているのでは、公正な報道とはいえません」

　とんでもない美女であるセイレーンの母と、まごうことなき縄じよう文もん系けい日本人の父とうちゃんの血が融ゆう合ごうして見み事ごとな美しさをつくりあげている顔が怒いかりに染そまっている。戦せん闘とう服ふくがわりに着きているサファリシャツを突つき破やぶりそうなほど盛もりあがりを見せている胸むねの振しん幅ぷくも大きい。

「だってほら、こっちも居い場所がばれたら困こまるし。正しよう直じき、いままでとはだいぶん違ちがう戦たたかい方なんで慣なれるのが大変なのよ」

　セシエのいっていることはまんざらウソではない。考えてみれば、主しゆ力りよくが出しゆつ撃げきしているのに実際に戦っているのは特とく殊しゆ部隊がほとんど、という大作戦は過か去こに例がない。これまでは、出撃すなわち大会戦、だったのである。

「つまり、魔王軍内部にも総そう帥すいの指し導どうに対する疑問の声がある、ということですか？」さすがジャーナリスト、ワティアはすかさずツッこんだ。

「まっさかぁ」

　けろりんぱな見かけにあわせたのか、フリルつきの野や戦せん服ふく（ってなんじゃそれは）を着ているセシエはぶいぶいっと否ひ定ていした。

「そーすいが来てくれたらいきなり勝ち戦いくさになったのに、文もん句くなんかつけるわけないじゃない」

「ということは田中魔王の指し揮き下かでは不満が……」

「あはは、それもないわね。あの人、見かけはヘンだったけどいい人だったもん。あ、そろそろ会議の時間だから、じゃね」

　見事にハズされた感じのワティアを残し、セシエは本営に駆かけ戻もどっていった。

「さすがに君きみでも無む理りか」

　にやにやとしながらたずねたのはぴしりとプレスされたサファリスーツを身につけたザウズ・クレイモンである。同じＭＮＮなので一応はワティアの同どう僚りようということになるが……実際はライバルだ。

「君はあの総帥にずいぶん御ご執しゆう心しんじゃないか。父ちち上うえと同じ土地の出しゆつ身しんだってのに惹ひかれたか」

「ええ、そうかもね」

　ワティアは女たらしで名高い同僚の言葉へ素そっ気けなく切り返した。

「おいおい本気なのか」

　ザウズは大げさに両手をひろげてみせた。いまカメラが回っていてもなんの問題もないオーバーアクションだ。

「ま、好このみならとやかくはいわんが、やっこさん、ランバルトの方じゃひどいこといわれているぜ。人ひと族ぞくの裏うら切ぎり者とか、魔ま族ぞくとのあいのこ、とか」

「それは良かったわ」キッとなったワティアは蔑さげすみの目でザウズをみつめた。

「わたしだって人族と魔族の混こん血けつだもの。あいのこ、ですって？　あなたも報道にかかわってるならもう少し言ポリテイカル・葉コレクテイブネスに気をつけたら？」

　ワティアはぽかんとしているザウズを置き捨すて、憤ふん然ぜんとして歩きだした。彼の態たい度どにはもちろん腹を立てていたが、気がたっている理由はそれだけではない。

「これは軍から報道へのサービスじゃないわ」

　彼女は独ひとりごちた。

「軍が報道を操あやつろうとしているのよ」

　それを命めいじたのが誰だれであるか唐とう突とつにおもいついたワティアは慄りつ然ぜんとした。父の言葉がよみがえった。いずれは皆みな、彼に頼たよるようになる……

　わ、なんかシブイ展てん開かいになってますがまあ、これ、あくまでもワティアの主しゆ観かんはいりまくりです。

　当の総そう帥すい閣かつ下か、剛士君くんはといえば、さすがにそこまでは考えてない。

　だものだから、

「……ってことで、ずいぶん文もん句くつけてる連中もいるのよね」

　と、本営にはいってきたセシエにいわれても、はあ、そりゃ、というしかない。

　なんか大だい災さい害がいだとか戦争だとかいうと必かならず報道センターがでてきたりするのをニュースでみたことがあるのと、まあ、あのインタビューの経けい験けんで、マスコミには親しん切せつにしといたほうがいいんじゃないか、とセシエあたりに相そう談だんし、やっちゃっただけのことだからだ。情報を抑おさえていたり、取しゆ材ざい陣じんが本社へ記事や霊れい像ぞうや念ねん写しやを送る機会を制限しているのは、そりゃ作戦の詳しよう細さいがだばだばもれては困こまるからで、作戦発はつ動どう前から手をつけていたこと。別に大だい陰いん謀ぼうなんて考えてやしない。彼にしてみれば、こうくりゃこうだよね、という程度。軍が便べん宜ぎをはかるという餌えさでマスコミを集め、情報の流れをコントロールしてしまう結果は偶ぐう然ぜんに近い。

　とどのつまり、セシエに任まかせておくより手はなかった。そうでなくても忙いそがしいわ眠ねむいわ高こう速そく怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろは全開だわで、細こまかいことを考えていられないのである。

　情報は作戦開始から半日近くすぎたいまも、怒ど濤とうのように押おし寄せている。

「総そう統とう命めい令れい第１号により行動を開始したＳＶＳはこれに成功、ＳＷＳと合ごう流りゆうし、今こん夜や半はんの行動にそなえ、待たい機きにはいりました」

「マリウクスのランバルト軍は警けい戒かいを強化しておりますが、大だい規き模ぼな出しゆつ撃げきの兆ちよう候こうはみとめられません」

「ランバルト本国からの増ぞう援えん部隊については報ほう告こくなし」

　剛士君、学生服の襟えりホックおよび第一ボタン外はずし、といういつものスタイルでうーん、と椅い子すの背にもたれかかった。

　目の下にクマつくっちゃったりしてはいるが、無ぶ精しよう髭ひげはのびていない。朝あさ方がた、スフィアに剃そられてしまったのである。

　いまや、さまざまな事こと柄がらについて面めん倒どうくさがりである彼が戦争にだけ意い識しきを集中していられるように、彼女の世せ話わ焼やきぶりはとんでもないレベルに及およんでいる。みていてうらやましい、を越こえていた。剛士がなにもいわずにいるとちり紙片手に溲し瓶びんやオマルまで持ってきかねない。

　ファッションも気き合あいがはいっている。日が昇のぼる前に、いつのまにか着き替がえていたのである。

　いつもの女子制服ではない。

　胸むねに天あま抜ぬけ高校の校こう章しようがはいった半はん袖そで体たい操そう服ふく。いまや絶ぜつ滅めつ寸すん前ぜんの紺こん色いろブルマ。白のハイソックスに運動靴ぐつ（決してスニーカーではないのだ！）。でもってその上には学校指定ジャージの上うわ着ぎチャックあけ。頭にはもちろんヘアバンドとみまがうばかりのハチマキという体たい育いく祭さいルックである。んでもってあの大おお鎌がまをしっかりと立てて剛士の傍かたわらから離はなれない。

　なんというか剛士君が、魔王軍の総そう帥すいというより学園を密ひそかに支配している影かげの生徒会長という感じなのであった。

　リアちゃんの方は、まあ、当面やることもないのでヒマそうである。結局はマネフ茶をみんなに配くばったり、疲つかれちゃった参さん謀ぼうのおじさんたちの肩かたを叩たたいてあげたりして、総帥野や戦せん本ほん営えいというミリタリーな名前のついた場所を思いっきりアットホームにしてくれていた。

「すべて予定通りです」このなかでただ一人本当に多た忙ぼうなアーシュラが報告を要よう約やくし、剛士につたえた。

「総統命令第１号は──」

「あの参さん謀ぼう総長」剛士がさえぎった。

「はい、閣かつ下か」アーシュラはまっすぐにみつめた。

「いやあの、変な質問なんだけど」剛士は紅あかいサングラスに隠かくされた瞳ひとみにおどおどしながらいった。スフィアが肩をにぎったのがわかった。驚おどろくほど力がこもっていた。

「さっきから総統命令っていってるけど……あの僕は総帥で」

「ああ」

　一いつ瞬しゆんいぶかしむ顔を浮うかべたアーシュラだったが、すぐに微び笑しようで応じた。

「総帥統合野戦命令の略りやくです。いちいち口にしていられないので略してありますが……いけませんでしたでしょうか」

「ああ、いやなんかほら、総統っていうと口くち髭ひげ生はやして右手あげてバカな演えん説ぜつしてる人みたいでなんか。それにあの、ミリタリーマニアみたいだし」

「あの、剛士様」意外なことにスフィアが口を挟はさんだ。

「なに」

「……軍隊って、ミリタリーそのものだとおもいますが」

「あ」

　失しつ笑しようが渦うずをまいた。剛士のボケをあざ笑ったのではなく、心の余よ裕ゆうがもたらした笑いである。勝ち戦いくさは気分を明るくしてくれる。

「失しつ礼れいかと存じますが……ここまでうまくいくとは思いもしませんでした」そばに寄り、小さな声でアーシュラがいった。

「敵てきが用もちいた手をそのままやりかえすとうかがったときは、いったいなんのことかと」

「こちらがイヤな手は向こうもイヤだろう、って思っただけだよ」

　小野寺剛士はこたえた。威い張ばっている調ちよう子しなどまったくない、いつもの態たい度どである。

「そういわれてしまうと、言葉もありません」

　アーシュラは優ゆう雅がに一礼する。剛士の肩をつかんでいるスフィアの手へちらっと視し線せんを走らせ、すぐに目を伏ふせた。

　そこんとこの反はん応のうはともかく、現在進行形の戦たたかいについては剛士のいうとおりであった。〈カルネアデス〉作戦などともっともな名前がついているが、それだけのことなのである。

　ただし、その成せい果かははかりしれない。

　ランバルト軍と魔王軍の立場の違ちがいが関係している。

　ランバルト軍は攻せめこんできた側である。いかにマリウクスに物ぶつ資しが備び蓄ちくされているとはいえ、なにかことを起こすためには莫ばく大だいな補ほ給きゆう品ひんを本国からセントールにえっちらおっちら運びこまねばならない。

　だからこそ剛士は目をつけたのだ。

　彼にその点を注ちゆう目もくさせてくれたのは、兵隊さん目にすると、寝ねてるのか、食べてるのかと気になる性格と……グラッサーがいったとおり王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズの大だい活かつ躍やくである。

　最初はなんとか食い止めようとした。つまり、ゴローズの部隊を直接とっつかまえて押さえこもうとした。

　そして、見み事ごとに失しつ敗ぱいした。

　剛士は頭を抱かかえた。なんだかわからなくなった。なにがいけないのかと途と方ほうに暮くれた。

　彼の決意を本当に固めさせたのは、あの、斉藤さん宅門前での襲しゆう撃げきである。

　いやまあ狂戦士バーサーカーノリのスフィアに驚おどろいたとか、前後にかわした斉藤さんとのシブイお話とか、いろいろあったのだが、この場合はもっと人間的なところである。

　自分がまったくの受け身であったことに気づいたのだ。

　ランバルトがこうしたからこうする。

　スフィアが守ってくれるから腰こし抜ぬかしてゲロ吐はいてる。

　受け身、受け身、受け身、いやなぐらい受け身であったことに気づかされ、心しん底そこイヤになってしまった。

　だからこそ、恨うらみと怨おん念ねんの高こう速そく増ぞう殖しよく炉ろが全力運転した。

　そして思いだしたのである。

　自分が天抜高校で生き残りを試こころみたとき、どんな態度で行動したかを。

　飯いい田だたちが動くのなんか待ってはいなかった。

　自分から動いた。

　状じよう況きようをつくり、奴やつらを誘さそい、そしてほとんど自じ滅めつさせた。

　思いだしたとたん、バカバカしくなった。

　戦いとは、つまるとこそれなのだ。

　戦争だってなんの違ちがいがある。

　いろいろ考えて、ランバルトに対たい抗こうしてもうまくいってない。

　だから……発はつ想そうをひっくりかえした。

　ランバルトにこそ対抗させるべきなのだ、と。

〈カルネアデス〉作戦はこうして誕たん生じようした。

　連れん絡らく用の小さな砦とりでへの補ほ給きゆう隊たいを叩たたかれるだけで魔ま王おう領りようが大おお騒さわぎなら、巨きよ大だいなマリウクスを維い持じしなければならないランバルトが補給隊を叩かれたらもっと困こまるはず。

　いいや、やっちゃえ。

　──とまあ、こうなのである。

　ただし、剛士の思いつきがそのまま実行にうつされたわけではない。

　最初はマリウクスの食しよく料りよう庫こを叩いてあわよくば城しろごとおいしくいただきましょうか、と盛せい大だいに妄もう想そうしたのだが、警けい戒かいはきびしいわ、食料庫は地下にあるわでだめ。ブーラーンが穴あなでも掘ほって地下からげふっ、と提案したが、あちらの魔ま導どう士しが地中まで探さぐっていることがわかったのでこれもだめ。

　どうしたもんか、と考えこんだ剛士を救すくってくれたのはスフィアである。

　直接にではない。あの『蒼そう天てんの塔とう』での会話をおもいだしたのだ。

　彼女はいった。

　敵てきの行動を読み、力を利用する、と。

　それは肉体を用いた戦いについての言葉だったが、剛士にとっては孫そん子しと孔こう明めいと竹たけ中なか半はん兵べ衛えと黒くろ田だ官かん兵べ衛えがかごめかごめしながらアドバイスしてくれるよりも役にたった。

　ランバルトが来年の雪ゆき解どけ以い降こうでなければ攻こう勢せいをしかけてこないことは明らかである。

　じゃ、その時間をナニに使っているのか。

　準じゆん備びだ。

　９万だか15万だか18万だかしらないが、それだけの数の兵隊に食べさせたり戦わせたりするのは大変なことのはずである。

 たとえばですよ、仮かりに兵隊さん一人が一日２リットルの水と２キロの食料が必要だとします（あくまでも仮の数字です）。水はまあ川でもあれば汲くめるけど、食料は後うしろから運んであげなければいけないだろう。いや、汲んだ水も運ばなければならないから結局その点は同じで……となると、えーと、仮に15万名が攻勢に参加するとして、ただ歩いているだけでも一日６００トン、10日で６０００トン、一ヶ月なら１８０００トン。

　おまけにこれは人間分だけ、ペガサスや馬のことは考えていない。部隊の集しゆう結けつには時間がかかるから、待ち時間のあいだに消しよう費ひされる量もある。そんなものまでくわえるとすぐに10万トンを超こえてしまうだろう。さらには、補給任にん務むをこなす兵隊さんや馬が食べたり飲んだりする分は……とか考えると、さらに増ふえる。20万トン、いや、30万トンになるかもしれない。

　そんなん一ヶ月で扱あつかうならたいした量じゃないじゃん、コンビニの中央配はい送そうセンターのほうが大変じゃん、というのは現代日本人の感かん覚かくだ。

　ブラントラントではそのすべてを一番運がよくて砂じや利り道みちレベルの道を使い、馬ば車しやに載のせるか人が担かつぐかして運ばなければならないのだ。

　いうまでもなく大仕事である。雨がふって道がぬかるんだだけでも大おお騒さわぎになったりする。予定通りに荷にが届とどかなければ開店休業……どころか、兵隊さんたちが飢うえてしまうことになるのである。

　ということは、予定の遅おくれをみこんで、事前になるべく戦せん場じよう近くまで……つまりマリウクスへ運びこもうとするはず。一度に運べるわけはないから小こ分わけにして。登と山ざん隊たいがベースキャンプからだんだんと荷物をもちあげてゆくように、中ちゆう継けい点てんをもうけながら。

　最大の拠きよ点てんであるマリウクスを叩たたけないならば、その中継点を叩いてしまえばいい。攻勢に必要な物資がなくなるのは同じなんだから。

　剛士はそう読み、作戦の基き本ほん方ほう針しんを定さだめたのである。

　となると、残るは敵の力を利用する、という点だが……

「動いてくれないなあ」

　地図をにらみながら剛士はぼやいた。

「小しよう規き模ぼな偵てい察さつ隊はでていますが……すべてを期き待たいするのは、危き険けんです」アーシュラがなだめてくれた。

「でもさ、こっちの攻こう撃げきが物資集しゆう積せき所じよを狙ねらっただけだと思ってくれて、マリウクスから部隊を出しゆつ撃げきさせてくれると考えてたんだけどな。雪が積つもる前に、集積所を再さい建けんしたいはずだし」

　そうなのだ。剛士はグラッサーたちがはじめ、それしかないと考えた判断までは予想していた。魔王軍にマリウクスを強きよう襲しゆうできるだけの戦力がないことはむこうも知っているはずで、そうであるなら、ランバルト特とく殊しゆ部隊の攻撃をダイレクトそのままにやりかえした、と受けとるはずだ、と考えたのである。

　主力の行動を徹てつ底てい的に隠かくしたのはそのためだった。こちら側の特殊部隊作戦だと考えさせ、物資集積所の再建と補ほ給きゆう部隊護ご衛えいのために出撃した部隊を、主力でたたき潰つぶし、すぐにワルキュラへ逃にげ帰る。こっちの補給物資もそんなに準じゆん備びしてないし、そこんとこよろしく。

〈カルネアデス〉作戦の第二段階、スフィアの言葉による敵てきの力を利用する戦いとは、そういうことだった。

　マリウクス防ぼう衛えいにかなりの兵を割さかねばならないはずであるから、出撃してくるのは多くて１万、アーシュラ、セシエ、そしてレルネーたちはそう予想した。さらにその１万は街かい道どうをまもるため、分ぶん散さんしなければならない。

　その段階で一部の部隊がマリウクスに陽よう動どう攻撃をかける。敵はさらにあわてる。

　そこで現在マリウクス北ほつ方ぽうへ迂う回かいを終えているクォルンの主力部隊が一撃をくわえ、大だい損そん害がいをあたえる。

　そうなのだ。剛士はまあ性格というのかなんというのか、極きよく端たんなことをまたやらかしてくれていた。主力部隊をケルベロスを中心とする快かい速そく部隊だけで編へん成せいしていたのである。ケルベロスたちは突とつ撃げきには強いが粘ねばりはない。しかし一撃かけるだけならそれでいい。でもって指し揮き官かんがクォルンなら心配なし、と安心している。

　一撃をかけた主力部隊は、もちろん、すぐに逃げる。

　陽動攻撃をかけた部隊も逃げる。ＳＷＳやＳＶＳも逃げる。以上おしまい。こちらの損害は最小限、むこうはおそらく数千、おまけに補給はズタズタ。冬になればなにもできない。物資の集積にはたぶん半年はかかるから、それが済すんだころにはまた冬がやってきて来年の攻こう勢せいはたぶん無む理り。魔ま王おう領りよう万ばん歳ざい、勝ったようにみえるから戦せん時じ国こく債さいも売れるぞ、わははははは、という腹はら積づもりだったのだ。

　いい気なもんだとも思えるが、剛士なりの根こん拠きよはある。あの暗あん殺さつ未み遂すい。スフィアと壮そう絶ぜつな会話をかわした少女の言葉だ。

　仲間をみんな、と彼女はいった。

　彼はそれをランバルトの諜ちよう報ほう網もうが壊かい滅めつしたと解かい釈しやくしたのである。おいおい、ただ情じよう報ほうだけ集めている奴やつがいるかもしれないじゃない、とツッコミたいところで、それはたしかにそうなのだが、今回は運が良かった。真しん実じつに近かったからだ。ランバルトの潜せん入にゆう工作員はほかにもいる。しかしもっとも手て練だれの工作員……諜報局破は壊かい班はん員だったあの少女たちが全ぜん滅めつしたため、生き残りは、自分の身を守ることを第一に考え、なりをひそめたのである。人間として当然の反はん応のうだ（剛士はもちろんシュリのことを知らない）。

　剛士の真しん意いを伝つたえられなかったアーシュラたちが動員の名めい目もくとして大だい演えん習しゆうをでっちあげ、それがまたランバルトの気分を一度ひきしめたのちに緩ゆるませたのも良かった。ブラントラント全土を、とりわけウルリスをだます結果になったからである。

　さらにはいま、そんなつもりはなかったとはいえ、マスコミの情報までコントロールすることになっている。

　兵力が少ないことをのぞけば、圧あつ倒とう的な優ゆう位いに立っているのだ。ウルリスに情報が届とどかないよう、かなりの手を打ってもいる。ウィングドラゴン部隊……第１０１空中突とつ竜りゆう戦隊主力は昨夜ゆうべの段階でマリウクスの東側に向かわせ、ペガサスを見つけ次し第だい必かならず喰くえ、と命じたし、ＳＶＳとＳＷＳにもウルリスに向かう伝でん令れいは絶対にのがすな、と命じてある。情報がなければ救きゆう援えん部隊も派は遣けんされないからだ。

　……と、いろいろと考えてあるのだが、マリウクスの部隊が反はん応のうしてくれないことにはどうにもならないのだった。せっかく陽よう動どう攻撃は剛士自身が率ひきいる（もちろん実際はアーシュラが指し揮きする）ことにして信しん憑ぴよう性せいを高めようとまで考え、バハウスの森に隠かくれているのに、ランバルト軍は相手にしてくれないのである。

　いやま、代だい案あんはあります。

　今日の日ひ暮ぐれまでに敵が反応してくれなければ……お家うちに帰る。

　ともかく、ランバルトの攻勢を遅おくらせる成せい果かをあげただけで満まん足ぞくする。

　もともとマリウクスの部隊と戦たたかう必要は軍事的にはあまりないからだ。クォルンの快かい速そく主力部隊による一撃は、派は手でな、いかにもニュースダネになりそうな形で戦ってみせ、戦時国こく債さいをなんとかしてしまおうという、考えようによってはじつにいじましい、でも本当は切せつ実じつな効こう果かを狙ねらったものなのである。

「うー。いま何時」

「一時だよ」リアが教える。

「日にち没ぼつまで約三時間半です」と、スフィア。

「あー、だめだめ」

　剛士は頭をかきむしった。彼はゴローズの報ほう告こくがグラッサーたちの判断を変えてしまったことを知らない。だから、考える材料がないのである。

「これ以上、こっちから誘さそう手はないし。むこうが動くまで戦争、休み」

「偵てい察さつ隊はどうしますか」アーシュラがたずねた。

「こっちが発見されないかぎり、やりすごしていいよ。そうでしょ？」

「そのまま日没をむかえた場合は」同意しつつアーシュラが確かく認にんした。

「マリウクスから部隊がでてこなければ作戦終しゆう了りよう」

　剛士は思い切りよくいった。いらない欲よくをかいておかしなことになるより、次の機会を待った方がいい。というか、次の機会なんてことを考えられるようになっただけで大成功、そう判断したのだ。別にここで帰ったところで、戦時国債がさばけなくなるわけではない。すでにコレバーンやパライソの市し場じようからは、次の低てい利り戦時国債発行予定はどうなっている、という問い合わせがやってきている。

「御ご賢けん察さつであります。では……」

　アーシュラはバカバカしいほど丁てい重ちように一いち礼れいし、外へでていった。本当にそう思った……剛士の割わり切りのよさに感かん心しんしたこともあるが、もうひとつは彼に慣なれていない参さん謀ぼうたちに見せるためである。黒こく陽ようのアーシュラとして名の通った彼女が完かん璧ぺきに従したがってみせていれば、剛士をなめてかかるものはいなくなる。心の練れた連中が多い指し揮き官たちとは違ちがい、参謀の前では態たい度どに気をつける必要があるのだ。

　さっそく効こう果かがあり、他の連中もあれこれと口にしたあとで、外へでた。

「どうなさいますか、剛士様？」スフィアがたずねた。

「寝ねるよ」

　参謀たちを見送りながら彼はいった。本当に寝られるとは思っていないが、そう口にする必要があった。自分が魔王軍の軍人なら、それぐらいの余よ裕ゆうをもった奴やつの下で働きたいと思うだろう、彼はそう考えていた。

　戦争を一時休きゆう憩けいにした彼の判断は、かなり正しく、少し間ま違ちがっていた。

　ナサニア・ゴローズという要よう素そを忘れ去っていたからである。

　小野寺剛士がそのことを思い知るのは３時間後のことになる。



　　　　６



　陽ひは充じゆう分ぶんに傾かたむいていた。すでにひとつしか空に残っていない。

　ゴローズの部下たちもさすがに疲ひ労ろうであえいでいる。あれから、２時間に一度、15分間の休憩をとるほか、ずっと動きつづけていたからだ。

　ゴローズは徹てつ底ていしていた。武ぶ器きと、一日分の食料をのぞけば、すべてを出発時に穴あなへ埋うめさせていた。むろん、身み軽がるに動くためである。

　いま彼は部隊につかのまの休憩を命じ、傾いた陽のもとで地図を確かく認にんしている。腰こしをおろし、大たい木ぼくに背をあずけていた。この森の名はバハウスというのだ、とわかった。

　いまのペースならば日が変わる前にマリウクスへ到とう着ちやくする。

　いや、ペースを保たもてたならば、というべきだろう。

　ゴローズの左肩かたに柔やわらかいものがのった。隣となりに腰をおろし、一いつ緒しよに状じよう況きようを検けん討とうしていたはずのマヤだった。疲労が一いつ瞬しゆんの隙すきをついて襲おそいかかり、眠ねむりこんでしまったのだ。

　ゴローズはすこし迷まようようだったが、結局、そのままにしておいた。ほんの一瞬だけ、こんな温あたたかみを感じるのはいつ以い来らいだろうか、とおもった。たまさかの楽しみに選んだ女たちとのつきあいではなく、本当の、心からの関かかわりがあたえてくれるもの。

　周しゆう囲いをみまわす。

　重かさなりあった枝えだが風に揺ゆれていた。

　目でみてわかるほど、暗くなってくる。

　母かあさんの胸むねの温かみと柔らかさ。

　しっかりと握にぎりしめてきたあの小さな手。

　最後のお弁べん当とう。

　あれを三人で食べたのはもう真夜中だったはずだ。

　動けなくなり、寄り添そって食べた。

　食べているうちに涙なみだがあふれた。

　大事に食べよう、そうおもっていたのに……あっというまに無なくなってしまった。

　母さんのお弁当。

　最後のお弁当。

　すべてを恐おそれながら眠ろうとしていた時……あの音がひびいたのだ。

　鈴すずの音ね。

　自分に、なにかを背せ負おわせてしまったあの音が。

「……隊長」

　はっとして顔をあげた。ゴルムが、薄うす汚よごれた顔に笑いを浮うかべていた。

「いよいよ、ですかな？」

　ゴルムはゴローズの肩に頭をのせて眠りこけているマヤ・ウラムを顎あごでしめした。

「もう二度と女を不ふ幸こうにするつもりはない」ゴローズは応じた。ただし、いまではすがるような姿し勢せいで眠りこんでいるマヤを起こさないような、小さな声だった。

　上じよう官かんの声にシャレっ気けがまったくないことに驚おどろきながらゴルムはいった。

「北ほつ方ぽうに騎き馬ばの小部隊がおります。友ゆう軍ぐんらしいです。こちらに向かっています。我われ々われを捜そう索さくしているのではないでしょうか」

「確たしかめよう」

　ゴローズはそっとマヤの上じよう半はん身しんを支ささえ、木の幹みきにもたせかけてやろうとした。

「んっ」

　かくん、と頭が垂たれ、あん、とマヤがちいさな声を漏もらした。瞼まぶたをひらき、ぼんやりした目でゴローズをみあげる。

「あ、ナサニ……あ、あ、あの、あ、やだ、どうしよう」

　真まっ赤かになっている。

「もう少し休んでいろ。私は用がある」

「あの、いえ、わたしも」

　マヤは羞はじらいながらたちあがった。そんな二人の様よう子すを、ゴルムは楽しげにみていた。



　目を閉じても剛士は眠れなかった。脳のうが溶とけそうなほど頭が働きつづけているからだ。ベッドの上で何度も寝ね返がえりをうちながらうめき、やっぱり起きようかと迷まよってやめ、それでも眠れずにうなる、ということを繰くり返した。

　柔やわらかく、温かいものが額ひたいに触ふれた。ぴくりとし、やがて力が抜ぬけてゆく。気持ちがほぐれてゆく。ふーっと、深い息がもれた。

　首くび筋すじをなでる冷たいものに、スイッチが入ったように目が覚さめた。眠ったのはほんの一いつ瞬しゆんだったように思えた。

「日が暮くれたの」

　目をこすりながら剛士はたずねた。

「いえ、まだ30分あります」アイスブレスを用もちいたアーシュラは済すまなそうな顔だった。

「じゃあ」

「敵てきの偵てい察さつ隊たいを発見しました。こちらに近づいています。このままでは発見されるでしょう」

「あと、どれくらい」

「15分ありません」

　剛士はたちあがった。まだふらふらする。思し考こうがぼやけていた。しかし、のんびりしている時間はない。

「やりすごせないかな」

「確かく実じつではありません。たしかに、いま発見されてもワルキュラへの帰き還かんにはまず影えい響きようはありませんが……」

　言げん外がいになにか匂におわせる口く調ちようだ。

「戦たたかわないと、まずいかな」剛士はおもいついたことを口にした。

「報ほう道どう陣じんもいます」

　アーシュラの言葉は残ざん酷こくだが、真しん実じつだった。このまま戦せん闘とうのひとつも見せずに帰ったのでは、ワルキュラでどんな報道をされるかわかったものではない。強ごう引いんに報道規き制せいをかけて従したがわせることはできなくもないが、そんなことをしたなら、情じよう報ほうが自由に流れこむという魔王領の大きな利点を捨すてることになってしまう。国家に支配された報道機き関かんには、誰だれも本当のことを話さないからだ。

　戦争なんて、こんなものか。剛士は溜ため息いきと共ともに命じた。

「いいよ。攻こう撃げきして。そのかわり……一人も逃のがしてはだめ。捕ほ虜りよにするか……皆みな殺ごろしにすること。いいね」

「は、閣かつ下か」

「どの部隊に命じるの？」

「事実上の初うい陣じんです。ぜひとも、親しん衛えい総そう帥すい護ご衛えい大隊に」

　新しん参ざんの部隊が必かならず勝てる相手と戦うことは大たい切せつだ。どんな形であれ、自信がつくからである。

「うん、でも、あの人ひと族ぞくの部隊も混まぜてあげて。全部任まかせるから」

「第１人族義ぎ勇ゆう猟りよう兵へい連れん隊たいも……それでは……いえ、わかりました。ただちに出しゆつ撃げきします」

　アーシュラは本ほん営えいの守りが薄うすくなることを考えたが、逆さからわなかった。剛士の意い図とはあきらかである。親衛総帥護衛大隊と同じく、自信を持たせるためだ。それに、魔ま族ぞくと人族が肩かたを並ならべて戦う様よう子すは、魔王領にとって強力な宣せん伝でん材料になる。親衛総帥護衛大隊にも人族の小隊がふくまれているが、絵になった時の説せつ得とく力が違ちがう。剛士は剛士なりに、この戦争で魔王軍がいいものに見えるように努力しているのだ。魔族というだけで嫌きらう人族が多いブラントラントでは大事なことである。

　アーシュラは、剛士を評価するほかなかった。

　これまでの魔王陛へい下かたちも魔王領のために善ぜん政せいを為なしてきた。それはいまさら持ち出すまでもないことだ。

　しかし、アーシュラには剛士と比くらべるとすべてが色あせるように思えてならない。なんというか……程度が違うという気がした。過去の魔王陛下たちが自分の持っている『技術』で直接、恩おん恵けいをもたらそうとしていたのに対して、剛士は気分、空気というものを極きよく端たんに重じゆう視ししているように思えたからだ。ただ戦争を率ひきいるだけではなく、ブラントラントにおける魔王領の位置を計算しているようなのである。

（この〈カルネアデス〉作戦も……）

　アーシュラは思った。すべてを伝えられたいまとなっても驚おどろきは消えない。

　確かに戦時国こく債さいの重要性と、その価値を高めるための勝利について語ったのは自分だ。

　しかし……正直いって、ここまで極端な作戦に打って出るなど、予想外だった。

　作戦の目的は国庫に金を流れ込ませることだけ。そのためには、軍事的な勝利を収める必要がある。

　剛士は魔王領にとって重要なその点をとことんまで突つき詰つめた。

　要は国債がさばければいいのだから、実際に軍事的な勝利を収める必要などない。そう見えるだけでいい。もちろん、かき集めた金を使う時間（軍を再建し、拡かく充じゆうする時間）は必要になるから、同時に時間稼かせぎになるような手で。

（閣下は、国家戦略に軍事戦略を完全に従じゆう属ぞくさせておられる）

　アーシュラはそう確信しつつある。当然じゃん、というなかれ。これは実に大変なことなのである。歴史上、軍事戦略にいれあげるあまり、国家としての目的がどこかに放ほうり出されてしまった例は枚まい挙きよに暇いとまがないほどあるのだ。

　それを弱じやつ冠かん17歳で……となれば、やはり驚くしかない。

「どうしたの」剛士が不ふ思し議ぎそうな顔を浮うかべていた。

「あ……いえ、申しわけありません。ぼんやりしておりました」虚きよを突かれたアーシュラはあわててごまかした。

「身体からだの調子でも悪いんじゃ……」

「いいえ」この御お方かたはいつもこんな調子だ、苦にが笑わらいを我が慢まんしながらアーシュラは立ち上がった。あるいは国家戦略がどうのというのも私の考えすぎにほかならず、本当はただ必要に思えたから、というだけなのかもしれない。でも、それでもいい。もっとも重要なことをただ必要だという理由だけで実行に移せる指導者とは、つまり、天才に他ほかならないのだもの。

　本営を出ながらちらりとアーシュラは思った。素す晴ばらしい。魔王領にとってすばらしいことだ、それは。でも、わたしにとってはどうなのだろう。閣下は、わたしをどのようにみておられるのか。いや、軍人としての評価はわかっている。しかし、その他の面……たとえば女としては……

「なにばかなこと考えてるのかしら」

　考えが妙みような方向に走り出したことに気づいた彼女は自分を叱しかった。柄がらにもないことを、と叱った。自分の命令を待っている部隊へ意識を向けると同時に、剛士の国家戦略へ自分なりに奉ほう仕しする方法がないかについても考え出している。剛士君、まさに適てき材ざい適てき所しよ。この瞬しゆん間かんのアーシュラちゃんはすべての国家指導者が部下に持ちたいと夢見る最高の参さん謀ぼう総長そのもの、であった。

　一方、本営ではヴァンピレラ・ビューティのもやもやな気分に気づくはずもない剛士君がザクザクっな鎧よろいの幼女（68）に、またもや『それがいいと思った』のひとつを手伝ってくれるようにお願いしていた。

「リア」

「なに、お兄にいちゃん」

「セシエにさ、マスコミの人に戦いをみせてあげるようにって伝つたえて。そのあとは、みんなを案内してあげて」

「イエッサー！」

　ようやく仕事をもらえたリアは喜よろこんでふっとんでいった。

　本営は剛士とスフィアだけになった。

「さて」

　剛士は息を吐はいた。溜ため息いきなのか、深しん呼こ吸きゆうなのかよくわからない。

「……戦いを御ご覧らんになりたくないのでは？」スフィアがたずねる。

「前に教えてくれたでしょ」上うわ着ぎを着ながら剛士はいった。

「一人で決めなければいけない、って」

「……はい」

　スフィアは彼の肩かたにそっとマントをかけた。



　偵てい察さつ隊は10騎きほどの、ほんの小さな部隊だった。

「うまく出くわせたもんですな」ゴルムがいった。

「我われ々われが帰る経けい路ろは、ごくおおまかに伝えてある。不ふ思し議ぎはない。マリウクスは戦いくさ慣なれした指し揮き官が多い。時間が読めた──」

　望ぼう遠えん鏡きようも構かまえずに偵察隊をながめていたゴローズが顔かおを曇くもらせた。

　傍かたわらをみる。

　さきほどまで存在しなかった影かげがあった。

「シュリ、かね」

「はい」

「なぜ戻もどってきた。ここは君きみのいるべき場所ではない」

「いえ、戻る必要がありました」

「命めい令れいか」

「姉あねを、オノデラゴウシに殺されました」

　ゴローズは沈ちん黙もくした。マヤ・ウラムは驚おどろいていた。愛する男が黙だまりこんだことではなく、彼の顔を一いつ瞬しゆんだけよぎったものに。

　純じゆん粋すいな恐きよう怖ふと憎ぞう悪おだった。

「あの騎兵を誘ゆう導どうしますか？　もしかしたなら、敵てき軍についての情じよう報ほうを得えているかも──」

　場の雰ふん囲い気きをかえようとマヤがそう口にしていた途と中ちゆうで、全員の時が凍こおりついた。

　森の奥おく、北ほつ方ぽうで、人じん魔まの号ごう令れいが轟とどろいたのである。



　　　　７



　アーシュラの率ひきいる二つの部隊は偽ぎ装そうをはぎ捨すて、一いつ斉せいに森から突とつ出しゆつした。

　湧わいてでるように、という言葉どおりの出しゆつ現げんである。

「総そう帥すい護ご衛えい大隊は左さ翼よくへ迂う回かい、退たい路ろを断たて！　人ひと族ぞく猟りよう兵へいは一個大隊を右う翼よくに迂回させろ。残りはそのまま前進！」

　圧あつ倒とう的というより、やる気がなくなるほど劣れつ勢せいな敵に対しても、彼女は一いつ切さい手を抜ぬかなかった。いやむしろ、敵が10騎ばかりだからこそだともいえる。報ほう道どう陣じんが見守る前で、しくじれない。

　哀あわれなのは偵てい察さつ隊であった。グラッサーが派は遣けんした10個の偵察隊の１隊である彼らは、これほど大だい規き模ぼな敵に襲おそわれるなど、予想もしていなかった。突とつ如じよ出現した４０００名の敵に唖あ然ぜんとしているうち、あっという間まに進しん退たい極きわまった。



　ゴローズはただちに部隊を集合させた。

　偵察隊を助けるためではない。２００名ばかりの彼の部隊が４０００名以上の敵と戦たたかえるはずがなかった。

　文もん句くをつける者は一人もいない。彼らはプロの軍人であり、功こう名みよう心しんにはやるバカ者ではないのだ。勇気と蛮ばん勇ゆうの違ちがいは身に沁しみている。不ふ幸こうな友ゆう軍ぐんにしても、頭がついているなら、降こう伏ふくして生き残るだろう、と考えていた。頭のついていないような奴やつは……哀れむにおよばない。

　しかし、本ほん来らい予定していたコースでマリウクスにむかえないのは明らかだった。北から東にかけては、すべて、魔王軍の視し界かいにはいっている。

　敵が一度動きだしたからには、この場に隠かくれ続けているのも危き険けんすぎた。

　森の西側を迂回し、魔王軍の後こう方ほうを抜ぬけて脱だつ出しゆつするしかなかった。

　ナサニア・ゴローズはゴルムをはじめとする隊でももっとも能力の高い兵たちに先頭を扇おうぎ状に進ませ、自分はそのすぐ後うしろについた。マヤ・ウラムはただ緊きん張ちようだけをみなぎらせ、愛する男の後ろ姿すがたを追っている。傍かたわらを進む影かげはむろんシュリだ。

　王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズは、戦うためではなく、生きるために森を駆かけた。

　その森の向こうに総そう帥すい野や戦せん本ほん営えいが存在すること、あのオノデラゴウシが潜ひそむことを、彼らは知らない。



　野戦本営のそばに人影は少なかった。だれもが、戦せん場じようを見けん物ぶつにいっているのだ。周しゆう囲いに残っているのは、わずかな衛えい兵へいだけだった。

　東の方角から、いかにも戦場をおもわせる騒そう音おんがひびいている。

「アーシュラって、すごいね」本営からでた剛士は騒音に耳をすませ、つぶやいた。

「はい」スフィアの返答は素そっ気けない。

「あ、いや、スフィアもすごいよ」

　スフィアはすこし怒おこったような顔だったが、すぐに華はなやかな笑えみをうかべた。

「もっと、誉ほめてください。そうしていただければ……もっとお仕つかえできます」

「はは」

　剛士は安あん堵どのごまかし笑いでこたえる。

「さて、早くいかないと」

「見せ物が終わってしまいますか、総帥？」

　剛士はびくりとし、スフィアは大おお鎌がまを構かまえた。

「今度の戦いはどういうことです？」

　ワティアだった。張りつめた表情でみつめている。

「取しゆ材ざいは許きよ可かを得えてからになさってください」大鎌をおろしたスフィアがきびしく応じた。

「取材？」

　ワティアは自分の両手が空からであること、なにも隠かくし持っていないことを教えた。

「取材じゃないわ。正しよう直じきなところをうかがってみたいだけ……もと魔王の娘むすめとして。父がつくりあげるのを手て伝つだった国を、あえて魔王にならなかった人が、どんな風にしたいと望んでいるのか」

　ふたたび身構えようとしたスフィアを剛士はおさえた。

「いいよ、いいんだ、スフィア。中島さんはインタビューの時、僕に優やさしくしてくれた。それに、教わったこともあるから」

「……剛士様がそうおっしゃるのであれば」

「えと、中島さん、あの……」

「ワティアで結けつ構こうです。閣かつ下か」

　彼女は剛士が個人的な話という理由付けを受け入れた瞬しゆん間かん、魔王領りよう民みんとしての態たい度どに変わった。

「はい、ワティアさん」

「教えていただけ……」

「ずるいなぁ。抜ぬけ駆がけか」

　気き取どった声。ザウズ・クレイモンだ。

「いや、総帥。はじめまして。ＭＮＮのザウズ・クレイモンです。彼女の同どう僚りようで。私も、あんな見せ物じみた戦せん闘とうよりあなたにお話をうかがうべきだとおもいましてね」

「取材じゃないよ、ザウズさん」剛士の声が冷たくなった。総帥として進むべき道が見えだしているいま、こういった手合いへの気き後おくれはない。

「僕は、中島魔王陛へい下かの王女様とお話ししているんだ」

「そいつは……情じよう実じつですか。私のような下しも々じものものにはのぞむべくもない贅ぜい沢たくですな。お、そちらの美しいお嬢じようさんは閣下の……はは、これは」

「ザウズさん」

「どうかクレイ、と。友人はみなそう呼よびます」

　さまざまなストレスですりへっていた剛士の忍にん耐たいはとうとう限界に達した。彼がわめきだそうとした瞬しゆん間かん──いや、その一瞬前にスフィアが怒ど鳴なり声をあげていた。

「いい加か減げんにしなさい、下げ郎ろう！　ザウズ・クレイモン、貴き様さま、こちらにおわす御お方かたがどなたか心こころ得えているのか！　魔王領総そう帥すい、小野寺剛士様である！　これ以上、非ひ礼れいをつづけるつもりであれば、この場より生きて帰れぬと心得よ！」

　魂たましいを消し去るような怒ど声せいだった。どんな音楽よりも美しく、どんな悲ひ鳴めいよりも恐おそろしい。だが、剛士は酔よったような気分で彼女の声に耳を傾かたむけていた。そして確かく信しんした。やっぱり僕は。僕は。なにが、なにがあろうと──

「いや、なにも、はは、そんなつもりでは」

　ザウズはあとじさった。声が引きつっている。自分でもなぜそうなっているのかわかっていない。スフィアの異い常じような気き迫はくが彼をおびえさせているのだが、彼のような人間は目に見えない事実には絶対に気づかない。なんとか、自分は次の質問を発するうまい間まをつくりだすために場所を変えているのだ、と思いこもうとしている。

「しかし公正なる報ほう道どうのために」

「そんなもの、ありはしないわ」ワティアが嘲あざけった。

「ワティア」

「ここにきて、すべてが閣下に支配されているのをみてわかったの……前から疑問はいだいていたけれど」ワティアは肩かたをすくめた。

「結局、良く伝つたえるか、悪く伝えるか、それだけ。正せい義ぎの味み方かたか悪あくか、こちらの気分次し第だい。それだけよ。公正なんてありはしない。どちらの味方についた方が得とくか、というだけ」

「それは問題だな、問題だよ」ザウズは舌したなめずりするような表情だった。まだスフィアが恐ろしいのか、じりじりとさがり続けている。

「君のそうした考えは問題だな！　報道部にふさわしくない！　本社に報ほう告こくする！」

「辞やめてやるわよ、こっちから」ワティアはこたえた。剛士に微笑ほほえむ。「閣下、お城しろか軍で、マスコミ勤きん務む経けい験けんの役立つ仕事はありますでしょうか」

「あるよ。いくらでも。大だい歓かん迎げい」剛士はにっこりする。

　ザウズはなおも捨すて台詞ぜりふをさけびながら森へさがってゆく。

「はは、総帥、あんたもだ！　みていろ、あんたのことを絶対に──」

　彼は卑いやしい勝利感とともに脅きよう迫はくめいた言葉を口にしようとしていたのだろう。

　だが、そこまで自分を貶おとしめずにすんだ。

　背はい後ごの森から一いつ閃せんした刀かたなが、見み事ごとに頸けい動どう脈みやくをかききっていたからだ。

　カフィーリア。ランバルト王国諜ちよう報ほう局破は壊かい班はん員専せん用ようの、軽量化された暗あん殺さつ剣けんであった。



「魔王領総帥、小野寺剛士様である！」

　音楽的な声が鼓こ膜まくを打つ。

　ゴローズの表情がこわばった。彼は視し線せんを木々の間からわずかに見える光景に向け……すぐに視線をそらせた。

「隊長？」

　マヤが不安もあらわにみつめた。彼女に、あの言葉は理り解かいできなかった。オノデラゴウシという音だけを理解できたらしい。

「無む視ししろ。生きて帰りたいなら。そうだろう？」

　マヤはこっくりとうなずいた。

　ゴローズは部下を慎しん重ちように行動させつづけ、この場を逃のがれようとしていた。

　自分の正しさを確信していた。

　だから、違い和わ感かんに気づくのがほんの少しだけ、遅おくれた。

「シュリはどこだ」

　彼はみまわした。いわれてマヤも頭をめぐらせたが、姿すがたが見えない。

「隊長、まさか」

　小さな黒い影かげか、サファリスーツの男に近寄り、その首くび筋すじで剣をきらめかせたのはその直後である。

　悲ひ鳴めいがあがり……すぐにとぎれた。

　ゴローズはつぶやいた。

「バカな娘むすめだ……いや、私も同じか。この世はバカばかりだ」

　警けい告こくの声がテントの周しゆう囲いであがっている。密ひそかに迂う回かいするのは不可能だ。

　全員が彼を認みとめていた。

　ナサニア・ゴローズは剣を抜ぬいた。そのぎらつく刀とう身しんを一いち瞥べつしたあと、自じ嘲ちようの微び笑しようを浮うかべ、静かに命めいじた。

「すまないが諸しよ君くん、敵てき陣じんを突とつ破ぱし、マリウクスを目め指ざすことにしよう」



「何者か！　衛えい兵へい！　衛兵！」スフィアが叫さけんだ。

　剛士の腰こしが引きかけ──すぐに立ち直った。ワティアがいるからだ。剛士は彼女にエラそうなことを話した自分を忘れていなかった。

　それに──

「剛士様」スフィアが切せつ迫ぱくした声で呼よんだ。

「すぐにおさがりください」

「いやだ」

　小野寺剛士はこたえた。

「剛士様！」

「スフィアがいるなら、僕もいる。なにもできないけれど、ここにいる。僕は総そう帥すいで、ここは本ほん営えいだ。だから、田中さんに教えてもらったとおりにする」

　声が震ふるえていた。

　顔が青ざめていた。

　しかし、剛士は逃にげなかった。

　スフィアと共ともにいたいのであれば、彼女を信じなければならない。

「剛士様」スフィアが下した唇くちびるを噛かんだ。表情がめまぐるしく変化し、最後に、微笑が浮かんだ。

「では、御ご覧らんになっていていただけるのですね？」

「うん。帰ってくるよね？」

「むろんです、剛士様──衛兵、任まかせたぞ！」

　スフィアは駆かけ寄ってきた種族も装そう備びもばらばらの衛兵に剛士を任せると、ただ一人、森の敵てきへと跳ちよう躍やくした。

　飛ひ距きよ離りは20メートルを超こえる。

　やはり彼女は、人ではなかった。



「隊長」剣を抜いたマヤがみつめる。

　ゴローズも剣を抜いた。

「あの天てん幕まくの背はい後ごを駆け抜ける。いいか、敵にかまうな。逃げる、生き残ることだけを考えろ。無む理りだとおもったらすぐに降こう伏ふくすること。いいか！」

　一いつ斉せいに男たちが応じる。

「よろしい、王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズ前へ。生せい存ぞんへ向かって脱だつ出しゆつせよ！」

　特とく殊しゆ部隊は一斉に森から躍おどりでた。

　宙から可か憐れんな悪あく魔まが舞まい降おりたのはその瞬しゆん間かんだった。

　金きん属ぞく質しつの軽かろやかな音が響ひびいた。

　大おお鎌がまがうなりをあげる。

　数名の兵が血ち飛沫しぶきとともに吹ふき飛ぶ。

　戦せん友ゆうをうしなった敵に数名の兵が襲おそいかかる。

「やめろ！」マヤの無ぶ事じを反はん射しや的に確たしかめたゴローズは叫さけんだ。

「いま戦たたかっても無む駄だだ！　走れ！　走るのだ！　貴き様さまら、それでもナサニア・トルガ・ゴローズの部下か！」

　今度ははっきりと聞きとれた。

　鈴すずの音ね。

「まさか」

　ゴローズは硬こう直ちよくした。マヤ・ウラムは、愛する男がまぎれもない恐きよう怖ふにかられる瞬間を目もく撃げきした。



「……ナサニア・トルガ・ゴローズの部下か！」

　能のう面めんのような表情のまま、狂戦士バーサーカーそのものに大鎌をふるいかけたスフィアの動きが鈍にぶった。

　木々のむこうに、自分をみつめている男がいた。

　傍かたわらに、きっとした表情の女をともなっている。

「ナサ兄にいちゃん」

　スフィアの喉のどから幼おさないつぶやきが漏もれた。

「まさか」男がうめいた。

「まさか、スフィア」

「ええ」

　とうなずきはしたものの、スフィアは目を疑っている。

「……でも、そんなはずが……お兄ちゃんが生きているはずが……本当のお兄ちゃんは……」

　ブルマ姿の戦女神ワルキユーレはぐっと下唇をかみしめた。



　20年前。あの凄せい惨さんな虐ざん殺さつ事件の夜。

　最後のお弁当を塩辛からい涙なみだとともに食べ終えた三人は、そのまま寄り添そって眠ねむりについた。たとえ満天の星々と三つの月があっても、夜はあまりにも暗い。これ以上進むのは危険すぎたし……それより、棒のようになった脚あしが歩くをことを拒きよ否ひしていた。

　ナサが目を覚ましたのは数時間後、闇やみがさらに深くなったように思われるころである。

　せつない感かん触しよくが突つき上げていた。おしっこが漏もれそうになっている。

　熟じゆく睡すいしている姉妹の身体からだをそっとのけ、ナサは立ち上がった。手て探さぐりをしながら慎しん重ちように歩き、ここならばいいだろうと思われる木の陰かげでさっぱりする。

　水音がし、湯ゆ気げがたちのぼる。一生消えないように思われる悲しさ、辛つらさ、恐おそろしさがこの瞬しゆん間かんだけは消え去り、身体をしびれさせるような心地良さが全身に満ちた。



    

  
    
      　そのまま解放感に身をゆだね、ナサは空を見上げた。

　頭上は目を奪うばうような美しさだった。星々のきらめきと月の輝かがやきが競きそい合い、終わりのない天界のショウを繰くり広げている。

「母さん……父さん……」

　思わずつぶやきが漏れた。両親が生きてはいないだろうとわかってしまった彼には、そこを見上げ、つぶやくしかなかった。

　なにかがこみあげてきた。

　再びあの塩辛いものだ。あとからあとから果てしもなくこみ上げて視界を曇くもらせ、頬ほおを濡ぬらしてゆく。

　声が漏れそうになる。

　ナサは木の幹みきを叩たたき、歯を食いしばった。悲しみに支配されてはいけないんだと思った。もう誰だれもぼくを助けてはくれない。マウサ先生、ロメスのおじさん、父さん、母さん……みんな死んでしまったのだ。子供たちを助けるために。ただそのためだけに。

　そしていま、僕には守ってやらなければならない者たちがいる。小さな姉妹。ぼくのほか、頼たよるべきなにものもない幼い女の子たち。僕だってたったの六歳にすぎないが、それがなんだってんだ？　僕は頼られている。僕は頼られているのだ。それに……

　母さんは、女の子たちを守ってやれといった。

　ぐっ、喉のど奥おくからこみあげた呻うめきをナサは懸けん命めいに抑おさえつけた。

　母さん。母さん。

　大だい丈じよう夫ぶだよ。

　僕が絶対に守ってみせる。母さんのいったとおりに。僕は父さんの息子むすこだから。母さんの子供だから。

　なにがあろうと、あなたたちを裏切るようなことは絶対にしない。ナサニア・ゴローズは頼ってくれる誰も裏切らない。どんなに辛いことがあっても生き残る──そう、みんなで。

　場ば違ちがいな音が鼓こ膜まくをふるわせたのはその瞬間だった。

　鈴すずの音ねだった。

　ナサは顔をあげた。

　周囲を包む闇やみよりもさらに黒々としたものが見えた。

　熟睡する二人を包み込むようにしている。

「やめろ！」ナサは反射的に飛び出していた。二人を取り返そうとして。

　その直後、全身が石のように重くなった。呼吸すら辛くなるような重みだった。

　しかしナサは立ち止まらなかった。ぼくはゴローズの息子なのだと思った。父さんと母さんが愛してくれたのであれば、ぼくも誰かを愛し、守り切らねばならないのだと信じていた。その結果死ぬことになってもかまわない。死にたくて死ぬわけではない。死ぬことで愛する者たちが守られるならば、他に方法がないのであれば、そうするしかない。

　笑い声が聞こえた。

　嫌いやな感じはしなかった。どちらかといえば……畑仕事を一いつ生しよう懸けん命めい手伝おうとしていろいろと失敗してしまうナサを見ている父さんや母さんのそれを思い起こさせる暖あたたかな笑いだった。

「ふた……りを、はな……せ」

　ナサはやはり石のように重くなっている舌に全力をこめていった。

『ほう……』

　得え体たいのしれない闇は感心したように声を漏もらした。

『その年でそこまで……見所があるな、童わらべよ』

「バカに……する……な」

『無理をするものではない。おまえの力では、動けぬ』

「かまう……もの……か」

『聞き分けのない……』

　闇は溜ため息いきを漏らし、低く鳴めい動どうした。

　ふっと呼吸が楽になる。代わりに、身体からだは完全に動かなくなった。

『息を楽にしてやった。その代わり、身体からだも動かねば声も出ぬ。まったく、いまでも殺しすぎだというのに、これ以上無む駄だな怪け我がをされてはかなわん』

　ナサは目をぎらぎらさせながら姉妹を抱かかえ込んでいる闇を睨にらみつけていた。こころの中では嵐あらしが吹ふき荒あれている。喉のどから押おし出せなくなったすべての思いが炎ほのおになりそうだった。

『童よ、おまえにはさだめがある』闇はいった。

『人には辛つらすぎるかもしれないさだめだ』

　闇は溜ため息いきを吐ついた。ひどく哀かなしげだった。

『おまえがそれに気づくかどうかはわからぬ。しかし同じ事だ。さだめは変わらない。おまえはそれに従したがって……いや、引き寄せられて生きることになるだろう。覚かく悟ごするがいい。決して楽な道ではない。しかし……』

　闇やみが小さくなった。疲つかれて座すわり込こんだようにナサには見えた。

『おまえが変わらねば、いまのままの心を保たもち続けるならば、決して負けることはない。挫くじけることを知らなければ、おまえはいつかさだめに打ち勝てる。おまえの望むおまえ自身になれるだろう……だが、それにはまだ時が必要だ』

　闇が風船のように浮うき上がりはじめた。

　こくっ、と姉妹の妹の頭が揺ゆれた。

　ぱっちりと瞼まぶたがあく。

　しばらくぼんやりしていたが、やがて自分の置かれた状態に気づいた。

「おにいちゃん……ナサにいちゃん？　スフィアどうしたの？　これなに？　なんで動けないの」

　闇があやすようにうごめいた。

『おお、起こしてしまったか……悪いことをした……いずれにしても、ここを去らねばならぬ頃ころ合あいだ』

　しかしスフィアにはなにも聞こえていないようだった。

「お兄ちゃん、ナサ兄ちゃん！　ね、これなに？　スフィアどこに連れていかれるの？　お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　助けて！　スフィアを助けて！　どうして、どうして助けてくれないの！　ナサ兄ちゃん！」

　泣き叫さけぶスフィア。その声に姉も目を覚ましかけたが、二人に泣かれてはたまらないのか、闇が即そく座ざに眠ねむらせてしまった。

　ナサの耳に響ひびくのはスフィアの悲ひ痛つうな叫び、自分を助けてくれない彼を責せめるような舌足らずの声だけだった。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん！　どうして！　どうして！　助けて！　スフィアを助けて！」

　幼い娘の叫びはますます辛さを増し、深い闇にこだまする。

　一いつ瞬しゆんあって、それは、身を裂さかんばかりの絶ぜつ叫きようへとかわった。

「いやぁぁぁぁ！　やめて！　やめて！　お兄ちゃんをどうするの？　お兄ちゃんを殺さないでぇぇぇ！」

　いったいどうしたのか、ナサには見当もつかなかった。彼にわかったのは、スフィアが目にしているものが、自分の置かれている現実とは違う、ということだけだった。

　しかしナサにはなにもできない。呼びかけることすらできなかった。彼にできたのは、闇とともに段々と姿が薄うすれてゆく姉妹を懸けん命めいに目でおいかけ、鼓こ膜まくを鞭むち打つ悲ひ痛つうな叫び、他のだれでもないナサに助けを求める幼女の声に耳を傾かたむけることだけだった。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、ナサ兄ちゃん……」

　闇が姉妹とともに消え失うせた瞬しゆん間かん、ナサの意識も暗転した。

　それから数日、かれの意識はとぎれている。

　意識を取り戻もどした時、彼は魔ま王おう領りようの小さな町の外はずれにぽつんと一人で立っていた。家出かなにかの事件に巻き込まれたのかと、尋じん常じようではない様子の子供を心配したマミーのおじさんがすぐに警察署へ連れていってくれた。

「坊ぼうや、名前は？　そのあとで……おじさんに話せることがあったら話してくれ」警察署の少年課の警官──いかにも子供が好きそうな優やさしい目をしたグールだった──がナサにはなしかけた。

　しばらく黙だまったままでいたあと、ナサは自分の名を口にした。

「ナサニア・ゴローズ……いえ、ナサニア・トルガ・ゴローズです」

　ここでなにがあったか忘れないで。そう告げた母さんの声が何度も何度もリフレインしていた。そうだ。忘れない。忘れてはいけない。どんな時でも。そのためには、名前に故こ郷きようを──永遠に失われたすべてを刻きざみつけておけばいい。

「ナサニア君だね。で、どうしたのかな？」

　ナサはなにがあったかを話した。話しているうちに警官の顔色がかわり、署内が大おお騒さわぎになるのがわかった。30分後、ありとあらゆる質問を浴あびながらナサは……いや、ナサニア・トルガ・ゴローズは身を焼くような思いに身体からだを震ふるわせていた。

（ぼくは守れなかった。なにも守れなかった。守るべき者たちを裏切ってしまった）

　すべては20年前の話だった。そしてそれはいまもなお、ナサニア・トルガ・ゴローズの精神を痛めつけるすべてのみなもとを為なしているのだった。



　隊長がこの混乱の中で呆ぼう然ぜんとするのがわかった。マヤ・ウラムはその様子に驚おどろき、危険を察さつ知ちした。このままではいけない。このままではいけない。このままにしていたら、わたしのナサニアはどこかにいってしまう。わたしはまた一人ぼっちになってしまう。

「隊長！」マヤが叫んだ。「お気を確かに！　そこの女、貴き様さま何者か！」

　剣けんを構かまえ、襲おそいかかろうとする。

「やめろ、マヤ！」

　マヤの顔にぱっと場ば違ちがいな花が咲さいた。ゴローズはすかさず片腕うでで彼女を抱だき留とめる。

　スフィアがつぶやいた。

「本当に、ナサ兄ちゃんなんだ……いまも、あの時のお母様との約束を守ってる」

「なにを信じてきたのかは知らない」

　マヤを抑おさえたままゴローズはこたえた。

「しかし、絶対に真実ではないよ、スフィア」

「……詳くわしいのね」

　スフィアは哀しげにうなずいた。

「そんなに詳しくなければ良かったのに」

「なりたくてなったわけではない」ゴローズはいった。

「気づいてしまったからさ。いや、調べずにはいられなかったというべきかな」

　剣を握にぎるゴローズの拳こぶしが白く変わった。

「スフィア。君きみは……」

　彼がそこまで言いかけた時、視し界かいのすみに、背の低いマント姿すがたの男に襲いかかる黒い影かげがみえた。

　スフィアは彼の視し線せん、その変化を見み逃のがさなかった。そして、叫さけんだ。

「剛士様！」

　彼女は跳ちよう躍やくした。



　本ほん営えいの変へん事じはたちどころにアーシュラの知るところとなった。その近くに残っていた魔ま導どう士しが禁きん令れいを破やぶって伝つたえてきたのだ。

「なにっ」

　アーシュラは叫ぶなり馬ば首しゆをめぐらせる。耳を澄すませた。

　人をはるかに超こえた聴ちよう覚かくが剣を打ち合わせる微かすかな音を捉とらえた。

「ご……閣かつ下か！」

　馬では間まに合わない。アーシュラは空を見上げた。太陽がまだひとつ、地平線から顔をだしている。黒こく陽よう護ご符ふを与あたえられているといっても……闇やみの力を用もちいるべき時ではなかった。

　だが、アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールはためらわなかった。

「総員続けっ」

　と叫ぶなり、鞍くらから跳躍した。ぐっと力をこめる。

　背中から漆しつ黒こくの翼つばさがのびた。風にのり、そのまま本営へ向かう。

「ぐっ、うっ」

　歯を食いしばる。沈しずみかけた陽よう光こうを浴あびている翼は炎ほのおであぶられるような痛いたみを発し、白はく煙えんをあげながら彼女を苛さいなんでいた。

　しかしアーシュラは飛び続ける。小野寺剛士のもとへ。なぜそうすべきなのか、彼女にはわかりかけていた。

　そう望んでいるからなのだ。



　一いつ瞬しゆん崩くずれかけたランバルト兵だったが、すぐに連れん携けいを取り戻もどした。

　スフィアの動きが止まったのだ。

　指し揮き官かんらしき男と向かい合っている。

「閣下！」

　本営周辺に残っていた兵士や参さん謀ぼうたちが剣けんや槍やりを手に駆かけ寄ってくる。その数は20名ほど。敵てきをどうにかできる数ではない。

「あちらへ逃のがれて、参謀総長と合ごう流りゆうなさってください」

　コワイ顔の一つ目をぎょろりとさせていったイミールは参謀将しよう校こうのバウズ・ジラモンだった。

「数名おつけします」

「君たちは？」

「スフィア殿どのをお助けせねばならんでしょうな」

「なら、僕も残る」

「閣下」

「ジラモン──だよね」

「はい、閣下」

「好きな女の子を見み捨すてて逃にげるくらいなら……」剛士の青ざめた顔に苦く笑しようが浮うかんだ。

「死んだほうがマシですな、確たしかに。わかりました。こんなこと口にしちゃいけないのかもしれませんが、閣下、その御お言葉を耳にできて光こう栄えいであります」

　ジラモンはたくましい腕うででびりびりと自分の軍ぐん服ぷくを破やぶり捨て、衛えい兵へいたちに命めいじた。

「総員聞け！　我われらが総そう帥すい閣下は誰だれ一人としてお見捨てにならない、美少女ならなおのこと、とのおおせだ。つまり我々はどうすべきか？」

「そちらのお美しい御ご婦ふ人じんは？」同じように制服を破り捨てたオーガの軍ぐん曹そうがたずねた。

　ワティアはシャツの腕うでをまくる。後うしろで縛しばっていた髪かみをほどいた。

「ＭＮＮは辞やめました。わたしはもうただの魔王領りよう民みんです。近々閣下が雇やとってくださるそうですわ。それから、簡かん単たんな水すい霊れいの術ぐらいは使えます……治ち癒ゆ魔法も。ですから、みなさま、どうか心おきなく」

「そりゃいい。知性派の魅み力りよく満点というわけだ。いえね、私もイミールの身でありながら参謀だなんて、似に合あわないとは思っていたんですよ……では、後こう学がくのためにお見せしましょう、お嬢じようさん。これをどうぞ。閣下も……お楽しみください」ワティアに自分の剣をあずけながらジラモンはいった。

「なにをですの？」

　ワティアが丁てい重ちように剣を受け取りながらたずねた。

「本当の肉体派魔族の戦たたかい方って奴やつです！」

　応ずるなり、ジラモンは常じよう人じんの胴どうよりはるかに太い脚あしに力をこめて跳ちよう躍やくする。

「野や郎ろうども俺おれに続け！　魔王軍参謀部大たい尉い参謀バウズ・ジラモン、参まいる！　魔王領万ばん歳ざい、小野寺総帥閣かつ下かに栄えい光こうあれ！」

「大尉殿どのに遅おくれるな！　総帥万歳！　ついでにウチのカアチャンも万歳！」

　オーガの軍曹が後を追い、他の衛兵たちも数名を残し、後を追う。死し地ちに赴おもむく彼らはそろいもそろって、剛士へニヤリとし、閣下、と呼よびかけた。

「魔族」

　剛士はつぶやいた。生まれてはじめて味わうものを実感していた。

「僕の、魔族」

「お見み事ごとです、閣下」

　ワティアが誉ほめる。美び貌ぼうには晴はれやかな笑えみが浮うかんでいた。

「あなたの魔族。あなたの魔王領。御お言葉通りです。そこまで我々を、この国を愛していただけるのならば……あなたの僕しもべとして、いかなる悪あく行ぎようにも手を染そめましょう。たとえこの世のすべてを焼やき尽つくすことになろうと、悔くやみはしません」

　ジラモンたちがランバルト兵と激げき突とつする。おそるべき魔族の叫さけび。飛び散る肉にく塊かい。断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めい。

　恐きよう怖ふと狂きよう気きの光景。

　しかし小野寺剛士は、暴あばれ狂くるう魔族たちの姿すがたを心から愛いとおしく思った。

　斬きりつける。切り裂さく。突つかれる。殴なぐりかかる。

　混こん乱らんのなかでランバルト兵は倒たおれ、突とつ入にゆうしたジラモン以下の衛えい兵へいたちも傷きずついてゆく。すっと剛士の前にでたワティアが呪じゆ文もんを唱となえた。

「水の精、命の源みなもとの守しゆ護ご者しや、すべては我らと共ともに。すべては彼らと共に、きたれ、慈雨招来グレイス・レイン！」

　さっ、と霧きり雨さめが包つつむ。傷を負おっていた衛兵たちが体勢を立て直すのがわかった。

「す、すごい……ワティアさん、凄すごいよ」

　剛士は賛さん嘆たんの声を漏もらすしかなかった。ワティアが用もちいたのは広こう域いき治ち癒ゆ魔法……大だい魔ま導どう士しだけが使えるといわれている技わざだ。

「久ひさしぶりでしたので不安でしたけれど……少しはお役にたてましたわね」ワティアはいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　黒い影かげが出しゆつ現げんしたのはその直後だった。

「閣かつ下か！」

　咄とつ嗟さに剣けんを構かまえた衛兵たちが次々に血ち飛沫しぶきをあげ、倒れる。

「なっ」

「貴き様さまがオノデラゴウシかっ」

　少女が目の前にいる。暗殺剣カフイーリアを構え、剛士を殺さつ意いに満ちた瞳ひとみで見み据すえている。

「君きみは」

「我わが名はシュリ！　オストガイ忍にん群ぐん上じよう忍にんマスコフの次じ女じよ、貴様に殺された諜ちよう報ほう局破は壊かい班はん員サイナの妹！　姉の仇かたき！　覚かく悟ご！」

　いうが早いか、電でん光こうのように突とつ進しんしてくる。

「やめなさい！」

　ワティアが叫さけび、剣を引きずるように構えながら剛士を押おしのけた。

　苦く痛つうの声があがる。暗殺剣に脇わき腹ばらを切り裂さかれたのだ。

　血がどくどくと溢あふれだしていた。

「女っ、邪じや魔まをするなっ」

　シュリが叫び、再ふたたび暗殺剣を構えた時──

　体たい操そう服ふくブルマ姿すがたの狂きよう気きが落らつ下かした。

　スフィア。

　剛士の敵てきをすべて殺さつ戮りくする覚悟を固めた美少女。

「およしなさいっ、あなたの姉を殺したのはこのわたくしです！」

「知るか、化ばけ物め！　奴やつを殺せばすべて済すむ！」

　その瞬しゆん間かん、スフィアの内部ですべてが停止し、なにもかもが別の規き準じゆんに置き換かえられた。

　全身が異い様ような震ふるえを起こす。

　瞳ひとみが収しゆう縮しゆくし、まなじりがつりあがった。

　浅あさ黄ぎの髪かみが電気を流されたように広がり、逆さか立だった。

　精せい霊れいたちが発するものとは違ちがう、奇き怪かいな燐りん光こうが全身を包つつむ。

　鈴すずが鳴なった。

「……貴様」

　喉のど奥おくから声が漏もれた。純じゆん粋すいに、ただひとつの事実だけを意味する声。

「貴様ぁぁぁ」

　スフィアは絶ぜつ叫きようした。

　今の彼女には優やさしさも哀あわれみもない。ただ剛士を殺そうとする憎にくむべき存在をこのブラントラントから抹まつ殺さつすることだけが目もく的てきだった。

「スフィア、捕とらえろ、殺すな！」

　剛士は制止した。

　遅おそすぎた。その時にはもうスフィアは大おお鎌がまを軽かる々がるとふるい、おさなごを傷きずつけられた母はは狼おおかみのような凶きよう暴ぼうさを見せつけていた。

「後こう悔かいなどさせない！ この薄汚れた人族め、覚悟しろ！　永えい久きゆうに冥めい界かいを彷徨さまようがいい！」

　スフィアはなんのためらいもなく、シュリの喉のどを掻かき切きった。

「スフィ……」

　剛士は絶ぜつ句くした。理り解かいしたつもりだった。理解したつもりでいたのだ。

　戦いの中に放ほうりこまれた自分。信じるものをなにひとつみつけられずにいた高校二年生。

　スフィア。

　ただとまどうばかりの僕に優やさしくしてくれた優しい美少女。

　僕の命いのちを狙ねらった者たちを容よう赦しやなく殺さつ戮りくした人にあらざる、強く美しきもの。

　スフィア。

　それでいいと思っていた。

　わかったつもりだった。

　幸福すら確信しかけていた。

　しかしいまスフィアはなんと口にした？

　この薄汚れた人族め

　彼女はどうしたのだ？

　いや、何者なんだ？

　どうして僕に優しくしてくれる？

　なぜ僕の敵を皆みな殺ごろしにしようとする？

　わからなかった。なにもわからなくなっていた。

「シュリ！」

　鋭するどい男の声が轟とどろいた。黒い軍服に身を包つつんだランバルト軍の男。何人もの部下とともに、ジラモンたちを一いち撃げきで殲せん滅めつし、突とつ進しんしてくる。

「ワティア様、安全な場所に」

　スフィアがうなずいた。

「わかっ……りました」

　ワティアは剛士の手を握にぎり、本営裏うら手ての森へと駆かけだした。

「だめだよ、だめだ、僕はここにいる！」

　剛士は抗あらがう。ここでスフィアと離はなれてはいけない、直感がそう告げていた。

　彼を追い払はらったのはほかならぬスフィアの声だった。

「剛士様！　お願いです！　もう充じゆう分ぶんです！　これ以上、御ご覧らんにならないでください！　わたくし、殺します！　剛士様に仇あだ為なすすべての輩やからを！　どうか殺させてください！　わたくしのお慕したいする御お方かたのすべての敵を！」

　鈴すずがうるさいほどに鳴なり響ひびくなか、彼女は絶ぜつ叫きようしていた。凍こおりついた剛士をワティアが叱しかった。

「閣下、これ以上、彼女を苦しませるべきではありません……こちらに！」

　剛士はわり切れぬ思いとともに森へ逃のがれた。

　ランバルト兵の声が聞こえている。そこも安全とはいえない。

　どうにか人目をさえぎる役に立ちそうな大たい樹じゆの陰かげに剛士とワティアは身を隠かくした。

「大だい丈じよう夫ぶですか、閣下」

　周囲へとぎれることなく視し線せんを走らせながらワティアがたずねた。

「スフィアが……」

　剛士は惚ほうけたようにつぶやいた。

「スフィアがあんなことを……」

　ワティアが振ふり返り、肩かたをつかむ。

「閣下……そのことは、考えてはなりません」

「ワティアさん？」初めて彼女に気づいたように剛士は見上げた。

「誰だれにも、自分ではどうにもならないことがあります。スフィアも例外ではないということだけです」

「でも……」

「覚えておられますか、あの卑いやしい男、ザウズ・クレイモンはわたしをあいのこと呼びました」

　ワティアの眉まゆはおそろしいほどのゆがみを示していた。

「魔王領は素す晴ばらしい場所。夢のような国です。しかし、この世の楽園ではありません。生身の者たちが、それぞれの夢と現実を生きながら、喜びと哀かなしみをくりかえし、自分ではけっして使いわけられない賢かしこさと愚おろかさに笑い泣かねばならない者たちが住まう場所です。あなたはそんな国の支配者なのです」

「わからないよ。わからない」

「それでいいのかもしれません……あなたはそのままでも……なにがあろうと……でも、魔王領、いえ、このブラントラントにもさだめに囚とらわれた者は数多いのです。わたしも、そうだったのかもしれない。魔王の娘むすめとして生まれて。特別扱あつかいされるのが嫌いやで一度は家を飛び出して。生きているからには求める何かがあると思い続けて……でも、あなたの……あなたのそばに置いていただけたなら……」

　突とつ然ぜん、彼女はがくりと膝ひざを折った。剛士はワティアの傷口から溢あふれた血が下半身すべてを赤く染めていることにようやく気づいた。

「ワティアさん！」抱だき留とめながら剛士は叫さけんだ。

「ありがとうございます……閣下。どうやら……ここまでのようですわ。残念……です。あなたにお仕つかえして……あなたの世で長く生きて……」

「喋しやべっちゃだめだよ！　誰か呼ぶから。手当てしたらきっと大だい丈じよう夫ぶだから！　そうだ、治ち癒ゆ魔ま法ほう、さっきのすごい治癒魔法は！」

　ワティアは哀しげに微笑ほほえんだ。

「自分には、効ききませんわ。そんなことできたら……都つ合ごうが良すぎるでしょう？」

　顔から生せい気きが失うしなわれてゆく。瞳どう孔こうが開き始めた。

「ワティアさん！」剛士は彼女を抱き起こした。手を傷口に当て、押おさえた。だが、他にどうしてよいのかわからない。

「ね、どうしたらいいの、わからない、わからないよ！」

「いいのです……それだけで……」

　ワティアは苦く痛つうにゆがんだ美び貌ぼうで嬉うれしげにつぶやいた。

「閣下……どうか魔王領を……すべてのものたちを……あなたに幸運を……」

　ワティアは最後の力を振ふり絞しぼって剛士に口づけ、死んだ。

「ワティアさん、ね、ワティアさん……」

　剛士は物言わぬ骸むくろとなりはてた魔王の娘へ呼よびかけた。

「ね、嫌いやだよ。またなんて嫌だよ。また僕の前で名前を知ってる誰だれかが死ぬなんて嫌だよ。お願いだよ、お願いだよ、助けてよ、助けてよ、誰か助けてよ！」

　腕うでの力が抜ぬけ、ワティアの遺い体たいは地面に頽くずおれた。

　小野寺剛士は涙なみだと鼻はな水みずで汚よごれた顔を能のう面めんのように強こわ張ばらせて後ずさり、大樹の幹みきに救すくいを求もとめるようにすがりついた。

　一人きり、一人きりだった。

　彼にできることはなに一つなかった。

　周しゆう囲いではランバルト兵たちが叫さけび交かわしていた……



「なぜ殺した！　まだ子供だった、子供だったのだ」

　ゴローズが叫んだ。

「剛士様の敵てきだから」スフィアはこたえた。静かな、優やさしいといってもいい声だった。

「ナサ兄にいちゃんも殺したいの、剛士様を？」

　大おお鎌がまを構かまえる。

「なら……殺すわ、ナサ兄ちゃんでも」

「スフィア……」

　ゴローズは絶ぜつ句くした。

　かれの目に映うつっているのは美しく成長したあの時の幼女に間ま違ちがいなかった。

　この世の誰よりも美しく、おそらくはこの世の誰よりも優しく、そして……間違いなくこの世の誰よりも恐おそろしい怪かい物ぶつに成長したあのスフィアだった。

「ナサ兄ちゃん……」胸を裂さかんばかりの悲ひ痛つうさと、狂きよう気きすら凍こおらせるほどの冷たさをしのばせた声がたずねた。

「本当に……ナサ兄ちゃんも剛士様の敵なの？　なにもかも、気づいてしまったからなの？」

「どうしてだ」ゴローズは声を押おし出した。

「なにがあった……やはり、わたしがいけないのか、スフィア。もう戻もどれないのか」

　スフィアは違うの、とでも言いたげに首を振ふると、大鎌の刃やいばを低い位置で保ほ持じした。完全な攻こう撃げき態勢をとったのである。

「くそっ……呪のろうぞ、すべてを」

　なによりも自分を責せめるように呻うめいたゴローズも腰こしを低くした。剣けんを構える。傍かたわらではマヤが隙すきをうかがっている。

　他の兵士たちもスフィアを取り囲かこむ。

　緊きん張ちようがおそろしいまでに高まったその時──

　彼らの頭ず上じようを、焦こげくさい白はく煙えんをたなびかせながらヴァンピレラ・ビューティが飛びすぎた。

　変へん事じを知って駆かけ戻ってきた親しん衛えい総そう帥すい護ご衛えい大隊の兵士たちの声がきこえはじめる。

「急げっ、あっちだ！」

「閣かつ下かをお守りしろ！」

　ゴローズの剣先がすっ、と落ちた。マヤにうなずく。

「騎き士しウラム、撤てつ退たいだ」

「は……はいっ」

「ナサ兄ちゃん」

　スフィアの声にゴローズは振り向き、痛いた々いたしいほどの笑え顔がおで応じた。

「思えば、誰かからそう呼よばれるのは25年ぶりだよ、スフィア……君はそれほど年をとったように見えないが。昔むかし話ばなしはまたいずれしよう。私には守らねばならない部下もいる」

「ナサ兄ちゃん」

　再ふたたびつぶやいたスフィアの耳に裏うら手ての森から奇き怪かいな叫さけび声が聞こえた。

「ああああ、あああああああああっ」

「……剛士様」

　スフィアは森を注ちゆう視しした。

「いきなさい、スフィア」

　ゴローズがうなずいた。

「君の大事な人が、君を必要としている」

　言い終えるなり、彼は部下を率ひきいて背はい後ごの森に駆け込み、姿すがたを消した。

「ナサ兄ちゃん」

「あああああっ、ああああああああっ」

「剛士様！」

　スフィアは駆けだした。飛んだ。突とつ進しんするのに邪じや魔まな樹じゆ木もくを大おお鎌がまで粉ふん砕さいしながら。

　そして彼女は目にした。

　狂くるったように泣きわめきながらアーシュラに抱だかれた小野寺剛士の姿を。

　アーシュラの焼けこげた翼つばさを。

「剛士様！」

　スフィアは叫び、駆け寄った。

　アーシュラに対する殺さつ意いに等ひとしい嫉しつ妬とに身を焼きながら。

　鈴すずが、鳴なっていた。



　偶ぐう然ぜんと必ひつ然ぜんが入り乱みだれた結果生じた本ほん営えいでの戦たたかいは短時間で終わった。魔王軍、ランバルト軍とも損そん害がいはごくわずかであった。

　しかし、この戦いは小野寺剛士の心に忘れられぬものを刻こく印いんすることになる。

　いや、彼だけではない。スフィアにも。アーシュラにも。

　他の、すべての者たちにも。



　だが、この時起こっていたのは、個人的な事件ばかりではなかった。

　マリウクスが、動いていたのである。



　　　　８



　この時、トゥラーン近衛重装騎士団を主力とする臨りん時じ編へん成せい部隊、グラッサー戦闘団約六〇〇〇はすでにバハウスの森に向け、急進している。

「フッ」マークスが髪かみをかきあげながらいった。「われわれが突出してもなんの反応もないということは……」

「やはり、積極的に攻撃をかけるつもりなどないということだ」と応じたのはもちろん副将コンビの相あい方かたであるガルス。

　二人の会話を耳にしている男、ヴィル・グラッサー男だん爵しやくその人は緊きん張ちよう感かんの塊かたまりになっていた。ぴりぴり、ぴりぴり、愛馬ガルーンを操あやつるほんのわずかな動作にもそれはみてとれる。

「団長、なにか不安が？」ガルスがたずねた。

「掃はいて捨てるほどある」グラッサーはむすっとしたままこたえた。もちろん怯おびえているわけではない。実際の気分はその正反対である。闘志に満ちているといっていい。

　彼のなかにあったのは、敵……いや、オノデラゴウシに対する驚きに近い畏おそれ、ただ怖いだの呆あきれるだのではない複雑な印象であった。ぶっちゃけていえば、こんな風に考えていたのだ。

（いったい貴様は、なんという戦争をするのだ……）



　どんな軍隊にも、人間でいう性格に近いものがある。

　戦いのチャンスを目の前にした時に、自然と示してしまう動きのことだ。

　たとえば魔王軍。根っこの部分で勇ゆう敢かんさに不足はない彼らだが、なにがなんでも進撃、というノリとは縁えん遠どおい。もともとただ生活するだけならば不足のない土地で生まれ育った連中だけあって、どこかへどわーっと攻めこみ、わははここは今日から俺たちのもんじゃあ、という感覚には縁がない。どちらかといえば、我らの故こ郷きよう、愛する祖国を守ろうという感じである。専せん守しゆ防ぼう衛えい……とまではいかないが、防ぼう御ぎよ型がたの軍隊なのだ。

　じゃ、あっちの方は、と当然気になるのはランバルト軍。案あんの定じよう、まったく違っている。ランバルト軍の基本は攻撃である。

　敵を見つけたら攻撃。なんかあったら攻撃。風が吹いても猫が鳴いても攻撃。朝御飯の味み噌そ汁しるがまずかったから攻撃……とまぁ、ハタ迷めい惑わくなほど元気がよろしい。ゴルソン大陸の中ちゆう枢すうで何百年もドつきあいを繰くり返してきただけあって、それが当然になってしまっている。じゃあなぜマリウクスなんて大だい要よう塞さいを築いたんだ、などというツッコミはパス。だってほら、結局は魔王領攻略の最前線基地、攻撃のための拠きよ点てんでしょ、ということである。

　ま、そんな理由を語ったあとで、今回の発案者は実のところ猛もう将しようヴィル・グラッサー男爵……であればいかにもな感じなのだが、全然そうではない。

　発案者はだれあろうフェイ・マラックス。弓兵団長の気になるあの娘である。むしろグラッサーやウランコールは反対している。理由はほかでもない。オノデラゴウシの策さく略りやく（ツッコミたくても今回はまさにその通りなのでギャグにできない！）に引っかけられることを怖れたのだ。いうまでもなく指揮官としての判断である。かれらの任務は独どく力りよくで魔王領をどうこうすることではなく、次なる攻勢の準備が整うまでマリウクスを維い持じし、魔王軍の態勢立て直しを邪じや魔ますることであった。自分たちの好みに従したがった戦争ばかりしているわけにはいかない。そうなのだ。猛将だの闘とう将しようだのという二つ名前ニツクネームがお似に合あいであっても、グラッサー、ウランコール共に、自分の好みにひきずられて兵を動かすほど単純な男ではない。だからこそ、フェラール兄ちゃんも王都ウルリスのオレでアイツの薔ば薇らで菊きくな熱い御耽たん美びの夜を過ごせるというわけなのであった。

　ところが、眼鏡めがねっ娘こ弓兵団長フェイはそれを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしてしまったのである。

「守っていても、なんの結果もでないもん。それに、ちょっとぐらいの兵力を出撃させたところでマリウクスの守りにはなんの影えい響きようもないし」

　いやま、そうなんだけど。まあ、筋すじ道みちを立てて考えるならこういうことになるだろう。

　オノデラゴウシがなにかのついでにマリウクスへちょっかいをだすつもりであれば、もう出しているだろう。しかるに、いまにいたるのもなんにもないというのは、その気がないことの証しよう拠こ。つまり、マリウクスから出撃する部隊を引っかける手を考えているということ。

　だから出撃してはイカンのではないか、というのは常識論である。しかしフェイはそこからさらに先を考えたのだった。

　魔王軍が予想し、期待するわれわれの反応はなにか。

　当然、崩ほう壊かいしてしまったアディスン街道の補ほ給きゆうラインを立て直すことだろう。

　つまり、奴の罠わなは、そちらに仕掛けられている。マリウクスのセントール正面……魔王領に向いた西方は、おそらく抑おさえの兵力しか置いていない。そちらを叩たたけば、優ゆう位いにたてるはず。

……ということを自分の頭の中だけでいちいち理り屈くつになどせずに処しよ理りし、頼もしいお兄ちゃんと好き好き大好きなおじさまへ（ってまあ、二人とも年齢は似たようなものですが）納なつ得とくさせてしまったのだった。フェイ・マラックス、ただの眼鏡っ娘ではない。若じやつ干かん一五歳でナポレオンも徳川家康も呆あきれかえるほどの戦闘経験を備えているだけあって、戦いに関するセンスが研とぎすまされている。剛士君ほど大きなことを（国家戦略レベルのことを）考えこみはしないが、戦術レベルについては大したものだった。

　となれば、残る問題はその抑えの兵力がどこにいるか、なのだが……



「やはりバハウスの森ですか」ガルスがたずねた。

「他には考えられん」グラッサーは断だん言げんした。「ある程度大きな兵力を伏ふせておける広さがあり、比較的短時間でマリウクスの直撃が可能で、なおかつアディスン街道上に出現するだろう別働隊の支し援えんもしやすい、となると、あそこしか考えられん」

　うーん。要するに頭を使って戦うのは剛士君の専せん売ばい特とつ許きよではない、ということなんですが、ここまで読まれてしまうと真っ青であった。

　でもこれから夜になるし、なんて危険はもちろん考えてある。というか、ここのところ剛士にイロイロとやられているだけあって、見ていろちんちくりんめ、という感じなのであった。

　グラッサーにも、魔王軍と正面から戦うつもりなんか全然なかったのである。

　夜の間に、バハウスの森の背はい後ごにのびるセントール街道上へと潜もぐり込こんで夜明けとともに魔王軍を急きゆう襲しゆう、敵軍を突き抜けたあと、マリウクスへ駆け戻る。豪ごう快かいというかあっさりというか、つまりは魔王軍をいてこましてやったという結果を得ようとしているのだった。もっともこちらは、戦時国こく債さいのどうのというより、ただやられたということによる戦意の低下を防ぎ、戦いにおける軍部の主しゆ導どう権けんを維持し、ウランコールをはじめとするマリウクス駐留軍の面めん目もくを保つために、であった。

　いかにもいかにも、と言えるだろう。まさにランバルト軍は攻撃型の軍隊であった。しかし、かれらが予想もしていないことが三つあった。

　魔王軍のマリウクス監かん視し態たい勢せいがこれまでにないほどの厳きびしさをきわめていたこと。

　オノデラゴウシが、結果があらわれなければ即そく座ざに……今夜中にでも軍をさげるつもりであること。

　そして……彼が生まれてはじめて殺人をおかしたばかりであること、だった。



　　　　９



　一いつ瞬しゆんの、いや、一瞬にしかおもえなかった惨さん劇げきの終わった魔王軍総そう帥すい野戦本営には異様な空気がたちこめていた。

　胸を裂さくような悲しみ。恥ち辱じよく。まぎれもない愛情。重い気体のように低くひろがる嫉しつ妬と。

　そして、隠かくしようもない怒り。

「閣下」シャナン軍医長の応急手当を受けたアーシュラが痛々しいなかにもきりりとしたものをきらめかせながら呼びかける。

「敵軍に、本営の位置が暴ばく露ろしたと考えねばなりません」

　マリウクスから敵軍の一部が出撃したという情報はすでにＣＭＡエージェントたちの手によって届けられている。セシエは本営を飛び出し、とてつもない勢いで情報収集の指揮に当たっていた。

「閣下……」アーシュラがうながす。弟を案ずる姉のようだった。

「うん」応じた剛士の声はうつろである。イヤになってくるほどコンパクトにまとまった身体からだの背後から、スフィアの手がまわされていた。この現実へかれをつなぎ止めるように。あるいは……失うことをおそれるように。

「ここは、閣下の計画通り軍をさげ……」

　アーシュラの言葉を剛士は手で制した。ぷくぷくした指をそのままスフィアへのばし、そっと外はずす。体操服ブルマ姿の戦女神は一瞬、動どう揺ようの色を浮うかべたが、素す直なおに従った。

「だめだ、だめだよ」剛士は戦せん況きよう図ずをのぞきこんだ。「本営を襲われ、僕も危険にさらされた。これじゃ駄だ目めだ。たとえ補給部隊を壊かい滅めつさせていても、勝ったように見えない」

　あとの言葉はのみこんでしまったことに周囲の者たちは気づいた。剛士が誰だれかを捜すように視線をさまよわせたからだ。今け朝さ、ここにいたのに、永遠に欠けてしまった者たち。バウズ・ジラモンと気持ちの良い魔族兵士たち。そしてここに加わるはずだった者。ワティア。小野寺剛士の未来を信じ、散った気け高だかく美しい花。

　そして剛士は、スフィアの狂きよう気きとアーシュラの献けん身しんに抱かれた気分のまま、ここにいる。

　だから……

「本営のまわりにいる部隊はただちに戦闘準備」剛士は命じた。「夜戦だ」

「夜戦？」緊張とともに心がうずくのを感じながらアーシュラがたずねた。

「敵は魔族と夜のあいだは戦おうとはしないと思う」剛士は説明した。「つまり、夜のあいだに動き回り、朝になってから手をだす。だよね？　だとするなら、僕らにとって困る場所……たとえば後方のセントール街道へまわりこもうとするはずだ。どう？」

　異い論ろんは、ない。アーシュラですら即そく座ざに同意のつぶやきを漏もらしている。

「参さん謀ぼう総そう長ちよう、ただちに行動開始」

「はっ、閣下！」ばっと敬礼したアーシュラはただちに命令を伝でん達たつした。

「各隊に伝えよ！　敵軍見ゆとの警けい報ほうに接し、総帥直率部隊はこれより出撃、これに夜戦を挑いどまんとす。今こ宵よい天てん気き晴せい朗ろう、闇の子どもよ、臆おくすることなかれ。以上！」

　わっと復ふく唱しようがわきおこり、何人もの伝令が駆けだしていった。

「お兄ちゃん」リアが闘とう志しを満まん面めんに浮かべて駆け寄った。

「ボクも戦っていいよね」

　剛士は68歳の幼女を見つめた。まっすぐな瞳ひとみ。奪うばわれたものをおもう瞳だった。

「もちろんだよ、リア」

「イエッサー！」

　跳はね飛ぶリアを複雑な表情で見ていた剛士に近寄るものがあった。鈴の音とともに。

「……剛士様」

「ありがとう、スフィア」剛士の声は固かった。

「そういうことでは」

　剛士はきっとなって振り向いた。あの目、あの獣けものの目になっている。我が慢まんしきれなくなった彼は口にしてしまった。

「僕も、薄うす汚よごれた人族なんだよ」

「……それは」青ざめ、涙を浮かべたスフィアに剛士はなおも続ける。

「でも、いいんだ。わかった。魔王領にいる限り、たとえ人族でも同じなんだ」

「……」

「同じなんだ。本当にそうなんだ」彼は泣き出しそうな顔で言った。「もういいんだ。迷まようことなんかない。僕はみんなに助けられた。だから、僕もできることをする」

「剛士様……」スフィアの目が辛つらそうな光を浮かべたまま見開かれる。

　小野寺剛士は背せ筋すじをぐっと伸のばし、おそらく生まれて初めてだろう純じゆん粋すいな決意とともに明めい言げんした。

「僕は、魔族だ。魔王領の総帥だ」

　二人の会話を聴くとはなしに聴いていた者たちが一いつ斉せいに呻うめいた。最初に片かた膝ひざをついたのはアーシュラだった。

「閣下……どうか御命令を。我らの小野寺総帥閣下」

「我らの総帥閣下！」全員が声をあわせる。魔族、人族……いや、すべての魔族たちが。

「ありがとう」剛士はうなずき、必勝の確信とともに命じた。

「じゃあ、このバカげた戦争に勝とうよ、みんなで」

　喚かん声せいをあげる余よ裕ゆうはなかった。

　その瞬間、小野寺剛士は灼しやく熱ねつする白い光に包まれたのである。



    

  
    
      闇やみに潜ひそむものは、すべてを注意ぶかく見つめていた。



    

  
    
      　……なにもかもが望むままに動いていた。ブラントラントへ新たに導どう入にゆうした要素は予想をうわまわる力を発揮し、ある種の安定を見せかけていた世界を混こん沌とんに包つつみ込こみつつある。

　新たな戦せん闘とうが、始まっていた。

　オノデラゴウシと呼ばれる要素は混乱から素す早ばやく立ち直ったようだった。いや、実際は心を凍こおらせ、ただ自分の能力だけを脊せき髄ずい反はん射しやのように作動させているのだろうが……信じられないほど見事な総司令官としての才能を発揮しつつある。

　そして相あい変かわらず世界は喜び、悲しみ、賢かしこさと愚おろかさに包まれていた。

　痛みをともなうほどの満足感が湧わいてくる。

　これでいい、これでいいはずなのだ。

　あの哀あわれな少年がブラントラントに加える刺し激げき。

　あの哀れな少女が愛ゆえにまき散らす狂きよう気き。

　あの哀れなみなしごが追い求めるものすべて。

　なにもかもが思い通りだ……

　だが、ふとした不安が心を曇くもらせた。

　本当に、そうなのか。

　ことにあのオノデラゴウシは……

　思いついたとたん、不安は果てしもなく膨ふくれあがった。

　異世界から呼びつけた贄にえ。

　便利な道具。

　しかしその力を、自分は本当に見み極きわめているだろうか。

　なにか見落としていることはないのか。

　指を折り、異世界での記録をさぐる。

　他人から評価されることのない毎日。

　信ずべきもののない心。

　活いかされることなく朽くちるはずだった才能。

　……これまでの要素たちと同じだ。

　なにも変わらないはずだ。

　だが……

　意識の隅すみをよぎるものがあった。前に呼び寄せた要素。タナカという名の存在。果たしてあの要素が、心ある者ならば感じずにいられない純じゆん粋すいさを発揮するなどと、自分は予想していたか？　予測できないぶれは徐じよ々じよに大きくなっているのでは？　もしかしたならば、本当の混沌が迫せまりつつあるのでは……

　いても立ってもいられなくなった。

　確かめなければならない。

　もちろん、混沌の到とう来らいを怖おそれているからではない。心のどこかでは、むしろそれを待ち望んでいる部分すらあった。

　いまはただ純粋な興味。それだけだ──少なくとも、自分ではそう思いこもうとしていた。

　闇に潜むものは思い定めた。

　確かめよう、ただちに。

　オノデラゴウシなるものの、心の奥おく深ぶかい部分を。

　思いはすぐさま力に転じ、変へん異いが生じた。

　自分も準備を整えようと立ち上がった横顔に微笑が浮かぶ。

　果たして何が起こるだろう？　何を知ることになるだろう？……楽しみだった。なぜならば……



　それを知ったのち初めて、たたかいのさだめは成じよう就じゆされるに違ちがいないからだ。



    

  
    
      
　あとがき（２００２年度そろそろ会社でヤバイです、版）




　……って、別に大した意味があるわけじゃないんですが。



　えー、豪ごう屋やです。なんともはや、２巻のあとがきで申しあげたとおり、ほんの二ヶ月でまたもやお目にかかることになってしまいました。ご迷めい惑わくかけます。

　で、３巻。お楽しみいただけたでしょうか。

　なんかだんだん異世界ユーモア戦争ものから血まみれどろどろな内容へ突つっ走りつつありますが、豪屋的には必ひつ然ぜんではなかろうかと思って書きました。

　まあ、なんてったってデフォルトでぽんぽこぴーな人である剛士君に『なにか』へ気づいてもらわなければならないわけですし、気づいたら気づいたでけっこう大変な覇は道どうをスキップしてくれないと困るし、と問題山積の『Ａ君』、三冊かけてようやくイントロ野望あのここどこですか編完かん了りよう。どうか４巻『かがやけるまぼろし』にて開幕の第二部をよろしくお願いします、という感じです。

　剛士君はもちろん、スフィアはどうなる、アーシュラはどうする、なんか妙みように格かつ好こういい某ぼう先生の影えい響きよう濃のう厚こうなゴローズ君はどうだ、はたまたマヤちゃんの妄もう想そうは再び爆ばく発はつするのか、そしてなんかイロイロありそうな謎なぞの存在は何者、そして何かに気づいてる斉藤もと魔王の知る真実は、いやそれよりも田中さんの秘策、ランバルト総オ○ク化計画の行方ゆくえは……なんて感じのところをおさえてお待ちいただけたら幸しあわせ、つーかお願いします。今後とも駄だ洒落じやれとストーリーとキャラ描びよう写しやと……ご希望があればアレなシーンにますます努力し、有害なんとか法案が流れたと思ったら一一月国会の児○法改正案でエロゲー規制？　この国はもうダメなんじゃないか、な世の中を生きていきたいと思ってます（ちなみに、本物のチャイルドポルノや幼女売春はいくら取り締しまってもいいと思ってます。架か空くうのものとしてつくりだされた創作物でも、凌りよう辱じよく系けいは吐はき気を催もよおすほど嫌きらいです──でも、絵や文章による表現は、なにがあっても規制を受けるべきではないと信じてもいます。だいたい、法の規制は「犯罪」を防ぎ罰ばつするためにあるのであって、憲法に定められた「権利」を奪うばうなど、もっての他だと思います）。



豪屋大介



    

  
    
      
　コラム……せかいのとくしゅぶたい






　えー、今回は王立特とく務む遊ゆう撃げき隊たいの背はい景けいネタを説明します。あまり書くとデビル17とネタがかぶりかねないので困こまるんですが、Ｓ沼編へん集しゆう長ちようからの命令なので書きます。

　本編に登場したナサニア・ゴローズの王立特務遊撃隊はチキュウの言葉でいえば特とく殊しゆ部隊です。以上終わり。

　……というぐらいに特殊部隊スペシヤル・フオーセズという言葉はよく知られていますが、時代と場所によってその内ない容ようは全然違ちがいますし、任務も異ことなっています。たとえば最近のチキュウでは警けい察さつ・軍隊がそれぞれ特殊部隊を保ほ有ゆうしたりしていますが、両者の仕事は全然違います。お巡まわりさんと兵隊さんの仕事が同じわけありませんから当然です。前者は犯はん人にんの制せい圧あつ・逮たい捕ほが、後者は任務の達成が第一です。警察特殊部隊にとって犯人射しや殺さつは最後の手しゆ段だんですし、軍特殊部隊にとっても敵てき兵へいの殺害は、それが任務でない限かぎりはできるだけ避さけねばならないとされています。騒さわぎが大きくなって嬉うれしいのはお祭りぐらいなものだからです。

　また、軍の特殊部隊といってもその実じつ態たいは様々です。たとえば有名なアメリカのグリーン・ベレーは人心収攬作戦ハーツ＆マインズによって地元住民を味方へと変えてしまう工作までおこなうインテリ部隊なので、任務を戦せん闘とうに特化したデルタ・フォースの連中をバカにしていたりします。大ざっぱにいえば前者は戦せん略りやく的てき役やく割わりすら背せ負おった不ふ正せい規き戦せん部隊、後者は特殊“〝戦闘”〟部隊といえるでしょう。まったく違う仕事なので部隊を分けた方がいい、というわけです。イギリスなどは世に知られたＳＡＳ（特殊降こう下か部隊、特殊空くう挺てい隊等々、訳語は色々ありますが、要するにイギリス陸軍特殊部隊です）がほとんどをこなすのでとてつもなく高い評ひよう価かを受けていますが……実はもっともレベルが高いのは海軍の特殊舟艇隊ＳＢＳだそうです。

　さて、ゴローズのＲＳＩは……これは完全に軍特殊部隊、それも古い意味での、まだスペシャル・オペーレーションなどという言葉などなく、コマンドゥ作戦と呼よばれていた頃ころのものに近いです。ちなみにコマンドゥ（Commando）とは特別奇き襲しゆう部隊とか特とつ攻こう隊などと訳語が当てられています。つまりまともな支し援えんもなしに死し傷しよう率りつの高い危き険けんな任務に送りこまれる部隊のことで、アメリカあたりでは軍の刑けい務む所しよから集めてきた乱らん暴ぼうな兵士たちで部隊を編成していました（いわゆる“〝ならず者部隊”〟です）。ゴローズのＲＳＩはそれに当たるわけで、そうした部隊を人じん格かくと能のう力りよくだけで統とう率そつしているゴローズはやっぱ普ふ通つうの人じゃない、というわけなのです。

　あと、ランバルト程てい度どの社会レベルで特殊部隊の存そん在ざいが許ゆるされるのか……という疑ぎ問もんがありますが、これは冒ぼう険けん者しやパーティが実在する異い世界ゆえにです。ファンタジーＲＰＧなどからも容よう易いに想そう像ぞうのつくように、パーティがくりひろげる“〝冒険”〟の内容は特殊部隊の作戦行動にきわめて似に通かよっています。冒険者パーティという民間技ぎ術じゆつが軍事転用された結果がＲＳＩ、軍事転用された冒険者がゴローズ、ということなのです。



    

  
    
      新装版

Ａ君くん（17）の戦せん争そう　３

たたかいのさだめ



豪ごう屋や大だい介すけ





平成24年11月8日　発行

発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/

(C)2005 Daisuke Gouya, Rei/Fujimishobo



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      　目　次



		プロローグ　はじめて人を殺した日


		１　守ります、血まみれようとも


		２　総そう反はん攻こう！　作戦〈カルネアデス〉発はつ動どう！



		　あとがき




		　コラム……せかいのとくしゅぶたい








    

  

OEBPS/a_1_5.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_6.xhtml

    
      
        
          
            
              [image: ]
            
          
        


      

    

  

OEBPS/a_1_7.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_1.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_2.xhtml

    
      
        
          
            
              [image: ]
            
          
        


      

    

  

OEBPS/a_1_3.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_4.xhtml

    
      
        
          
            
              [image: ]
            
          
        


      

    

  

OEBPS/a_1_20.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_24.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_18.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/image/o_fjb_logo.png





OEBPS/image/ec_000000_png_20.png





OEBPS/image/o_white.jpg





OEBPS/a_1_16.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/image/o_k002.jpg
MRSHFLBRR HRLZK O VRIOC LKA
Hh L2 O NKEHERER QLIRS 261"






OEBPS/image/o_k001.jpg





OEBPS/image/o_k004.jpg





OEBPS/image/o_k003.jpg





OEBPS/image/o_p257.jpg
NI

—

77
p7.






OEBPS/image/o_p197.jpg





OEBPS/image/o_p097.jpg





OEBPS/image/o_p057.jpg





OEBPS/image/o_p179.jpg





OEBPS/image/o_p155.jpg





OEBPS/a_1_28.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/image/o_cover.jpg
A5~ BR

N

) l/n“,vr g

TR ANDERD
=y, vy

—
=
2}






OEBPS/a_1_26.xhtml

    
      [image: ]




    

  

